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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








プロローグ






　グラムリッターと呼ばれる者たちがいる。

　機械でできた化け物フアフニールを破は壊かいするため、強化外骨格グラムをまとって戦う魔ま道どう士しだ。

　そんな、グラムリッター候補生の学園でのことだ。




「この小鳥遊たかなし蒼そう真まくんはアタシらと同年代だけど、最年少の龍機士グラムリツターだったんだよぉ！」




　小さな胸を張り、声も高らかにそう言ったのは赤い髪かみをした少女だった。

　長い髪は後ろで束ねており、蒼真と同年代か、それより下だと言われても頷うなずける容姿ながら、胸に揺ゆれるタイには三年生の証あかしである三本のラインが走っている。

「どれくらいすごいかっていうと、なんとここに来る途と中ちゆうも生身でファフニールを撃げき墜ついしちゃったんだから！」

　生徒たちから「朝の警報ってそれだったの？」だの「グラムもなしで撃墜したの？」だの「本当に人間か？」だの「結構カッコイイかも」だのと悲鳴のような歓かん声せいが上がる。

　そんな仰ぎよう々ぎようしい紹しよう介かいを受けている当人──蒼真は激しく困こん惑わくしていた。

　そこは龍りゆう甲こう艦かん学園ヒリュウにある教室のひとつだ。

　埃ほこりひとつない清潔な室内には硬こう化か樹じゆ脂しのテーブルと椅い子すが並べられていて、三十人以上の生徒たちが教きよう卓たくに立つ蒼真に注目している。

　硬直する蒼真の背中をバシバシと叩たたきながら、快活そうな少女は言葉を続けた。

「はい。そんな小鳥遊くんと、彼を案内してきたみんなの生徒会長に拍はく手しゆぅ！」

　その声に、教室のそこここから生徒会長を讃たたえる声が上がり、少女は満足そうに頷く。

　この学園の生徒会長というのは、どうやらこの少女のことらしい。自分への賛美を促うながすのはどうかとは思うが、生徒たちの反応を見た限りでは信望も厚いようだ。

　なぜ指導官ではなく生徒会長がこんな紹介をしているのかというのはもちろん疑問ではあったが、蒼真を動どう揺ようさせている出来事はそれではなかった。

　生徒会長の紹介のおかげか、生徒たちの視線はどれも好意的で期待に満ちたものだ。




　ただ、そんな生徒たちは、みんな女の子なのだ。




　──ここって女子校だったのか？

　状じよう況きようについていけず間ま抜ぬけに口を開いている蒼真を除いて、ここにはひとりも男性の姿はない。

　急な異動だったとはいえ、それくらいは教えてほしかった。

　これまでの十五年の人生で、蒼真は義ぎ妹まいの葉は月づきを別とすれば、同年代の女子と手を繫つないだことはおろか、ろくに口を利きいたことすらないというのに。

　未知の環かん境きように放り込まれて、すでに彼の脳は情報を処理しきれなくなっていた。

　だから、蒼真は気付くことができなかった。

　果たして、一いつ介かいの整備官がこんな改まった紹介を受けるような地位なのか──と。




「それじゃあみんな！　今日から着任してくれた小鳥遊指導官に挨あい拶さつよ！」




　愛らしい生徒会長のひと言で、蒼真はようやく我に返った。

「ふぁっ？　指導官？」

　蒼真の驚きよう愕がくの声は、女子生徒たちの「「「よろしくお願いします！」」」の唱和に搔かき消された。

「ん？　なんか言った？」
















　愛らしい生徒会長が振ふり返って首を傾かしげる。

「おい、指導官ってどういうことだ？　俺は──」

　言いかけて、自分が教室中の女子から注目されている現実に気付く。

　どの少女も、その瞳ひとみに純じゆん粋すいな期待を込めて蒼真の言葉に耳を傾かたむけてくれている。

　三十人を超こえる、そんな瞳を一身に受けるというのは、戦場でファフニールと対たい峙じするよりもよほど重圧を感じた。

　これまでの人生はもちろんのこと、果たして自分の生しよう涯がいでこれほど異性から期待される瞬しゆん間かんが訪れることなどあるのだろうか？

「……？　よくわかんないけど、ほら、なんかひと言お願い」

　生徒会長の甘い声に、蒼真はグッと息を詰つまらせる。

　──言うんだ。俺が指導官なんて、なにかの間ま違ちがいなんだって。否定するんだ！

　呼吸を整え、蒼真は女子生徒たちの視線を真まっ直すぐ受け止めた。

「すまない。なにか行き違いがあったみたいなんだ。話を聞いてくれ」

　その言葉から不ふ穏おんな空気が広がる。

　期待の眼まな差ざしが、困惑と不安の色に染まる。

　きっと、蒼真の告白は彼女たちを傷つけ、失望させるのだろう。

　だがここで言わなければ傷はもっと深くなる。

　言え。言うのだ小鳥遊蒼真。




「俺はただ、ものを壊こわすのが少し上手なだけだ。君たちが羨うらやむようなものじゃない」




　ため息を漏もらしつつ前髪を搔き上げて放つ気取った言葉に、黄色い歓声が上がった。

　蒼真には、少女たちの期待を裏切ることなどできなかった。

　──なんでこんなことになったんだろう？

　蒼真は数時間前の出来事を思い返した。








第一章　暁あかつきの龍機姫グラムメイデン






　思えば、その日は朝からすでにおかしかった。

「毎度ごひいきにありがとうございます！　人間から機巧龍グラムまでなんでも運びます、今日もにこにこシェリル運送のシェリルよ」

　まだ薄うす暗ぐらい飛行場で蒼そう真まを出で迎むかえたのは、やかましい女だった。

　滑かつ走そう路ろに着陸した輸送機にはアルファベットで大きく『CHERYL』とペイントされている。青みがかった灰色の美しい機体が、ど派手なピンク色に装そう飾しよくされた姿には胸が痛んだ。

　なのだが、作業服からはみ出そうな大きな胸と悪意のない瞳を見てしまうと、なにも言えなかった。

　見たところ二十歳はたち前後だろうか。褐かつ色しよくの顔に快活な笑みを浮うかべ、シェリルと名乗った女性は頭の横に片手を挙げて略式の敬礼をした。それから伝票らしい書類を取り出す。

「〈ヒリュウ〉まで護送依い頼らいの小鳥遊たかなし蒼真殿どのっていうのは、君かしら？」

「はい。自分が小鳥遊蒼真であります。本日はよろしくお願いします」

　脇わきを締しめ、手刀を切るように右手を挙げて蒼真は敬礼を返す。

　受じゆ勲くん式のときに何度か袖そでを通したことがあるだけの礼服は窮きゆう屈くつそうで、そんな礼服とは不似合いな大きなザックが足元に置かれている。

　決して大おお柄がらとは言えないが立ち姿に隙すきはなく、鍛きたえられた体たい軀く。袖から覗のぞく腕うでや首筋には無数の傷きず跡あとが残っていて、若くとも数多くの戦場を駆かけ抜けてきたのだとうかがえる。

　姿勢を正す少年の胸元にはガラス質のペンダントが揺れていた。

　ネームタグとは異なり、透すき通とおったプレートに翠みどりの光が灯ともる、不思議な装飾品だ。

　シェリルはまじまじと蒼真の顔を覗き込んでくる。

「へえ、退役魔道士さんって聞いたから、もっとダンディなおじさまかと思ったわ」

「よく言われます」

　答える蒼真の声は、どこまでも無機質で感情のこもらないものだった。

　胸の中に渦うず巻まくのは、自分がグラムリッターを退役するに至った原因だ。

　自分は二度と、ここには戻もどることはない。

　それでも人の前だと思い出し、蒼真は頭を振って依頼の書類を手て渡わたす。

　蒼真の葛かつ藤とうをどう見たのか、シェリルは書類を受け取って右手を差し出した。

「ま、短いフライトだけどよろしくね、小鳥遊くん」

　握あく手しゆを求められたことも、女性から親しげに話しかけられたことも少ない蒼真は、戸と惑まどいながらもその手を握にぎり返した。

　握手を交わしたのち、シェリルは蒼真の足元に目を向ける。

「荷物はそこのバッグだけ？　んじゃ貸してちょうだい」

　蒼真の私物は、鞄かばんひとつに積み込んでしまえるほど少ない。

　シェリルは蒼真の隣となりに置かれた鞄を手に取ると、勢いよく輸送機の中に放り込んだ。ガシャンとなにかが割れた音が聞こえて、蒼真は顔を覆おおう。

　──大おお雑ざつ把ぱすぎるだろう……。

　割れたのは新生活にと用意したカップだろうか。まだ一いつ杯ぱいのコーヒーすら注いでいなかったというのに。

　恨うらみがましい視線を快活に笑って流すと、シェリルは蒼真の背中をバンバンと叩く。

「ほらほら、なにがあったのかは知らないけど、そんな暗い顔してないでさっさと乗り込んじゃいな！　うちの輸送速度は業界一だから、嫌いやなことなんかパアッと忘れられるよ」

　いまの暗い顔は間違いなくシェリルのせいだが、きっと悪い人ではないのだろう。

　蒼真は言われるまま、後部の貨物扉とびらから輸送機へと乗り込む。

　荷物は蒼真だけではないらしく、六十人は乗り込めようかという機内にはところ狭せましと木箱が積み上げられている。こちらはきちんとベルトで固定されていて、よほど乱暴な操縦をしても崩くずれそうにはない。

　──これは、気が楽ではあるな。

　壁かべに設置されたシートに腰こしを下ろし、ベルトで体を固定すると、輸送機両りよう翼よくの四枚のプロペラが回転を始める。

　すでに温まっていたエンジンは快調に機体を加速させ、体を押しつけるような心地ここち好よい重圧とともに、鋼鉄の翼つばさを空へと羽ばたかせた。

　三年間の軍隊生活から離はなれる蒼真の胸に去来するのは、寂さびしさでも新しい環境への期待でもなく、ただただ後こう悔かいと自責の念だった。

　同じ釜かまの飯を食った仲間が退役するというのに、飛行場には見送りのひとりもいない。

　──誰だれかが言ってた。ここ空は墓場だって。

　空をゆくのは葬そう列れつで、そこには見送る者と見送られる者がいる。

　蒼真は見送られる側ではなく、見送る側なのだ。

　見送ってくれる仲間は、もういない。

　小窓から外を覗いてみるが、まだ日の出前の時間だ。基地の形すらもおぼろげで、誘ゆう導どう灯とうの青白い列が見えるだけだった。

　そんな景色を見送っていると、不意に機内のスピーカーから声が響ひびいた。

『離り陸りく完かん了りよう！　当機はこれより龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉まで巡じゆん航こう速度を維い持じ。あ、トイレはないから気合いで我が慢まんしてね！』

　ひどい機内放送に、蒼真はむしろ笑いそうになった。

「気の利いた機内サービスだ」

『あっはは、お客さんを退たい屈くつさせないのも、機長のお仕事だからね！』

　蒼真の皮肉に、シェリルの愉ゆ快かいそうな声が返ってくる。

　まさかこちら側の音声が聞こえると思わなかった蒼真は、面食らった。

『ところで小鳥遊くんは〈ヒリュウ〉の出身かなんか？』

　なんというか、いっときとして黙だまっているのが我慢できないかのような調子だ。

「そういうわけじゃないんだが、あっちの学校に義妹いもうとが通ってる」

　義ぎ妹まいの葉は月づきは今年の春に〈ヒリュウ〉の高等部に進学したのだが、蒼真は入学祝いに鞄を贈おくっただけで会いにも行けないでいた。

　手紙などのやりとりはあるものの、かれこれ三年近くも顔を見ていない。

『妹さんいるんだ。実はね、あたしもあそこの学園出身だったりするんだよ』

「へえ、いいところかい？」

『弱小校だったけどね。あたしには居心地がよかったな。いまの生徒会長があたしの後こう輩はいで、これまた可愛かわいいのよ』

　蒼真は初等部までしか学校に行っていない。中等部に上がるころには、グラムリッターとして戦線に身を置いていたのだ。

　義妹が充じゆう実じつした学園生活を送れているならば、蒼真としてはこれ以上望むこともない。

　しかしそこでシェリルが困ったような声を漏らす。

『でも今回は参ったよ。真夜中にいきなり運送先が変へん更こうになるんだもん』

「変更？」

　不穏な単語に、蒼真は思わず訊きき返した。

『ま、変更って言っても同じ艦の中だけどね。寮りようの空きがなくなったとかそういうの？』

　蒼真は書類を確かめる。どこかで連れん絡らくの行き違いがあったのだろうか？

「こちらの書類じゃあ、変更なんて書いていないようだが……」

『ええっ？　大だい丈じよう夫ぶかなあ。どうしよう。配達ミスで苦情を言われるのはごめんだよ？』

　配達呼ばわりとシェリルの困り果てた声に、蒼真は苦笑する。

「その変更先とやらに運んでもらってかまわないよ。違ったら自分でなんとかする」

　その逆は難しいが、元々の指令書は蒼真の手元にあるのだ。

『そう？　ならそうしてもらえると助かるわあ』

　シェリルはホッとしたような声を漏らして、また明るい声で話しかけてくる。

『でも、君はいまから入学ってわけじゃないよね？　仕事とかもう決まってるの？』

「整備官だ。俺はグラムを振ふり回すより、龍をいじってる方が性に合っているらしい」

　答えながら、ペンダントのプレートを指先で弾はじく。

　シェリルが爆ばく笑しようした。

『君、まだ十五歳でしょ。なにおっさんくさいこと言ってんの？』

「お、おっさん……？」

　自分では天職だと思っていた蒼真は、軽く傷ついた。

『まあ、手に職があるってのはいいことじゃない？　あ、そうだ。グラムリッターに一度訊いてみたいことがあったんだ』

「なんだ？」

『グラムリッターってさ、なんで〝魔ま道どう士し〟って呼ばれてるの？』

　蒼真は目を丸くした。

「学校では、そういうことは習わないのか？」

『いやー、教えてもらったかもしれないけど、興味なかったから覚えてないんだよね。ほら、結局あたしグラムリッターにもならなかったわけだし？　でも本職が目の前にいるんだから訊いてみたいなーって』

　ああ、と蒼真は納得して、翠の光の込められたペンダントを眺ながめる。

　翠の光は細かな文字の集まりのようでもあり、それ自体がなにかの紋もん様よう──たとえば、物語にある龍のようにも見える。

　これは龍と呼ばれる〝回路〟だ。

「大昔は、魔道士とは別に〝カガクシャ〟という人々がいたんだ。彼らの目的は知識や技術を誰でも使えるようにすることだったらしい」

　蒼真が新米のグラムリッターだったころ、面めん倒どう見みのいい上官が話してくれた。その人は他にも古い時代の写真なども見せてくれて、ずいぶんお世話になった。

　杖つえを振って雷かみなりを落とし、箒ほうきに乗って空を飛ぶ、そんな魔ま法ほう使つかいの話も聞かせてくれた。

「当時〝魔法〟っていうのは限られた一部の人間だけが使える力だったんだ。普ふ通つうの人間には〝魔力〟って力は見えも触さわれもしないからな」

　魔力という力は人の体にも、土や水の中にも、大気中にも含ふくまれている。体力と同じで休めば回復するし、体の外から取り入れることもできる。

　ただ、それは蒼真たちにも見えないし、感じることもできない。

「そのカガクシャって人々は、この魔力って力を〝龍〟という装置で集め、操れるようにしたんだ。中でもグラムは雷を放ち、力場の盾たてを張り、空を翔かける。魔力を操り、古いにしえの魔法使いに限りなく近い存在だ。だから、グラムリッターは魔道士なんだってさ」

　つまるところ、龍というのは魔力の集積装置なのだ。

　これをたくさん載のせた機械ほど、力が強い。この輸送機でも、数ダースという単位で搭とう載さいされているはずだ。中でも、グラムにはひときわ強力な〝龍〟が搭載されている。

『あれ？　でもそれならグラムリッターは本来、カガクシャだってことにならない？　その前に魔道士って呼ばれてた人たちはどうなったの？』

「……いまでも、存在してるよ。とても有名な方々だ」

　蒼真が答えられるのは、それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　そんなことを話していると、不意にシェリルが明るい声を上げる。

『お、見えてきたよ。龍甲艦〈ヒリュウ〉だ』

　小窓を覗くと空はうっすらと白み、一面の雲に波のような影かげを浮うかべていた。朝あさ陽ひに照らされ、黄金こがね色いろに輝かがやく雲の隙すき間まからは、ごつごつとした岩に覆われた大地が覗いている。

　このあたりもかつてはたくさんの人々が住まう都市が存在したという話だが、輸送機が飛行する地上八〇〇〇メートルの高高度からその残ざん滓しを見つけることは難しい。

　そんな雲の上、輸送機の前方に弾だん丸がんのような形をした大きな飛行物が見えた。

　船だ。

　雲海という海を渡わたる巨きよ大だいな軍艦だった。

「龍甲艦、か」

　龍の登場により、人々は鉄に命を吹ふき込み、使役する力を手に入れた。

　この龍甲艦は、そんな龍が生み出した作品の中でも最大の建造物だと言えるだろう。

　遠目にも、広大な甲かん板ぱんにいくつもの家々が塔とうのように聳そびえ立っているのがわかる。中でも敷しき地ちの一割近くを占しめる広場が、龍甲艦の名を冠かんした学園ヒリュウらしい。

　学園面積が二・五平方キロメートルということを考えると、龍甲艦の全長は一六〇〇〇メートルほどになるだろうか。

　この艦そのものが、十万人以上の住人を擁ようする都市でもあるのだ。

　まだ手の平よりも小さく見えるその艦に着陸するため、輸送機も減速を始める。

『シェリルの運送は楽しんでもらえたかしら？』

　そう言われて腕うで時ど計けいを見てみると、朝の七時を迎むかえようとしていた。離陸してから一時間以上経たっていることになる。

　──もしかして、俺が退屈しないようにおしゃべりをしてくれてたのか？

　あるいは、陰いん鬱うつな表情をしていたという蒼真を励はげまそうとしていたのかもしれない。

「ありがとう。楽しかったよ」

　蒼真が素直にそう返したときだった。




　小窓の向こうで光が弾け、機体が大きく揺ゆさぶられた。




　　　　◇




『着陸中止！　小鳥遊くん、どこかに摑つかまって！』

　シェリルの切せつ迫ぱくした声が響く。

「なにがあった？」

　問いかけながらも、その答えは半ば予想できていた。




『ファフニールよ！』




　龍は鉄に命を吹き込み、人類に大いなる発展をもたらした。

　反面、その力は災さい厄やくも生み出した。

　輸送機の後方を見れば、ひとつの黒い点が近づいてきている。まだ細部など視認できない距きよ離りにありながら、蒼真はその姿を知っていた。

　この輸送機や龍甲艦と同じく鋼鉄の体を持ち、機械の翼で空を羽ばたき、粒りゆう子し線せんの吐と息いきを放つ怪かい物ぶつだ。その姿が伝説に語られる竜に酷こく似じしていることから、ファフニールと呼ばれている。

　──なんでこんな高度にファフニールが？

　ファフニールは本来、もっと地表に近い空に現れるはずだった。

「振り切れるか？」

『龍甲艦までは保たせる！』

　もう一度外を確かめると、右う翼よくのエンジンのひとつから煙けむりが吹き出していた。

　──さっき、被ひ弾だんしたのか。

　着陸のために減速した瞬しゆん間かんという、タイミングも悪かった。

　シェリルの腕がどれほど優れていたとしても、このまま行けば〈ヒリュウ〉にたどり着く前にファフニールに追いつかれるだろう。

　蒼真は機内の壁かべを見み遣やる。

　向かう壁の隅すみに、警告の文字と共にEMERGENCY緊急時と刻印されたロッカーがあった。ベルトを外して席を立つと迷わずそのロッカーを開ける。中には狙そ撃げき銃じゆうが二挺ちようとパラシュートが収められていた。

　ずっしりとした銃は龍りゆうこそ搭載されているようだが、弾丸に魔力を込められるだけのずいぶんな旧式だとわかる。

　──一撃で墜おとされなかったところを見ると、敵はせいぜいサージェント級だ。

　ファフニールの中ではもっとも下位の個体だ。

　背はい囊のうと銃を手に取ると、操縦席のシェリルのもとに向かう。揺れる機内の中で真まっ直すぐ進むことは難しく、ほんの数メートルの距離をゆくのに何度も荷物や壁にぶつかった。

「シェリル」

　扉とびらを開けると、操縦席の窓ガラスがひび割れていた。幸い、シェリルに怪け我がはなさそうだが、最初の一撃が致ち命めい的てきだったことがうかがえる。

「小鳥遊くん？　危険だから座ってて！」

　必死な声を上げるシェリルに、蒼真は首から龍のペンダントを外して差し出す。

　──ここでこいつを失うわけにはいかない。

「これを頼たのむ。なにかあったときは〈ヒリュウ〉のグラムリッターに納品してくれ」

　言いながら、パラシュートの背囊を背負う。

　本当は〝あれ〟を自分の手で操れればとも思う。だがそれはもう敵かなわないのだ。ならば次の誰だれかへとこれを届けなければならない。

「ちょっと小鳥遊くん、預かれって、なにをするつもり？」

「貨物扉を開けてくれ。この機が〈ヒリュウ〉にたどり着くまで、少し時間を稼かせぐ」

「はあっ？　グラムもないのに無茶よ！」

「一頭だけなら、なんとかなるもんだよ」

　少し迷う素そ振ぶりは見せたものの、シェリルは龍のペンダントを受け取る。彼女にもわかっているのだ。この傷ついた輸送機では、ファフニールの追つい撃げきからは逃のがれられない。

　シェリルが操縦席のレバーのひとつを引くと、機内がガコンと小さく揺れて輸送機の後こう尾びが開き始めた。雲が多く、地表は見えない。

「ありがとう、シェリル」

　礼を返して蒼真が貨物扉の前に戻もどると、再び機内のスピーカーからシェリルの声が響ひびく。

『うちは荷物を傷つけたことがないのが自じ慢まんなんだから、ちゃんと戻ってきなさいよ？』

「そのわりには、さっき俺のカップを割ってくれたみたいだが……」

『……あは』

　乾かわいた笑い声が返ってきた。

「残りの荷物は、無事に届けてくれよ？」

『任せて！』

　その返事を受け取って、貨物扉から空の前に立つ。腰こしの後ろに差した銃に手を乗せ。

　──空は墓場だ。俺は、いつだって見送る側なんだ。

　もう、戦えないと思った。しかし、蒼真にはまだここでできることがある。

「だから、愉ゆ快かいな機内サービスの代金分くらいは、働かないとな」

　軽い皮肉をこぼすと、蒼真は大きく息を吸って輸送機を飛び降りた。

　高度八〇〇〇メートルからのダイブだ。空気は薄うすく、下手に呼吸をすれば逆に高山病に陥おちいる。皮ひ膚ふを削そぐような冷たい風は、腰のベルトから銃をもぎ取らんばかりに強きよう烈れつだ。

　自由落下する蒼真とファフニールの距離は見る見る詰つまっていく。

　じきに、ファフニールの吐息の第二射が放たれるだろう。それまでに全ての準備を整えなければならない。

　両腕を広げてうつぶせに落下する蒼真は、背囊から飛び出すロープを引く。合成繊せん維いの落らつ下か傘さんが広がり、背中から空に持ち上げられるような感覚と共に落下が収まった。

　すぐさま腰の後ろから狙撃銃を取り出し、弾丸を装そう塡てんする。銃にファフニールを撃げき墜ついする性能はない。せいぜい救助が来るまで牽けん制せいし、逃にげ延びるための道具なのだ。

　そのちんけな火力でファフニールから輸送機を守るなら、できることは限られてくる。

　ファフニールの姿を探すと、かなり大きくなった黒い影を見つけることができた。彼ひ我がの距離は一〇〇〇メートルほどか。あと数秒のうちに蒼真と物理接せつ触しよくするだろう距離だった。

　──ひどい安定の悪さだな……。

　自分の足で体を支えられない場所で、まともに銃が固定できるはずもない。

　それでも、肺の中に溜たまった空気を吐はき出し、止める。

　顎あごを引き、狙ねらいを定め、引き金にかけた指を絞しぼるように締しめていく。

　──ここだ！

　鈍にぶい衝しよう撃げきと共に放たれた弾丸は、吸い込まれるようにファフニールの胴どうへと命中した。

　命中を確認して、蒼真は逆に目を丸くする。

　軽く注意を引ければいい程度の気持ちで撃うったのだ。まさか命中するとは思わなかった。

　ファフニールは捻ねじれた角と斧おののような太く鋭するどい牙きばを持つ頭部を、蒼真へと向ける。

「いい子だ。こっちを向いたな」

　これで、ファフニールは輸送機ではなく蒼真に向かってくる。

　下位の個体とはいえ、ファフニールの翼つばさは速い。

　次の弾丸を装塡するまでの間に、凶きよう悪あくな顔がん貌ぼうが視認できるほどの距離まで接近される。

　ファフニールの顎からは、粒子を帯びた電光が噴ふきこぼれていた。

　吐息の第二射だ。

　だが蒼真は狼狽うろたえることなく、冷静に狙いを定めていた。

　ドウッと、詰まった炸さく裂れつ音おんが響いて白熱化した弾丸が放たれる。

　二度目に放たれた弾丸は、ファフニールの口内へと消えていった。

　荷電粒子の集束する顎へと。

　直後、大気を震ふるわす爆ばく音おんを響かせ、ファフニールの頭部が爆はぜ飛んだ。

　蒼真の弾丸は、ファフニールの吐息を暴発させたのだ。非力な銃じゆう器きも、ファフニールの火力に助けてもらえばその頭を吹き飛ばすくらいのことはできる。

　機械仕じ掛かけの竜は、頭部を失ってフラフラと落下していった。

　──仕留めた。

　蒼真がほっと息を吐いた瞬間だった。




　雲の中から、鋼鉄の牙を剝むいた竜の顎が新たに現れた。




　──二頭いたのかっ？

　仲間を撃墜されたファフニールは、迷わず蒼真に狙いを定めて突とつ進しんしてくる。

　銃に次弾を装塡するが、初動が遅おくれた蒼真に狙いを定める余よ裕ゆうはなかった。

　引き金を絞る。

　反射的に放った弾丸は、奇き跡せき的てきにファフニールの頭部装そう甲こうを捉とらえた。

　鉄の破片を撒まき散らし、蒼真に迫せまる顎の向きが変わるが、しかし破は壊かいには至らなかった。

　悲鳴のような奇き声せいを上げながらも突つき進む巨きよ体たいが、蒼真のすぐ目の前を通過する。

「ぐっ──」

　その鋼鉄の翼の一いつ端たんが、銃の先せん端たんを掠かすめたらしい。銃身が爆ぜ割れ、金属の破片を空に撒き散らしていた。

　そして接触するほどファフニールの接近を許した代だい償しようは、それだけに留とどまらない。

　ビイッと嫌いやな音を立て、落下傘に大きな破れ目が走る。ファフニールが起こした風圧に耐たえきれなかったのだ。

「やっぱり、空は墓場だ」

　破れ目は見る見る広がり、その機能を失わせていく。

　そして一度はやり過ごしたファフニールも、蒼真が健在であることに気付くとすぐに旋せん回かいして急降下を始める。

　一方、落下傘を破られた蒼真は錐きり揉もみ状に旋回しながら落下を始めていた。

　蒼真は銃を捨てると体に結んだベルトを解ほどき、背囊ごと落下傘を放ほう棄きする。

　風に乗って浮うかぶ落下傘はファフニールの顔面に直撃し、その視界を奪うばった。

　だが、蒼真にできることはもうなにも残っていなかった。

　銃を失い、パラシュートまで捨ててしまった彼は、数十秒の自由落下の末、大地に叩たたきつけられるだけだ。

　なんとか身を捩よじり、錐揉み回転を止めてうつぶせの落下姿勢を取とり戻す。

　チラリと龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉の方向に目を向けると、シェリルの輸送機が龍甲艦の影かげと重なるところだった。

　どうやら、彼女は無事に逃げられたようだ。

　──やれるだけのことは、やった。

　ただ、約束を守れなかったことが申し訳ない。

　そんな蒼真の顔は、むしろ安らかなものだった。

　まるでひどく重たい積み荷をようやく下ろせたかのように。




　──駄だ目め！　墜ちないで──




　閉じかけたまぶたを、蒼真はもう一度開いた。

　──なんだ、いまの声は？

　蒼真は通信機など身につけていない。

　空を吹ふき抜ぬける風は強く、触ふれ合うほど近づかなければ声など届こうはずもない。

　そう思ったとき、〈ヒリュウ〉の方向で、なにかが光ったような気がした。




　墓場のような空を斬きり裂さくように、白銀の翼が駆かけ抜けた。




　そして、蒼真の腕うでを柔やわらかな手が摑つかむ。

「〈アカツキ〉……？」

　まず目の前に飛び込んだのは、肩かたの装甲に刻まれた〝暁アカツキ〟の一文字。

　それから柔らかく広がる見事な黒くろ髪かみ。瞳ひとみは心を見み透すかすような透き通った瑠る璃りの色だ。

　その姿に、蒼真は思わず目を奪われた。

　──綺き麗れいだ。

　それは美しい少女だった。

　歳としのころは蒼真と同じくらいか。銀の剣けんと共に現れた少女が、蒼真の手を握にぎっていた。

　右手には少女の身の丈たけほどもある大きな剣が握られている。機械仕掛けの剣。翼のように見えたのは、円形の柄つかから飛び出した放熱板らしき三枚翼だ。魔ま力りよくの吸気と排はい熱ねつを行うための機関だ。少女を含ふくめて全ての装備がこの剣の付属品であるかのようでさえある。

　──〈ヒリュウ〉の、グラムリッターか？

　再び悲鳴のような奇声が響く。

　ハッとして目を向ければ、ようやく落下傘を振ふり払はらったファフニールが怒いかりの声を上げていた。

　そして少女と宙づりの蒼真に向かって大きく口を開き、その顎に破壊の電光を灯ともらせる。

「吐と息いきが来るぞ！」

「わかってます」

　唸うなるような風の中、その声は不思議なほど静かに響いた。

　少女は、翼のような剣を真まっ直すぐファフニールへと向ける。

　その刀身が左右に割れ、中心から浅あさ紫むらさきの電光が[image: ]ほとばしり、放熱板が呼吸をするように広がっていく。

「銃機剣か？」

　近接武器の大剣に、荷電粒りゆう子し砲ほうを仕込んだ近きん中ちゆう距きよ離り兵器だ。グラムの中でもかなり扱あつかいの難しい部類のもののはずだ。
















　しかし必殺の一いち撃げきを解き放つのは、ファフニールの方がわずかに早かった。

　鋼鉄の顎から粒子線の吐息が吐き出される。

「〈アカツキ〉──銃火シユート」

　竜りゆうの姿をした暴ぼう威いを前に、場ば違ちがいなほど凜りんと澄すんだ声だった。

　そして、少女の剣から第四物質プラズマで紡つむがれた弾丸が放たれる。

　濁だく流りゆうのようなファフニールの吐息の前には、あまりに小さく非力な弾丸。

　だが、その弾丸が──




　粒子線の吐息を、流星のように引き裂いた。




　ファフニールはその瞬しゆん間かんを認識できただろうか。

　少女の弾丸は吸い込まれるようにファフニールの頭部を直撃した。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　直後、ファフニールの装甲がどろりと溶とけ、胴まで吞のみ込むほどの大穴が穿うがたれる。

　ただの一撃で、ファフニールはその鋼はがねの巨体を四散させていた。

　剣の名は機き巧こう龍りゆうグラム。

　伝説の中で、魔竜ファフニールを屠ほふった剣の名だ。

　ファフニールを屠ったグラムは蒸気を噴いて放熱すると、再び剣の形に戻もどる。

　そして、少女はようやく蒼真の顔を見た。

　空と同じ色をした瞳には、歓かん喜きとも郷きよう愁しゆうとも取れる不可思議な光が浮かんでいた。




「やっと、会えた」




　それは、風に舞まう花弁のような微笑ほほえみだった。

　蒼真は首を傾かしげた。

「どこかで、会ったことがあったか？」

　少女は首を横に振り、代わりにこう答えた。

「御み国くにコノハといいます」

　暁あかつきの空に浮かぶ白いグラムの少女。蒼真は、その姿に見み惚とれていたのかもしれない。

　空は墓場だ。

　そんな空で、小鳥遊蒼真は御国コノハと出会った。








第二章　飛ひ龍りゆうの少女たち






　──それが、どうしてこうなった……。

　ヒリュウ学園の教室にて、蒼そう真まは頭を抱かかえていた。

「指導官が初めてグラムを操ったのは何歳のときなんですか？」「どうしてうちの学校を選んだんですか？」「先生はどんな娘こが好みですか？」

　周囲には花もつぼみの少女たち。

　先ほど蒼真が放った気取ったセリフのせいで、少女たちの純じゆん粋すいな瞳は羨せん望ぼうと期待の色で満ちている。

　もう、後には退ひけない。

　蒼真を救助してくれたグラムリッターの少女──御み国くにコノハが着陸したのは、この学園のグランドだったのだ。そこで待っていたのが生徒会長らしい少女で、学園を案内すると言ってこの教室へ連れてこられて、このありさまだった。

　運送屋の業者が若い女性だというだけで狼狽うろたえてしまう蒼真には、完全に異世界だ。

　状じよう況きようについていけなくなったのも無理はないだろう。

　気を落ち着けるように胸元に手をやって、そこに龍のペンダントがないことを思い出す。

　シェリルに預けて、そのままなのだ。他の荷物といっしょに寮りようへと届けられているといいのだが……。

　──よく考えたら、その寮も変へん更こうになったって言ってなかったか？

　異動関連の書類もない。

　もはやどこにいるのが正しいのかもわからない迷子だ。

　そんな蒼真がまともに話しかけられる相手となると、隣となりの生徒会長の少女くらいだろう。

「おい、君、ええっと……」

　教きよう卓たくで硬こう直ちよくしながらも、蒼真は少女に小声で問いかける。

　少女は愛らしく小首を傾げてから思い出したように頷うなずいた。

「そういえば名乗ってなかった？　アタシは生徒会長の天あま川かわ鈴すず音ねよ。鈴音って呼んでね」

　その名前を聞いて、蒼真は首を傾げた。

　──天川って、どこかで聞き覚えのある名前だな。

　だが、聞きたかったのはそういうことではないのだ。

　鈴音はもう一度首を傾げるが、パンパンと手を叩く。

「あ、そうそう。もうひとり紹しよう介かいする子がいるんだった──入ってきて、コノハ！」

「え──」

　蒼真が目を見開くと、教室の扉とびらが開かれる。

　そこには、学園のそれとは少し違ちがう制服に身を包んだ少女。先ほど蒼真を救ってくれた少女──御国コノハだった。

「ちょっと時期はずれだけど、転入生の御国コノハちゃん。みんな、仲良くしてね！」

「転入生……？」

　──正規のグラムリッターではないのか？

　〈ヒリュウ〉から真っ先に救きゆう援えんに来てくれたのが、コノハだった。

　この学園のグランドに着地したこともあって、てっきりここの生徒か軍から派は遣けんされたグラムリッターかと思ったのだが、転入生とはどういうことだろうか。

　しかもいま紹介しているということは、今日初めてここに来たということになる。それが貴重なグラムを独断で操り、ファフニールを一撃で仕留めたというのか？

　しかし困こん惑わくしているのは蒼真ひとりで、他の生徒たちはまるで気に留めていないようだ。

　というより、蒼真の方が好こう奇きの対象として大きすぎるのだろう。

「御国コノハです。よろしくお願いします」

　コノハは静かに腰こしを折って挨あい拶さつをするが、ほとんどの生徒は聞いてもいないようだった。

　まだいきなり指導官に任命された自分の状況も把は握あくしきれてはいないし、高等部の常識にも詳くわしくはない。だが、こういう場合は転入生の方を先に紹介するべきではないか？

　蒼真の懸け念ねん通り、コノハは転入生という目立つ立場であるにも拘かかわらず、ほとんど誰だれからも関心を抱いだかれていない。

　コノハの方に目を向けると、瑠璃の瞳が蒼真を見つめ返していた。

「あの、君──えっ？」

　蒼真が声をかけようとすると、コノハは目眩めまいでも起こしたように倒たおれかかってきた。教室の生徒たちもこれには息を吞む。慌あわてて抱き止めようとすると少女はそこで踏ふみ堪こたえた。

　やわらかな黒髪が頰ほおを撫なでて、心臓が大きく鳴る。

　そして、耳元で囁ささやくようにこう呟つぶやいた。

（いまは、なにも言わないで）

「──っ？」

　蒼真が硬直している間に、コノハは離はなれる。

「すみません。少し、緊きん張ちようしてしまって」

　そう言って頭を下げると、少女は与あたえられた席に向かっていく。周囲の生徒たちも、困惑の表情でそれを見送る。

　──いまのは、どういう意味だ？

　蒼真がその背中を見送っていると、鈴音がもう一度パンパンと手を叩たたく。

「はい。小鳥遊たかなしせんせぇにはまだまだあちこち回ってもらわないといけないから、今回はここまでだよ」

　生徒会長の言葉に、蒼真はほっと胸を撫で下ろした。

　反面、生徒たちはいまのコノハの行動を忘れたように悲鳴を上げる。

「そんなあ」「まだなにも聞けてないじゃないですか！」「先生はどこの担任になられるんですか？」「生徒会長ばっかりずるい！」

　鈴音はそんな声に、まあまあとなだめるように両手を振ふる。

「小鳥遊せんせぇには、学園選せん抜ばつ小隊の顧こ問もんになってもらうの。みんな対たい抗こう試合は気合い入れてがんばりなさい。勝てばせんせぇが直接指導してくれるんだからね！」

「すごいや生徒会長！」「よくやった！」「今年こそ目指せ一回戦突とつ破ぱ！」

　不満の声は瞬時に歓かん声せいに変わった。

「さあさあ、次のクラスに行ってみよー」

　感心したのも束つかの間、鈴音は蒼真の背中をぐいぐいと押して教室から追い出してしまう。

　押されながら、蒼真は自分の席についたコノハの姿を追う。

　──礼を、言いそびれたな。

　ファフニールから救助してもらった礼を、まだ蒼真は言っていない。

　ただ、与えられた席についた少女に、空で見た笑顔は見つけることができなかった。

　まるで人形のように、微び動どうだにせずテーブルの一点を見つめて。

「あっ──」

　そんなコノハを目で追っていて、蒼真は別の少女の視線に気付いた。

　どこかむくれたように頰を膨ふくらませる少女は、紛まぎれもなく──




　　　　◇




　結局、指導官など手て違ちがいであることも、自分の荷物がどこに届けられたのかも問いかけられないまま、昼を迎むかえていた。午前中は、鈴音に引っ張られて学園中を案内されてしまったのだ。

　半ば放心状態のまま、蒼真が次に放り込まれたのは教員室だった。

　そこまで案内してくれた鈴音はというと、なにか用事があるらしく帰ってしまった。

　ようやくまともに話せる程度には免めん疫えきができた少女が去ってしまったことで、蒼真は再び追いつめられた気分になる。

　というのも、女子校というだけあって、教員室の指導官たちもみんな女性なのだ。

　入り口で蒼真が立ち尽つくしていると、すぐに指導官のひとりが声をかけてくれた。

「ようこそ。新任の小鳥遊蒼真くんね？　私は実習主任の火か来くのどかよ」

　まだ若い指導官だった。シェリルよりは年上だろうが、まだ二十代だろう。もちろんというか、女性だ。優しげな名前とは裏腹に、鋭するどい目つきをしていた。

　火来に続いて、他にも十人ほどの指導官たちも集まってくる。やはり若い女性が多く、年長者でも三十代といったところだ。

　……ただ、生徒たちとは異なり、その視線はあまり友好的には見えなかった。

　そんな他の指導官たちの視線を気にも留めず、火来は優しげに語りかける。

「一年生は私と、ここにいる先生方で面めん倒どうを見ることになっているわ。三人ごとのチームにわけて個別指導していくのよ。ここにあなたにも加わってもらうつもりよ」

　そう説明されて、先ほど鈴音が〝学園選抜小隊の顧問〟がなんとかと言っていたことを思い出す。

　どうやらこの学園ではグラムリッターの小隊チームごとに指導官がつくものらしい。

　そこで蒼真はハッと我に返る。

　教員室に生徒の姿はない。

　手違いだと話すなら、ここしかないだろう。

「あの、聞いてください。どうやら手違いがあったようで、自分は──」

「──ええ、聞いているから大だい丈じよう夫ぶよ」

　蒼真の言葉を遮さえぎって、火来指導官は頷く。

　──よかった。それは指導官側が把握してないなんてことはないよな。

　ホッと胸を撫で下ろした蒼真は、次の瞬しゆん間かん凍こおりつくことになる。




「急な配属変更で、準備ができていないことは聞いているわ。最初は研修生として私の補ほ佐さをしてもらうだけだから心配は不要よ」




　蒼真は愕がく然ぜんとした。

　──なにが、どうなってるんだ？

　最初は鈴音の勘かん違ちがいか早とちりだと思っていたのだが、指導官たちまでが蒼真を指導官として受け入れようとしている。

　まるで本当にそんな辞令が下されたかのようだ。

「い、いや、そうじゃなくてっ」

　慌てる蒼真に、火来は全てわかっているというような顔をする。

「私も戦線からこちらへの転属になったグラムリッターだから、あなたの戸と惑まどいも少しは理解できるつもりよ。指導官の予備知識なんてほとんど持ってなかったもの」

　どうやら、この火来も元はグラムリッターだったらしい。

「だから私たちが受け持つのは基本的には実習だけよ。まあ、グラムリッターの指導官は退役魔ま道どう士しから引っ張ってくるのが、いまの軍部の常套手段セオリーらしいわ」

　つまり、蒼真のようなケースも初めてのことではないと言いたいらしい。

　──でも、俺が指導官というのは、あり得ないことなんだ。

　その理由を打ち明ければ、誰もが納得してくれるだろう。だが、まだ蒼真はそれを自分で口にできるほど気持ちの整理がついていなかった。

　そんな蒼真の表情をどう受け取ったのか、火来は気き遣づかうような微び笑しようを浮うかべる。

「もしかして、女子校に男の子のあなたがいてもいいのかって気にしてる？」

　もちろんそれも困っている点のひとつだ。というか、ある意味それが一番の問題だろう。

　なのだが、火来はなんでもなさそうに首を横に振った。

「それは気にしなくていいわ。まあ、もちろん生徒に手を出されては困るけれど、あなたが面倒を見てくれるなら男か女かなんて些さ細さいな問題よ。そうでしょう──」




「最強のグラムリッターのひとり──戦龍バトルシツプ級グラム〈封フ槍ソウ〉の小鳥遊蒼真くん？」




　蒼真の肩かたをポンと叩くと、火来は耳元に顔を寄せてこう言った。

（それとも、こう呼んだ方がいいかしら──バッドルーザー──と）

「──っ！」

　蒼真は身を強こわ張ばらせた。

「どうして、その名前を……」

「戦線から引き抜ぬかれたと言ったでしょう？　二年くらい前に、私は戦場であなたを見ているわ。そして、あなたが退役した本当の理由を知らないグラムリッターはいない」

　そう言われて、蒼真は気付いた。火来はともかく、他の指導官から向けられる視線にこもるのは軽けい侮ぶだ。蒼真が犯した罪を知る者の目だ。

　つまり、火来の言葉は忠告なのだ。同じ退役魔道士としての。

　ひと月前、蒼真が全てを失った事件の記き憶おくが込み上げる。

　彼らが訴うつたえるのは、なぜ蒼真は戦って死ななかったのかという批難だ。

　──でも、俺はもう、戦場に立つことさえできない。

　そんな蒼真の後こう悔かいを断ち切るように、火来は明るい声を上げた。

「──まったく、天川があなたを連れてくると言ったときはたまげたわよ」

「……？　天川って、生徒会長の？　連れてくるって、どういうことですか？」

　火来は肩を竦すくめる。

「さあ？　今朝早くから小鳥遊くんが指導官になるって騒さわいでて、それで私たちも初めてあなたが配属されることを知ったのよ」

　蒼真は眉まゆをひそめた。

　──それって、おかしくないか？

　生徒会長とはいえ、なぜ指導官よりも先にそんな情報を摑つかみ得たのか。

　しかしそんな蒼真の疑問は、次に火来が口にした言葉により粉ふん砕さいされることとなった。




「まあ、午後からは生徒の実習を見てもらうから、気を引き締しめてちょうだい？」




　教室で注目されただけでいっぱいいっぱいだったというのに、少女たちが無防備な姿を晒さらす実習授業になど、蒼真の精神が耐たえられるとは思えなかった。

　昼食に教員用の弁当を支給されたが、まったく味がわからなかった。




　　　　◇




　ヒリュウ学園屋内演習場。

　──広いな。

　演習場に入って、蒼真がまず感じたのはそれだった。

　サッカーコートが優にふたつは収まるだろう場内に、天てん井じようも三階まで吹ふき抜けになっている。壁かべ際ぎわは観客席になっていて、学園対たい抗こう戦とやらもここで行えるのだろうとわかる。

　グラムを用いる場合は、龍による障しよう壁へきで観客席が守られるのだ。

　蒼真が演習場に圧あつ倒とうされている間に、火来が授業の説明をしていた。

「──今回から、小鳥遊指導官に一年の担当として授業を見てもらうことになりました」

　火来がそう告げると、女子生徒たちが歓かん喜きの声を上げる。

　ここに集まった一年生は、総勢三十三人。一いつ般ぱん校に比べれば少ないかもしれないが、グラムリッター候補生としては標準的な人数だろう。

　向けられるのは、羨せん望ぼうと期待の眼まな差ざしだ。

　指導官たちとは違い、彼女たちは蒼真の罪など知る由よしもないのだ。

　未いまだに、自分が指導官に配属されたなどという話は信じがたい。

　だが、状じよう況きよう的てきにそれを受け入れなければ仕方がない場所にいるのだ。ここで無様に泣きわめくのは自分の役目ではない。せめて真しん偽ぎを確かめるまでは指導官らしく振ふる舞まおう。

　……なのだが。

「先生！　生身でファフニールを倒たおしたって本当ですか？」「グラムリッター最年少ホルダーの先生に見てもらえるなんて感激です！」「三〇〇機撃げき墜ついのエースって聞きました！」

　口々に質問を投げかける生徒たちに、蒼真はあっという間に取り囲まれてしまった。

　これからグラムをまとうべき少女たちだ。

　上は運動シャツを身につけているものの、その下は手首まで覆おおう防護服だ。防護服は伸しん縮しゆく性せいの高い繊せん維いで編まれており、少女たちのありのままの体の線を浮き彫ぼりにしている。

　そんな格好の少女たちが、引っ付くように纏まとわり付いているのだ。

　──近い、というか柔やわらかっ？　なんだこのいい香かおりは！

　中には蒼真の腕うでを抱だき寄せる者までいる。

　よほど女性慣れしている男子ならともかく、禁きん欲よく的てきな三年間の軍生活明けの蒼真には刺し激げきが強すぎる。早くもまともにしゃべれないほど狼狽うろたえていた。

　色めく生徒たちに、火来が声を張り上げる。

「貴様ら、授業中だということを忘れるな。……そろそろ諸君らもグラムの基本動作に慣れてきたころと思う。本日より模も擬ぎ戦に入ってもらう」

　指導官の声に、生徒たちはそれまでの浮うわついた空気もどこへやら、直ちに整列して姿勢を正していた。

　ようやく解放されて、蒼真はよく訓練されていると感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

　果たしてこれと同じ次元の指導力を要求されたとき、自分は応えられるのだろうか？

「我が校には十一隻せきのグラムが配備されている。これを全校生徒で使い回すことになる。各員、使用したグラムは次の者のために必ず整備すること」

　この仕組みは、軍へと就役しても変わらない。数人の正規員が時間シフトを交代しながら運用するのだ。……中には例外も存在するが。

　しかし、火来の説明に蒼真は眉をひそめた。

　──この規模の艦かんに十一隻……？　ずいぶん少ないな。

　民間艦とはいえ、ファフニールから身を守るためにはグラムが必要だ。この〈ヒリュウ〉は龍りゆう甲こう艦かんの中では中型に分類される。これを守るなら倍の二十隻は必要だろう。

　そう考えて、ふと蒼真は疑問を覚えた。

　──御国のグラムは、この学園の機体か？

　朝の時点では、コノハは手続きこそ終わっていたのだろうが厳密には転入前だったはずだ。学園のグラムを使えるのはおかしい。

　怪け訝げんに思っていると、いつの間にか火来の説明も終わっていた。

「では、ふたりひと組を作れ」

　火来の号令に、少女たちは思い思いの方向に散り、それぞれペアを作っていく。

　そんな中で、蒼真は独り取り残されてしまう少女に目が留まった。

　御国コノハだ。

　転入したてで、しかも蒼真のついでのように紹しよう介かいされてしまった彼女は、誰だれからも声をかけてもらえていなかった。先ほど蒼真に寄りかかったことで、印象もよくないのかもしれない。

　指導官としてなにか声をかけるべきかと、蒼真が口を開いたときだった。

　自分の存在を見せつけるように、赤い防護服をまとう少女がコノハの前に立った。

　左右で細く束ねられた金色の髪かみは腰こし元もとで弧こを描えがき、宝石のような紺こん碧ぺきの瞳ひとみからは自信が満ち溢あふれている。背も高く、人に囲まれてもその存在感を放ち続けるような目立つ容姿だ。




「御国さん、まだグラムに不慣れでしょう。わたくしがエスコートして差し上げますわ」
















　金色の髪を振り払はらい、自身を誇こ示じするように少女は言い放った。

（ハイデマリー・フォルツハイム。現段階では、一年の首席よ）

　火来が小声で教えてくれる。

　コノハの返事も聞かずにその腕を摑むと、少女は蒼真と火来に向き直る。

「指導官。御国さんとはわたくしが組ませていただきますわ」

　そう言って、少女は熱っぽい眼差しを蒼真に向ける。

　あたかも褒ほめてもいいのよというような瞳に、蒼真はなんとか笑い返す。

　──違うんだ。俺は、君たちが期待してるような人間じゃないんだ。

　この少女たちを騙だましているような後ろ暗さと、その事実が露ろ見けんしてしまうことへの恐きよう怖ふに心臓を鷲わし摑づかみにされた気分だった。

「なら頼たのむよ、フォルツハイム」

　蒼真がそう言うと、少女は傷ついたように胸を押さえた。

「指導官、どうぞ気軽に〝マリー〟とお呼びください」

「あ、ああ。わかった。頼むよ、マリー」

　カクカクと蒼真が頷うなずくと、少女──マリーは満足そうに頷く。

「学年首席としては当然のことですわ」

　一方、コノハの方はというと、無感動にそんなマリーを見つめていた。

　こんな近くで顔を合わせるのは、朝の戦せん闘とうに続いて二度目だ。

　改めて見て、やはり綺き麗れいな娘むすめだと思う。

　腰こしまで流れる艶つややかな黒くろ髪かみ。瞳の色は瑠る璃りのような青で、陽ひの光を知らないかのように抜けるような白い肌はだ。形のよい唇くちびるは桃もも色いろで、ため息が漏れそうなほど整った顔がん貌ぼうだ。

　美少女というならマリーも引けを取らない容姿だが、コノハにはどこか儚はかなさが感じられて可か憐れんという言葉がよく似合う。

　──御国は人付き合い苦手そうだからな。

　マリーが面めん倒どうを見てくれるのなら、他の生徒とも打ち解けやすいだろう。

「さあ、御国さん。まずはグラムの起動から始めましょう？」

　そう思ったのだが、コノハはまるで表情を動かすことなくこう言い放った。




「気安く話しかけないで」




　鈴すずを転がすような澄すんだ声だった。

　──……あれ？

　空気が、凍こおりつく。どうやら蒼真の聞き違ちがいというわけではなさそうだ。

　親しげな微び笑しようを浮うかべたまま、マリーも硬こう直ちよくしてしまう。

「……ごめんなさい。なにか、聞き違えたようだわ。なんと言ったのかしら？」

　それでも健けな気げに微笑ほほえみかけるマリーに、コノハはまるで表情を変えず首を横に振った。

「いまのは、間違いよ」

「そ、そうよね。わたくしったら、なにを言っているのかしら。ははは……」

　乾かわいた笑みをこぼすマリーに、コノハは追い打ちをかけるようにこう言った。

「──エスコートは必要ないわ。龍りゆうなら私の方が扱あつかい慣れてるから」

　もはや挑ちよう発はつ以外のなにものでもない言葉だった。

　とても、朝陽と共に可憐な微笑を見せてくれた少女と同一人物とは思えない。

　だが、その微笑を思い出してしまったせいだろうか。

　嫌けん悪お感かんを抱いだく前に、蒼真はふとあることに気付いた。

　──あれ？　でもこれ、御国の方が驚おどろいてないか？

　退役したとはいえ、蒼真も最前線で戦ってきたグラムリッターだ。仲間の動どう揺ようは敏びん感かんに察することができる。

　表面的にはなんの変化もないように見えるが、彼にはコノハの心しん拍ぱく数すうが跳はね上がったのがわかった。よくよく見ると、唇も小さく震ふるえていて、あたかも取り返しのつかない失敗でもしたかのようにも感じられる。

　まるで、自分の口が勝手に意図せぬことを言ったかのようだ。

　しかしながら、そんな微び細さいな変化など他の人間に読み取れようはずもない。ぎこちない動作で金色の髪を払い、マリーは気を落ち着けるように微笑む。

　ただ、その瞳からは親愛の念が消え失うせ、薄うすからぬ怒いかりの色が浮かんでいた。

「そう。それはすごいわね。よかったら、少し実力を見せていただけるかしら？　わたくしがお相手して差し上げますから。よろしいですわね、火来指導官？」

　火来は仕方なさそうにため息を漏らす。

「まあ、いいでしょう。ふたりには、代表して模擬戦をやってもらいましょうか」

　そう言って、火来はマリーに細い鎖くさりに繫つながれたガラス質のプレートを放る。

　ペンダント──それも、プレートの中に翠みどりの光が閉じ込められたもの。蒼真がシェリルに預けた龍と同じ規格のもの──グラムの起動キーだった。

　ただ、キーを渡わたされたのはマリーひとりだった。

「御国さん。あなたは自分のグラムを使ってかまいません」

　このひと言には、マリーも目を見開いた。

「自分のって、どういうことですの？」

「御国は個人的にデストロイヤー級グラムを一隻せき貸たい与よされている」

　蒼真はギョッとして火来に言う。

（いいんですか、そんなことバラして）

（ただでさえグラムの数は足りないのよ。ひとり分でも浮かせられるなら使わないわけにはいかないわ）

（いや、そういうことではなく……）

　蒼真が不安そうに目を向けると、マリーが歯を食いしばってコノハを睨ねめつけていた。

「専用機持ち……なるほど、それはいい気にもなりますわね」

　敵てき愾がい心しんを顕あらわにしているのはマリーだけではない。他の生徒たちも少なからず不満の色を浮かべている。

（こういうことは早いうちに白黒はっきりさせておいた方がいい。どうにもあのふたり、相性が悪いようですし。戦場でケンカをさせるわけにもいかないでしょう？）

　そう言われると、蒼真も強く言い返すことはできなかった。

　──でも、あの〈アカツキ〉は御国の専用機か。

　それならば、転入前からグラムを扱えたことも説明がつく。

「ん？　〈アカツキ〉って確か……」

　その名前を思い返して、蒼真は眉まゆをひそめた。

　朝はとっさに思い出せなかったが、銃じゆう機き剣けんはアカツキ型特有の兵装だ。その試作機である一番龍〈アカツキ〉は出力が不安定で誰も扱えず、封ふう印いん状態にあるという噂うわさがあった。

　ただの噂ではあるが、蒼真も現役時代に〈アカツキ〉の名を見た記き憶おくはない。

　──御国は、どこであんなものを？

　疑問は尽つきなかったが、指導官から許可が下りたことでマリーも満足そうに頷く。

「さあ、御国さん。わたくしよりもグラムの扱いに慣れているのでしょう？　手本を見せてくださいな」

　これには、さすがにコノハも地面を見つめるように俯うつむく。

「……困るわ」

「あら、どうしましたの？　いまごろになって、さっきの言葉を取り消したいとでも？」

　勝ち誇ほこるマリーに、コノハは気の毒なものを見るような目を向けた。




「私は、手加減の仕方なんて知らない」




　マリーの顔から、とうとう笑みが消えた。

　蒼真は美人が怒おこると余計に恐おそろしいものだと初めて知った。

　コノハはそれを冷たい表情で受け止めるが、どこかぼんやりとしたその瞳が実は小刻みに震えているように見えた。たとえるなら、贈おくり物をしてもらったのに、それを取り落として送り主の目の前で踏ふみ潰つぶしてしまったような感じだろうか。

　まさかとは思いつつも、蒼真にはなぜかコノハの反応がそんなふうに感じられた。

　マリーは手に握にぎったペンダントを突つき出すようにして叫さけぶ。

「ハイデマリー・フォルツハイムが命じます。デストロイヤー〈タチカゼ〉起動！」

　ペンダントから翠の粒りゆう子しが溢れ、少女の体を包み込むように広がる。

　格納庫に収容されたグラムの転送が開始されたのだ。

　翠の粒子はマリーの右手へと集まり、巨きよ大だいな質量を形成していく。

　そうして紡つむがれたのは、分厚い刃やいばを持った剣だった。

　柄つかには宝玉のような球体が嵌はまっていて、それがまるで生物の心臓のように脈動している。グラムの核かくである龍だ。龍が明めい滅めつするたびに刀身に翠の光が流れていく。

　剣と共に腰や手足を守る外骨格も形成されるが、そちらは剣に比べてずいぶん簡素なものだった。滑かつ空くう用の推進器バーニヤが飛び出しているものの、装そう甲こう部分は身体からだよりもそちらを守るためのものでしかない。

　あれらの外骨格は、身を守るための防具ではないのだ。

「ハイデマリー、鱗界が薄い。もっと強く張れ」

　火来の声に、マリーは目を閉じて呼吸を整える。

　結けつ晶しようのように透すき通った六角形の光が集まり、それが体をなぞるような膜まく状じように広がる。

　鱗りん界かい──かつては魔ま道どう士しが結界、あるいは障しよう壁へきと呼んでいた力場の盾たてだ。

　その高度は鋼鉄を遥はるかに凌しのぎ、自在に形状を変えることができる。外骨格はその鱗界を発生させる装置であり、その範はん囲いを体に沿うように絞しぼり込むための繫ぎ目なのだ。

　ちなみに龍りゆう甲こう艦かん自体も恒こう常じよう的てきに鱗界を展開しており、外敵だけでなく寒さや気圧からも艦かんを守っている。それを維い持じしているのは、実はそこで生活する住民ひとりひとりだった。数千から数十万に及およぶ人口から、ほんの少しずつ魔力を借りて起動しているのだ。

　そんな装備の総重量は、優に一〇〇キログラムを超こえる。

　明らかに少女が身につけるには重すぎる装備だというのに、マリーはよろめきもせずに剣を真まっ直すぐ構えた。

　いや、構えるというより剣の方が勝手に浮かんだようにさえ見えた。

　──とりあえず、グラムとの同調は完かん璧ぺきみたいだな。

　グラムリッターは、物語にある騎き士しのようにあの剣を振ふり回すわけではない。剣を握るのは繊せん細さいな操作を行うための手段であり、腕わん力りよくに頼たよるためではない。

　剣の形をした龍を操り、戦わせる者をグラムリッターと呼ぶのだ。

　切っ先を向けられて、コノハは仕方なさそうに襟えり首くびから龍のキーを取り出す。

「コード認証──御国コノハが願います。デストロイヤー〈アカツキ〉起動」

　コノハの手からも翠の光が広がる。

　菫すみれ色いろの外骨格は、今朝に蒼真が見たものと同じ姿だった。

　銃の機構を持った機械剣。三枚の放熱板に嵌まるレンズが呼吸をするように明滅する。

　ただ、その刃はマリーの剣に比べてひと回り小さく、銃としての機能を持つがゆえに扱いも難しい。それを十全に操られるのでなければ、この勝負はコノハの方が不利だろう。

「それでは、始め！」

　火来の声でまず飛び出したのは、マリーだった。

「消えなさいっ、この根暗！」

　怒りの声を上げて、マリーの腰よう部ぶ推進器バーニヤが炎ほのおを噴ふく。

　大剣を振りかぶり、十歩は離はなれていたはずのコノハの間合いまで一歩で踏み込む。

　コノハは臆おくすことなくそれを正面から斬きり結んで受ける。

　──さすがに実戦経験者だけあって、グラムにも慣れてるみたいだな。

　マリーが使う〈タチカゼ〉は大剣だ。銃のような機構は備わってなく、近接戦に特化した機体で、その一いち撃げきはグラムリッターの鱗界すら容よう赦しやなく粉ふん砕さいする。

　コノハの銃機剣は近きん中ちゆう距きよ離り戦せん型。〈タチカゼ〉と斬り結べば普ふ通つうは競せり負ける。

「よく止めましたわね。でも、それだけじゃ無意味ですわ。〈タチカゼ〉──加速ブースト！」

　マリーが力を込めると、大剣の背から炎のように粒子が噴き出す。

　斬撃を加速させる推進器バーニヤだ。

「っ──」

　コノハは歯を食いしばると、退ひくどころかさらに前に踏み込む。

　──上手うまいな。

　鍔つば元もとを押さえれば、いかに推進器バーニヤに後押しされる大剣とて威い力りよくが半減する。

　体ごとグラムがぶつかり、ふたりは互たがいの剣を弾はじかれて大きく仰のけ反ぞった。

「すごい。あの転入生、マリーと互ご角かくよ！」

　生徒たちは驚きよう愕がくの声を上げる。

　見かけによらず、強引な戦い方だった。

「やるわね！」

　マリーはすぐに姿勢を立て直して大剣を下げ、地面から掬すくい上げるような斬ざん撃げきを放つ。

　身の丈たけよりも大きな剣を、まるで短剣のような軽さで向きを変えられる。たかが候補生の一年生とは思えぬ剣捌さばきだった。

　これにはコノハもわずかに目を見開く。

　銃機剣で受けても間に合わないと判断し、脚きやく部ぶ外骨格の推力を噴ふん射しやして宙に逃のがれる。

　大剣から逃れると同時に腰こしを捻ひねり、逆に華か麗れいな回し蹴げりを放ち返す。

「甘いわ！」

　その蹴りは読まれていたらしい。

　マリーは大剣から片手を放し、腕うでで蹴りを受け止める。

　グラムの鱗界と鱗界が衝しよう突とつし、空気が軋きしむ。

　だがコノハの攻こう撃げきはまだ終わっていなかった。

　宙から落下するまま右手の銃機剣を突き出し、グラムの重量を乗せた突きを放つ。

「くぅっ」

　マリーはそれを大剣の腹で受け止めるが、その防ぼう御ぎよがコノハに地面で姿勢を立て直す余よ裕ゆうを与あたえてしまう。

　ふたつの刃が押し合い、火花を撒まき散らしながら大剣の腹を銃機剣の切っ先が滑すべる。

　そのときには、コノハはマリーに背中を晒さらして一回転していた。

　遠心力を乗せた強きよう烈れつな一撃。グラムごとへし折るかのような斬撃に、マリーは地面から足を放して大剣に乗るようにして足をかけた。

　ガンッと鼓こ膜まくを痛めるような音とともに、マリーが吹ふき飛ばされる。

　見学の生徒たちが悲鳴を上げるが、なんとマリーはそのままよろめくことなく着地した。

　シンッと、静せい寂じやくが広がる。

　最初に、コノハが暴言を吐はいたときのそれとは異なる、緊きん張ちようを孕はらんだ沈ちん黙もくだ。

　それから、歓かん声せいが上がる。

「なにあの転入生！　普通の動きじゃないわよ」

「でもあれで一撃も受けてないマリーもやっぱりすごいわ！」

　それは蒼真の目から見ても、同じ意見だった。

「マリーは練度レベルの高い生徒ですね」

　思わず呟つぶやく蒼真に、火来も頷うなずく。

「ええ。御国も実戦経験者だとは聞いていますが、あそこまで動けるとは思っていませんでした。よくついて行ったものです」

　コノハの連撃は流れるようで、それでいて多た彩さいだった。正規のグラムリッターでもあそこまで動ける者は少ない。

　ここは、むしろそれを受けきったマリーを褒ほめるべきだろう。さすがは学年首席だ。

　コノハの方も、いまので倒たおせないとは思わなかったのだろう。目を丸くしていた。

　頰ほおに薄うすく汗あせを伝わせながら、マリーは不敵に微笑ほほえむ。

「なるほど。言うだけのことはありますわね」

　もう一度、真っ直ぐ大剣を突き出す。

「でも、その動きはもう見切りましたわ」

　それがただの虚勢ブラフであることは、蒼真の目には明らかだった。

　すでにマリーの顔色は蒼そう白はくで、膝ひざが小刻みに震ふるえている。健けな気げなことに、表情だけでも余裕を取り繕つくろおうとしているのだ。

　地力では、やはりコノハの方が上のようだ。彼女はまだ、今朝のような銃火は使用していない。ファフニールを撃げき墜ついしたときに比べて、いまは動きも悪いように見える。

　それがわからない優等生ではないだろう。

　──そういえば、手加減の仕方がわからないとか言っていたな。

　実戦ばかりで、対人戦での加減がわからないという意味だったのかもしれない。

　……明らかに、言葉を間ま違ちがえたものではあるが。

　対して、マリーはその動きについていくのでやっとだ。

「そろそろ、止めた方がいいんじゃないですか？」

「ですね。もう十分でしょう」

　蒼真が言うと、火来も頷いた。

「そこまでよ！　ふたりとも、素晴らしい試合だったわ」

　火来が声を上げても、マリーは引き下がらなかった。

「冗じよう談だんではありませんわ！　演習とはいえ、決着がつくまではやらせてください！」

　まだ頭に血が上っているらしいマリーの言葉に、コノハが納得したように頷く。

「そういうものなの……」

　コノハの銃じゆう機き剣けんから、ガチャリとなにかが動く音が聞こえた。

　蒼真は、なにか嫌いやな予感がした。

　──いまの、安全装置を外した音か？

　もちろん装そう塡てんされているのは模も擬ぎ弾だんだが、銃火を使うつもりなのだとわかった。

「行きますわよ！」

　マリーが大剣を振り上げ、飛びかかる。

　コノハもそれを真っ向から受け、鱗界を軋ませながらふたつの刃やいばはぶつかった。

　拮きつ抗こうは一いつ瞬しゆんのことで刃と刃は弾かれるが、コノハの剣が中央から左右に展開する。

　刀身の隙すき間まに、浅あさ紫むらさきの電光が灯ともった。

「〈アカツキ〉──銃火シユート」

　ドウッと、周囲に環わのような衝しよう撃げき波はを噴いて弾丸が放たれた。

「──っっっ？」

　マリーは防御したのだろう。

　だが、零ゼロ距離からの砲ほう撃げきにはひとたまりもなく、その手から大剣が弾き飛ばされた。

「まずい！」

　そう口に出したときには、蒼真は駆かけ出していた。

「きゃッ──」

　大剣を弾いた衝撃はそのままマリーの体にも伝わる。一瞬遅おくれて、少女の体が大きな弧ことを描えがいて吹き飛ばされる。

　先んじて飛び出していた蒼真はなんとかマリーの背中に追いつくことができたが、さすがに姿勢が悪かった。

　──止まらない！

　勢いはまるで止まらず、蒼真もろとも演習場の障壁に叩たたきつけられる──瞬間だった。

「とぉっ！」

　どこか場違いな、そんな声と共にふわりと背中を支えられる。

　振り返ると、蒼真の背中を支えてくれる幼い顔立ちの少女の姿があった。

　肩かたにかかる短い髪かみには四つ葉のヘアピン。おっとりとした表情で年ねん齢れいよりも幼く見える容姿だが、翠の防護服に包まれた体の曲線はコノハを凌しのぐものがある。

　蒼真はその顔に見覚えがあった。

　朝、教室を去るときに気付きながらも声をかけられなかった少女だ。




「葉は月づき？」




　それは義妹の名だった。

　名前を呼ばれて、少女──葉月はビシッと二本の指を立てて突つき出す。

「小鳥遊先生、やっと気付いてくれた？」

「いや、気付いてなかったわけじゃ……。それより、よく受け止めてくれたな」

　マリーも目を回しているが、目立った外傷はない。

　葉月は嬉うれしそうに頷くと、周囲を気にしながら小声で囁ささやく。

（おにいちゃんが怖こわい顔で飛び出したから、きっと危ないんだと思って）

　天使のような笑顔に、蒼真も釣つられて笑った。

　思えば、それはここに来て初めて自然に笑えた瞬間だったのかもしれない。

　そんな蒼真と、未いまだに目を回しているマリーを交こう互ごに見つめて、コノハが心底ホッとしたように吐と息いきを漏もらしていた。




　　　　◇




「──んはっ？」

　保健室。

　珍ちん妙みような声を上げて、マリーがベッドから飛び起きた。グラムはすでに解除されていて、赤い防護服の上にシャツという姿だ。

　蒼真は、マリーのベッドの隣となりに葉月と並んで座っていた。

「あ、あれ？　わたくし……？」

「痛むところはないか、マリー？」

　まだ状じよう況きようが把は握あくできていないらしい。蒼真が声をかけると、マリーはハッとしたように自分の体を確かめ始める。

「えっ、指導官？　グラムは……？　あの、あいつは、御国さんは？」

　キョロキョロと周囲を見回して、次第に状況が摑つかめてきたらしい。

　マリーの頭から目に見えて血の気が引いた。

「わたくし、負けたんですの……？」

「ああ、まあ……。とはいっても、あれは少し反則だと思うが」

　〈タチカゼ〉で防いでいてなお吹き飛ばされるなど、模擬弾の威力ではない。

　銃機剣の出力というより、コノハ自身の魔ま力りよくがことさら高いのだろう。マリーとの模擬戦で見せた剣技といい、明らかに学生レベルの力ではなかった。

　蒼真の声が聞こえていないのか、マリーは悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。

「あんなのに負けてたら、いつまでも〝あの人〟に追いつけない……」

「あの人？」

　もう一度蒼真が声をかけると、マリーはようやく我に返ったような顔をする。

「あ、あらやだ、指導官……。わたくしったら、醜しゆう態たいをお見せしてしまって」

「いや。それよりまだ顔色が悪いが、本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

　動どう揺ようも収まってきたのか、マリーは小さく呼吸を整えて首を横に振ふる。

「少し驚おどろいてしまったわけですわ」

　それから、蒼真の隣で心配そうな顔をする葉月に目を向ける。

「柊ひいらぎさんは、どうしてここに？」

　葉月のフルネームは柊葉月──小鳥遊ではない。

　蒼真は葉月の頭にポンと手を乗せる。

「場外に吹き飛ばされた君を救助したのが、葉月なんだ」

「わわっ、お、おにいちゃん、ここ学校」

「あっ、す、すまん」

　無意識に頭を撫なでてしまった蒼真は、慌あわてて手を放した。

「葉月？　おにいちゃん……？」

　怪け訝げんそうな顔をするマリーに、蒼真は仕方なさそうにため息を漏らす。

「いまの、見なかったことにしてくれ。……俺と柊は兄妹きようだいなんだ。義理の、だけどな」

「義理……？」

「ああ。父親同士が親友だったらしいんだけど、……うちの親父おやじは、戦死してて、な」

　蒼真が十歳のころ、グラムリッターだった父が戦死して柊家に引き取られた。

　同い年ではあったが、それ以前からの交流もあった。葉月は蒼真を兄と呼び、懐なついてくれた。きっと彼女なりに、孤こ独どくになった蒼真を励はげまそうとしてくれていたのだろう。

　ほどなくして蒼真はグラムリッターに身を投じたが、兄という呼び名はそのまま定着してしまったのだ。

「そうだったんですの……」

　事情を説明すると、マリーも納得してくれたらしく頷いた。

「うちも、ファフニールのせいで身内に死なれていますもの。事情はお察しします。このことは誰だれにも話しませんわ」

「すまない。助かるよ」

　さすがにいまの蒼真の行動は、軽率だった。

　だが、葉月が隣にいるおかげで、いまこうしてマリーとも普ふ通つうに話せているところもある。マリーは、蒼真が直視するには眩まぶしすぎるくらいの美び貌ぼうなのだから。

　礼を言って蒼真は立ち上がる。

「まだ授業は終わってないが、どうする？」

「当然、もう一度勝負ですわ。あんな隠かくし球があったのには驚きましたけど、わかっていれば次は負けません」

　蒼真はため息をかみ殺して首を横に振る。

「一年生が使えるグラムは三隻せきだけだ。君の順番は明日あしたまで待たないと回ってこない」

「うぐっ、で、でも……」




「それに、自分でもわかってるだろう？　いまの君じゃ、御国には勝てない」




「──っ」

　マリーの顔が強こわ張ばった。

　コノハの剣を受けきったのは見事だったが、コノハはまだマリーに合わせて戦っているところがあった。本気を出されたら、恐おそらく一方的に負けることになるだろう。

「指導官は、わたくしが、あの女に劣おとっていると、そうおっしゃいますの？」

「ああ。御国の方が強い。彼女に挑いどんでも、訓練にはなっても勝負にはならない」

　マリーの顔が、屈くつ辱じよくに染まった。

　それから、ギリッと奥歯を鳴らして立ち上がる。

「それは、指導官が決めることではありませんわ！」

　吐はき捨てるようにそう言うと、マリーは肩を怒いからせて保健室を出ていってしまう。

　ぴしゃんと扉とびらを閉められて、蒼真と葉月は身を竦すくめる。

　葉月が、咎とがめるような目を向けてきた。

「おにいちゃん、いまのは言いすぎだよ。マリーさん、ちょっと泣いてた」

「……そうかもな」

　蒼真の言葉は、軍ならば正しかった。

　力量の過信は、戦場では自分の命だけでなく部隊をも危険にさらす。そんな部下の過信を諫いさめるのも、上官の務めだ。

　──でも、ここは学園なんだ。

　指導官と生徒という距きよ離りは、上官と部下のそれとは異なるらしい。

　そのさじ加減が、蒼真にはまだわからない。

　うら若い少女たちに、どう接すればいいのかもだ。

　──俺なんかに、指導官が務まるわけないだろう……。

　女の子を泣かせたのだという事実は、どこまでも深く蒼真の胸に突き刺ささった。




　　　　◇




　保健室にいる理由がなくなり、廊ろう下かに出ると葉月に脇わき腹ばらを小突かれた。

「それはそうと、おにいちゃん。学校で頭撫でるのはやめてよ」

「すまん。さっきのは俺が悪かった」

　蒼真が平へい伏ふくしても、葉月の怒りは収まる様子がなかった。

「それに、全然わたしのこと気付いてくれないんだもん」

「いや、気付いてたぞ？　ただ、学園の中だから声をかけられなかったというか……」

　慌てて言い繕つくろうと、じとっと睨にらまれた。

　頭から冷たい汗あせを伝わせると、不意に葉月がこらえきれなくなったように噴ふき出した。

「冗じよう談だん。怒ってなんかない。……それより、〈ヒリュウ〉に来るとは聞いてたけど、うちの学園に来るなんて聞いてなかったよ？」

「ええっと、それはだな……」

　果たしていまの状況をどう説明すればいいのだろう。

　言い訳を考えていると、葉月はひとりで納得したように頷うなずく。

「もしかして、三年ぶりに会うからサプライズのつもりだった？」

「そ、その通りだ。どうやら失敗してしまったようだが」

「失敗もなにも、おにいちゃん、ろくに女の子と口利きいたこともないでしょ？　あわあわしてて驚かすどころじゃなかったじゃん」

「うぐっ……」

　蒼真が言葉に詰つまると、葉月は噴き出した。

「でも、嬉しかったよ。テンパってわたしに気付かなかったところも含ふくめて、おにいちゃんらしい」

「葉月も元気そうで、安心したよ」

　そう言って蒼真は葉月の頭を撫でる。

　今度は、周囲に人の姿はない。葉月もくすぐったそうに目を細めた。

「こっちでの生活はどうだ？　上手うまくやれてるか？」

「うん！　ここの学園、勉強してるのにおこづかいもらえるし、困るようなことってあんまりないんだ」

「おこ……？　ああ、そうか。〝出しゆつ撃げき〟もあるから、その手当てか」

　民間の艦かんにはグラムは配備されていても、軍は駐ちゆう在ざいしていない。

　退役魔道士や依い頼らいを受けてグラムを運用する傭よう兵へいのようなフリーの職業魔道士が、グラムリッターとして艦を守っている。

　この〈ヒリュウ〉の場合は、学園がグラムを管理しているためその生徒が戦う。

「そういうこと。一年は大した金額はもらえないけど、成績がよければ支給額も上がるし、学年代表や首席くらいになると正規のグラムリッターと同じくらいもらえるんだよ？」

　正規の魔道士になると、ひと家族を養って有り余るだけの報ほう酬しゆうを支し払はらわれる。軍にはそのためにグラムリッターになったという者も少なくはなかった。

　なるほど、と蒼真が頷くと、葉月もホッとしたような笑みを浮うかべる。

「おにいちゃんも変わってないみたいで、安心した」

　そう言って、銃じゆうを構えるように指を突つき出す。

「全然顔も見せてくれないんだもん。こう、過か酷こくな訓練の中で狂きよう気きに目覚めて心をなくしたマシーンになってたらどうしようかと思ったよ？」

「あいにく、その訓練をする側になったんだがな」

「ぎゃあっ、おにいちゃんの鬼おに軍ぐん曹そう！」

　悲鳴を上げて、葉月は飛びついてくる。

「おにいちゃん、退役したんだよね？　もう戦わなくていいんだよね？」

「お前なあ、その戦う学校に入ったやつのセリフか？」

　戯おどけて笑うと、葉月はしがみつく手にキュッと力を入れた。

「……生身で、ファフニールと戦ったの？」

　今朝の出来事だ。鈴音のせいでその噂うわさは学園中に流れてしまっている。

　もっとも、そのおかげで蒼真は好意的に迎むかえられているのだろうが。

「生徒会長が大げさに言ってるだけだよ。ちょっと銃で応戦したってだけだ」

　噓うそではないが、真実でもない答えを返すと、葉月はようやく納得したらしい。

　蒼真からそっと離はなれた。

「詳くわしいことは、あとでちゃんと話してもらうからね！」

「わかったわかった。そろそろ授業に戻もどれ」

　ぶんぶんと、千切れそうなくらい手を振りながら、葉月は演習場へと戻っていった。

　──葉月。廊下は走っちゃ駄だ目めだろ。

　すぐ目の前に『廊下は走るな』の張り紙があった。

　蒼真も葉月に続こうとして、ふと窓の向こう、校舎の外におかしなものを見つけた。

「御国……？」

　窓の外で、芋いも虫むしのように丸くなってる少女の姿があった。




　　　　◇




「──なにか、おもしろいものでも落ちてるのか？」

　コノハの隣となりにしゃがみ、そう声をかけると少女は空を飛ぶように跳とび上がった。

　側そばに近づいても、コノハは蒼真に気付かなかったのだ。なにを思いふけっているのか、疲つかれたようなため息を漏もらす背中を見て、気を利かせたつもりだったのだが……。

　──そこまで驚おどろくことはないだろうに。

　両手を挙げて立ち上がったコノハは、極めて平静そうな表情をしながら挙動不ふ審しんに視線を泳がせる。

　それから、すぐ側の花か壇だんに目を留める。植え替かえの時期なのか、雑草こそ抜ぬかれているもののめぼしい花も見当たらない。

　濡ぬれ羽ば色いろの髪かみを振ふり払い、凜りんとした声で少女は言った。




「珍めずらしい花が、咲さいていたものですから」




「タンポポくらいしか見当たらないが？」

　──この娘こ、真ま面じ目めな顔でなにを言ってるんだ？

　蒼真が愕がく然ぜんとしていると、コノハはそっと視線を逸そらした。

　その頰ほおにはうっすらと朱しゆが差している。本人も恥はずかしかったのかもしれない。

　そんな少女の仕草がなんだかおかしくて、蒼真は噴き出してしまった。

　──やっぱり、さっき御国はなにかを言い間ま違ちがえたんだ。

　気付いたのは蒼真くらいのものだろうが、どうやらコノハは不器用で人付き合いができない部類の人間のようだ。それがあまりに不器用すぎて傲ごう慢まんのような態度になり、さらに負の連れん鎖さを引き起こしているのだろう。

　表情は変わらなかったが、コノハの肩かたが物もの憂うげな吐と息いきと共に一センチほど下がった。

「まあ、そんなに落ち込むな。マリーも怪け我がはなかった」

　そう声をかけると、コノハは心底意外そうに目を丸くした。

「落ち込んでるように見えますか？」

「見えないな」

　キョトンと、首を傾かしげる。

「ではなぜ？」

「でも、落ち込んでそうだって思ったんだ」

　蒼真から見ても、コノハの表情は読めない。

　それでも、マリーに悪態をついたときはむしろコノハの方が驚いて慌あわてているように感じた。彼女自身、なにかを失敗してしまったのではないかと蒼真は思う。

　失敗したのなら、落ち込むものだろう。

　困こん惑わくしたようにまばたきを繰くり返すコノハに、蒼真は言葉を続ける。

「もしかして、御国は対人訓練は初めてだったんじゃないか？」

　今度こそコノハは目を見開き、パクパクと口を開いた。

　やはり硬かたいものではあるが、いままででもっとも表情らしい表情だった。

「そういうことかと思ったんだが、違ったか？」

　コノハはブンブンと首を横に振る。表情は硬いが、仕草は雄ゆう弁べんのようだ。

　濡れ羽色の髪がカーテンのように広がって綺き麗れいだった。

　それから、信じられないというように口を開く。

「どうして、わかったんですか？」

「なんとなく、他人に思えなくてな」

　一見、毅き然ぜんとした態度を取っているようなコノハだが、実際にはかなり挙動不審だ。

　それは女子だらけの学校に放り込まれてしまったいまの自分と、どこか似ている。

　コノハは小さく俯うつむいて地面を見つめる。

「昔から、よく言われます。なにを考えているのか、わからないと」

　──まあ、表情は読めないな。

　蒼真とて顔を見てコノハの動どう揺ようを感じ取ったわけではない。

　呼吸や脈みやく拍はくの乱れ、状じよう況きようや仕草からなんとなくそう思った程度のもので、コノハに違うと言われれば気のせいですませていただろう。

　──ということは、御国なりに後こう悔かいはしてるわけだよな。

　人を拒きよ絶ぜつしているわけではなく、どう話せばいいかわからないのだ。

　蒼真も軍に着任したばかりのころはそうだった。いまとは正反対に、筋骨隆りゆう々りゆうの兵士たちに囲まれていたのだ。そのときもいまのように狼狽うろたえていた。

　──あのときは、気のいい上官方に面めん倒どう見てもらったんだよな。

　今度は、自分が面倒を見る番が来たのだと思う。

「なんというか、御国はもう少し笑ってみたらいいんじゃないか？　人間、笑っている相手には警けい戒かい心しんを抱いだかないものだ」

　朝、死を待つばかりの蒼真を救ってくれたとき、コノハが浮かべた微笑ほほえみはどこまでも可か憐れんだった。

　コノハは不思議そうに自分の頰を摘つまむ。

「……そうですか。見えませんか」

　……もしかすると、本人はいまも笑っているつもりだったのかもしれない。

「つ、つまり、いろんな表情を見せればいいと！　初めは難しいかもしれないけど、こう、指を使うだけでも結構変わるもんだから」

　指先で自分の口の端はしを吊つり上げると、コノハはようやく気が抜けたような吐息を漏らす。

「指導官は、親切ですね」

　それから、不思議そうに首を傾げる。

「初めての授業で悪態をついた私に、どうしてそんなに親切にしてくれるんですか？」

　そう言われると、蒼真もとっさに答えることができなかった。

　──下心……に、なるんだろうか？

　朝の出来事もある。

　顔と名前も一いつ致ちしない他の生徒に比べて、気になっているのは事実だ。今日まで異性とまともに話す機会すら稀まれだったというのに、いまは自分から話そうとしているのだから。

　だが、それは仕方のないことではあった。本当なら、彼らは指導官と生徒ではなく、同じ生徒として隣に並んでいるはずの年ねん齢れいなのだから。

　それに、教室でのこともある。

　──いまは、なにも言わないで──

　きっと、蒼真が聞かれたくない秘密を抱かかえているように、〈アカツキ〉や朝の戦せん闘とうのことは彼女も聞かれたくないのだろう。

　しばらく戸と惑まどって、蒼真はまだ彼女に言わなければならないことがあるのだと思い出した。

「まあ、それが指導官ってものなんじゃないかと思っただけだ。それに──」

　蒼真は立ち上がって、コノハの顔を真まっ直すぐ見た。

「礼を言いたかったんだ。ありがとう。君がいなかったら、俺はあそこで死んでいた」

　死ぬことで、楽になれる。

　一いつ瞬しゆんとはいえ、そんな逃とう避ひを抱いたのは事実だ。

　だが、わけのわからないまま学園に放り込まれ、少女たちに振り回されるうちに、少しだけ心が軽くなったような気がする。

　少なくとも、あそこで死んでいたら、葉月と再会することはできなかったのだから。

　コノハの頰が、恥じらうように淡あわい紅あかに染まった。

　こういう反応は予想していなくて、蒼真も目を丸くした。

　──白い肌はだが赤くなると、本当に目立つんだな……。

　思わず見み惚とれて、そんなことを考えてしまった。

「わ、私は、ただ、あなたに……」

　コノハは狼狽えたように視線を彷徨さまよわせる。なにを言おうとしたのか、囁ささやくような声はうまく聞き取れなかった。

　蒼真が首を傾げると、コノハは消え入るような声でこう言った。




「あなたに、初めての人になってほしくて──」




　蒼真は、なにを言われたのかとっさに理解できなかった。

「……へ？」

　ようやくそんな声を漏らすと、コノハの顔が見る見る赤く染まった。

「いまのは、違うの……！」

　そして背中を向けて踞うずくまってしまう。

　──あー、またなにか言葉を間違えた……のか？

　初めてという言葉から考えられるものといえば……。

「特定の指導官を持つのは、初めてか？」

　コノハは、心底驚いたように蒼真を見上げた。

　だが、蒼真はその顔に笑い返すことはできなかった。

「……俺は、御国が期待するような指導官には、たぶんなれない」

　蒼真の答えに、コノハはなにも言わなかった。

　ただ、力なくその細い肩を落としていた。

















第三章　愚劣な敗者バツドルーザー






　陽ひが暮れた薄うす暗ぐらい部屋。モニターの光だけが灯ともるそこに、ひとりの少女の姿があった。

　生徒会専用の通信室。〈ヒリュウ〉の通信設備に直結しており、必要になれば暗号電文も発信できる場所だ。

　青白い光を灯す画面に、音声通信Sound onlyの文字が表示される。

『──それで？　今回の行動はいったいどういうつもりだ、コノハ？』

　響ひびいたのは、厳しそうな女性の声だった。

　少女──コノハは、わずかに身を震ふるわせながらも毅然とした口調で返す。

「私は、彼に……小鳥遊たかなし蒼そう真まに会う必要がありました。私が戦龍バトルシツプのグラムリッターから得られるものは多いはずです」

　画面の向こうから、小さなため息が聞こえる。

『だから、軍務を放り出して学生の真似まね事ごとを始めたとでも？』

「……そうです」

　蒼真が見み抜ぬいた通り、コノハの力は候補生のそれではない。

　それでも、ある目的のためにコノハはここにやってきた。

『下らん。すでにグラムリッターとしては死んだ男だ。そもそも〝バッドルーザー〟から得るものなど──』

「──姉さま」

　その声は怒ど鳴なるような激しいものではなかったが、耳にした者を凍こおりつかせるような冷たさを含んでいた。

「それ以上は、許しません」

『ほう？　言うようになったではないか』

　通信から返ってくる声には、腹を立てるどころか褒ほめるような響きさえ滲にじんでいた。

『可愛かわいい妹の初めての反はん抗こうだ。今回のことも多少は目を瞑つぶってやろう。だがな……』

　そこで言葉を区切ると、通信の向こうから冷たくも重たい声が聞こえた。




『コノハ。貴様は魔道士だ。その意味を忘れるな』




「……はい」

　それは、何百といるグラムリッターを指すにしては、ずいぶん重さの違う言葉だった。

「自分の役目を忘れたわけではありません。必要とあらばすぐにでもそちらに戻もどります。でも、いまはここでやるべきことがある」

『まあ、いい。別に説教をするために呼び出したわけではない』

「……？　というと？」

　コノハが知る姉はどこまでも厳しい。てっきり、詰きつ問もんのために呼ばれたのだと思ったのだが。

　意外な言葉に首を傾かしげていると、改まった声が聞こえた。

『龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉の航路上に、ファフニールの群れが確認されている。今朝、そちらを襲しゆう撃げきしたのはその斥せつ候こうだろう』

　わずかに息を吞のんで、コノハは問いかける。

「〈ヒリュウ〉の航路に〝巣〟があるなど聞いていませんが？」

『巣ではない。群れだ。目的地はわからんが、大規模な移動のようだ』

　コノハはにわかに腰こしを浮うかせた。




「──アドミラル級──」




『ふん。まさか、だろう？』

　通信の声は笑うが、その声には確かな緊きん張ちようが滲んでいた。

　ファフニールの中には、群れを統率する特別な個体が存在すると言われている。

　アドミラル級──小型の龍甲艦に比ひ肩けんする巨きよ体たいで、最強のファフニールたるカーネル級を遥はるかに圧あつ倒とうする火力と装そう甲こうを誇ほこるという。ただ、交戦どころか遭そう遇ぐう記録すらなく、一部では架か空くうの存在と一笑する者さえいるくらいのものだが。

　だが、そんな伝説級のファフニールがグラムリッターの前に現れた事件が、ひと月前に起こっているのだ。

　そこでなにが起こったのか、コノハはその目で見ていた。

「〈禁コン郷ゴウ〉は動かせますか？」

『冗じよう談だんを言うな。あんなことがあった直後なのだ。戦龍バトルシツプは動かせん。そもそも、あれはまだ揺ゆり籠かごで寝ね返がえりをうっているような段階だ』

　この艦に配備されているグラムは、デストロイヤーが十隻せきとクルーザーが一隻。とてもではないが、アドミラル級を相手に戦える戦力ではない。

「わかりました。〈ヒリュウ〉の航路を変へん更こうさせます。それと、そちら側から討とう伐ばつ隊を組織できますか？」

『討伐隊は差し向けるが、時間がかかる。いまは私も動けんからな。それまでは貴様がなんとかしろ』

「承知しました」

　通信を終しゆう了りようして、コノハは深いため息を漏もらした。

　そんな少女の背に、場ば違ちがいなほど明るい声がかけられる。

「内ない緒しよ話ばなしは終わった、コノハ？」

　ピクリと肩かたを震わせて振り返ると、生徒会室の入り口から赤い髪かみの少女が顔を覗のぞかせていた。

「……聞いていたの、鈴すず音ね？」

「ちょっとちょっと、別に盗ぬすみ聞きしてたわけじゃないわよ？　というか、ここ、アタシの部屋なんだからさ」

　そう言われると、コノハもなにも言い返せなかった。

　生徒会室の通信設備を借りたいと、鈴音に無理を言ったのはコノハなのだから。

　ただ、両者の間には本日編入してきたばかりの転入生と生徒会長とは思えぬ、気安さと親しみが存在した。

「別に、全部アタシのせいにしてもよかったんだけど？　小鳥遊せんせぇはコノハが初めて戦い方を教えてほしいって思った人なんだから……って、どうしたの？」

　鈴音の言葉で昼間の出来事を思い出し、コノハは顔を覆おおって悶もん絶ぜつしていた。

「……私たちは、共犯よ。あなたには別の責任を負ってもらうもの」

「あはは、真っ赤な顔してキッツイこと言うよね」

　鈴音はカラカラと笑い、それから真ま面じ目めな顔で問い返す。

「で、アドミラル級って、ナニ？　そんなファフニール、初めて聞いたんだけど」

　その名前に、コノハは小さく身を震わせた。




「……戦龍バトルシツプを沈しずめた、ファフニールよ」




　鈴音が目を見開いた。

　忘れようもない。

　そのファフニールと刺さし違えたのは、ある少年だったのだ。

　そして、彼は軍から身を退ひくことになった。

　──もう、彼に戦わせるわけにはいかない。

　だから、コノハはこの学園に来たのだ。




　　　　◇




　──辞令は、本物だった。

　授業が終わって、蒼真は火か来くに頼たのんで今回の配属に関する書類を見せてもらった。

　〈皇国〉からの正式な辞令で、驚おどろいたことに皇族の印まで押されていた。

　皇国は龍甲艦三十隻を擁ようする大国だ。ことグラムリッターの練度では世界最強とまで言われている。

　そして、その皇国を治める皇族は政治的な意味だけの王ではない。原初の龍に列つらなる偉い大だいな魔道士であり、戦龍バトルシツプを操る優れたグラムリッターであり、戦場では先せん陣じんを切る将だ。

　そんな皇国と皇族からの正式な辞令とあらば、蒼真とて従うほかない。

　──俺が指導官に任命されるなんて、なにかの間違いだとは思うんだが。

　ともあれ、書類を確認できたおかげで蒼真はこれから自分が帰るべき寮りようと、そして本来の目的を果たしに行ける。

　慣れない環かん境きようということもあって、学園を出るころにはへとへとになっていたが。

「……？　あれは、御み国くにか？」

　校門の前には、夜に溶とけるような濡ぬれ羽ば色いろの髪の少女が立っていた。

　コノハと向き合い、蒼真に背中を向ける少女となにかを話しているようだ。

　蒼真に気付くと、コノハはどこか驚いたように目を見開く。

　それでもうひとりも気付いたらしく、振ふり返ると元気よく手を振ってきた。

「こんちわーっ、おっそいぞー。みんなの生徒会長が待ってあげてるっていうのに」

　夜になってもテンションの高い少女は、生徒会長──鈴音だった。

「え、す、すまん」

　別に待ち合わせをしていたわけではないはずだが、反射的に蒼真は謝ってしまう。

　首を傾げていると、コノハが鈴音にペコリと頭を下げる。

「では、私はこれで」

「はいはい。コノハもがんばってねー」

　コノハは蒼真に目礼を返すと、そのまま去っていった。

　その背中が見えなくなると、蒼真は鈴音とふたりきりになる。

　──そういえば、鈴音は俺の配属を指導官より先に知ってたんだよな？

　今回の転属は、どうにも腑ふに落ちないところが多い。急な変更もそうだが、いまやバッドルーザーなどと言われる蒼真が指導官に任命されること自体が不可解だ。

　鈴音はなにか知っているのだろうか。

「御国に、なにか用があったのか？」

　探るように蒼真が問いかけると、鈴音は傷ついたように表情を曇くもらせる。

「せんせぇ、アタシのこと、なにか悪いことを考えてると思ってる？」

「いや。そういうわけじゃないが……」

「実は結構いろいろたくらんでるんだけどね！」

　清すが々すがしいくらいカラッとした笑顔で少女はそうのたまった。

　それから、コノハが消えていった通りへと目を向ける。

「コノハも今日が転入初日だし、こんな時期だったからね。まだなにかと便べん宜ぎを図はかってあげないといけないところも多いんだよ」

「面めん倒どう見みがいいんだな？」

「ちょっとちょっと、そんな意外そうな顔されたらアタシでも傷つくよ？」

　じとっと睨にらみながらも、鈴音はすぐにカラカラと笑い声を上げる。

「ま、生徒のケツを持つのが生徒会長ってもんよ」

　その言葉だけでも、彼女が生徒会長として慕したわれている理由がわかった気がした。

「君はいい提てい督とくになれると思うよ」

「やだ、グラムリッターのエースからのお墨すみ付つきって、アタシ出世街道まっしぐら？」

「〝元〟だって……」

　まったく、この少女はどこまで本気で言っているのか。蒼真も苦笑を返す。

「それより、待ってたってなにか用か？」

　そう返すと、鈴音は頰ほおを搔かきながら「えへへ」と笑う。

「まあ、歩きながら話そうよ。せんせぇもまだ用事あるんでしょ？」

　蒼真はピクリと肩を震ふるわせた。

　──なんで、それを知ってるんだ？

　まさか〝あのこと〟を知っているのだろうか？

　そんな疑ぎ惑わくを見み透すかすように、鈴音はニコニコと笑みを浮かべて言う。




「なにを隠かくそう、アタシは火来せんせぇから小鳥遊せんせぇを艦橋まで案内しろって言われて、ここにいるんだからね！」




　一気に力が抜ぬけた。

「ああ、そういうことか……」

　火来の言いつけで迎むかえにきてくれたらしい。なんともややこしい言い方をする娘むすめだ。

　蒼真が肩を落とすと、鈴音は憤ふん慨がいしたように胸を張る。

「ああっ、その反応はひどいぞ！　あっちは道が入り組んでるからすぐ迷子になっちゃうんだから。おまけに一いつ般ぱん生徒は立ち入り禁止になってるから、アタシじゃないと道案内なんてできないんだからね！」

「そ、そうだったのか。助かるよ」

「ふふん、こっちだよ」

　言いながら、鈴音は歩き始める。

　学園は龍りゆう甲こう艦かんの船首方向に位置しており、鈴音が向かっているのは船せん尾び方向だ。右手には塔とうのように聳そびえる鈍にび色いろの建物が見えている。

　艦橋だ。

　龍甲艦の全情報が集まり、航路を始めとする艦の機能を制せい御ぎよする場所だ。生徒だけでなく一般人も立ち入りが禁じられている。そこが蒼真の目的地でもある。

　このあたりになると、学園の周りとは違って極きよく端たんに人通りが少ない。周囲に見えるものも倉庫や滑かつ走そう路ろが大半で、そのくせ地図や指示板も少ない。確かに道案内がいないと迷子になりそうな場所ではあった。

　艦の鱗りん界かいにより外気から守られているとはいえ、陽ひが落ちてから吹ふき付ける風は冷たい。

　寒さを紛まぎらわせるように、蒼真は鈴音に話しかける。

「そういえば、鈴音は抵てい抗こうないのか？　みんなと同じ歳としの俺が授業をするなんて」

　昼間も、距きよ離り感かんがわからなくてマリーをずいぶん傷つけてしまった。

　だが、鈴音はおかしそうに笑う。

「まっさかー。他の子の反応見たらわかるでしょ？　せんせぇはアタシたちでもエースになれるっていう憧あこがれなんだから、抵抗なんてあるわけないよ」

　言いながら頭の後ろで手を組み、からかうような眼まな差ざしを向けてくる。

「むしろ、アタシが一番好意的に見てるんじゃないかな？」

「よく言うな……」

　あからさまなお世辞に呆あきれていると、鈴音は存外に真面目な声で続けた。

「あはは、社交辞令じゃないよ？　まあ、好意っていうよりシンパシーかな」

「シンパシー？」

「アタシ、生徒会長なんてやってるけど、ホントは十五歳なんだ」

「え、そうなのか？」

　確かに、三年生にしては妙みように幼い外見だとは思っていたが。

「あはは、一年生だとしてもちっちゃいって思ったでしょ？」

「そ、そこまでは思ってないぞ？」

「やっぱりちっちゃいとは思ったんじゃない」

　再び、じとっと睨まれた。

　蒼真が咳せき払ばらいをすると、鈴音はおかしそうに笑う。

「飛び級したんだ。三年のカリキュラムもほとんど終わってるから、いろいろせんせぇたちの手伝いとかもさせてもらってる」

　それで今回も蒼真の案内をしてくれたようだ。

「しかも生徒会長だから、なんと学園の旗官！」

「旗官って、クルーザー級か？」

　デストロイヤー級の上に位置する強力な機体だ。

「ライトクルーザー〈イスズ〉──それがアタシのグラムだよ」

　そこまで話して、不意に鈴音の表情が曇る。

「……でも、最年少の三年生って、なかなか居い心地ごこちが難しいからさ」

　その言葉には、蒼真も共感した。

　それぞれの事情から、幼くとも軍に身を投じる少年少女は珍めずらしくはない。それでも十二歳という年ねん齢れいでグラムリッターになれたのは蒼真だけだったのだ。

　他のグラムリッターたちと、常に折り合いがよかったというわけではない。

　鈴音は苦笑する。

「ま、アタシとせんせぇじゃ苦労の次元が違ちがうとは思うけどね？」

「そんなことはないと思うけどな」

　やめてくれと、蒼真は手を振る。

「またまた、謙けん遜そんするねー。……ところで、さ？」

　後ろで手を組み、鈴音がズイッと顔を近づけてきた。

　その仕草に思わず心臓が大きく鳴るが、蒼真はなんとか平静を取り繕つくろって問い返す。

「な、なんだ？」

「ねえ、せんせぇ、今日一日うちの学園見てくれてどうだった？」

「まあ、いいところかな」

　それは素直な感想だった。

　確かに戸と惑まどいはしたが、あれだけ女子から囲まれて、しかも好意的な目を向けられて嫌いやな気分などするはずもない。

　同時に、それがいつひっくり返ってもおかしくないと思うと、恐おそろしくもある。

　そんな蒼真の不安など知る由よしもなく、鈴音は嬉うれしそうに頷うなずく。

「そうでしょそうでしょ。アタシの自じ慢まんの学園なんだから！」

　屈くつ託たくのない笑顔に、蒼真も釣つられて笑う。

「君は、本当にこの学園が好きなんだな」

「もちろん。これでも生徒会長だし！」

　自慢げに薄うすい胸を張って、それからニッと笑う。

「それでね、実は小鳥遊せんせぇを待ってたのは、火来せんせぇの言いつけだからってだけじゃないんだ」

　ねだるような甘い声に、蒼真は思わず視線を逸そらしてしまう。

「な、なにか他に用でもあったのか？」

「うん。せんせぇにね、頼たのみがあるの」

　ひと言ひと言、区切って言う鈴音には、猫ねこのような愛らしさと女め豹ひようのような鋭するどさが同居していた。蒼真の顔を覗のぞき込むように屈かがむ制服の胸元から、ささやかな胸の膨ふくらみが見えてしまった。

　カシャンと、蒼真の背中に金かな網あみらしきものがぶつかる。いつの間にか通りの端はしまで後あと退ずさっていたらしい。

　ゴクリと喉のどを鳴らして、蒼真は口を開く。

「た、頼みって言われても、まだ右も左もわからないんだ。あまり期待されても困るぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、せんせぇにしかできないことだから」

　そう前置いてから、鈴音は言う。




「せんせぇ──学園対たい抗こう戦──って知ってる？」




　まるで予期せぬ言葉に、蒼真は一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になった。

「いや、なんだそれは？」

「民間の龍甲艦同士でグラムリッター候補生たちが試合をするの。で、勝った学園は賞品として倒たおした学園から一隻せきだけ好きなグラムを徴ちよう収しゆうできるんだ。そうやって候補生の段階からグラムリッターの練度を高めていこうって制度なんだけどね」

　なるほど、と蒼真も頷く。

　確かにグラムリッター同士ならば限りなく実戦に近い演習が行える。ファフニールと対たい峙じする前にそういった機会を与あたえられるのは、いい経験になるだろう。

　鈴音は明るい笑顔を浮うかべて続ける。

「でもさ、そこで何年も負け続けてる龍甲艦があると、艦の維い持じもできなくなるくらいグラムがなくなっちゃうところも出てくるよね？　そうなると、その龍甲艦と学園は解体されて軍の直ちよつ轄かつ艦かんになっちゃうんだ」

「え……？」

　ヒヤリと、蒼真は嫌な予感を覚えた。

　昼間、火来が実習の時間にこの艦のグラムは何隻と言っただろうか？

　その予感を肯こう定ていするように、鈴音はこう言った。

「これはまだ、生徒会と正規の代表メンバーしか知らないことなんだけど、この学園に残ってるグラムはデストロイヤー級が十隻に、クルーザー級が一隻だけ──」




「実はうちの学園、次に負けると廃はい校こうになっちゃうの」




　鈴音の瞳ひとみに、それまでの戯おどけた色はなかった。

　キュッと拳こぶしを握にぎり、背筋を正し、どこまでも真しん摯しな眼差しで蒼真を見上げ、こう続ける。

「だから小鳥遊せんせぇ、アタシたちを強くしてほしいの。最弱のアタシたちが今年の対抗戦を勝ち抜けるように」

　これには蒼真も別の意味で狼狽うろたえた。

「ちょっと待ってくれ。グラムリッター出身の指導官なら、火来さんだっているだろう？　なんで俺なんだ？」

　指導官は大勢いるが、蒼真以外にグラムリッターから引き抜ぬかれたのは火来だけらしい。

「火来せんせぇは学園全体のせんせぇだもん。アタシたちだけを見てもらうわけにはいかない。学園に残る十隻のデストロイヤー級と一隻のクルーザー級の全てを使いこなすための、アタシたちだけを見てくれるせんせぇが必要なの！」

　学園対抗戦の代表グラムリッター──蒼真が求められているのは、その指導だ。

　後こう悔かいの記き憶おくが、脳裏を過よぎる。

　空という墓場で苦く悶もんの声を上げるグラムリッターたち。

　蒼真を受け入れてくれて、励はげましてくれて、従ってくれた者たちだ。

　そして、そんな全てを裏切った。

　死すべきときに、死ねなかった。

　──そんな俺が、グラムリッターのためにできることがまだあるのか？

　鈴音が言ってくれたことは、ささやかな償つぐないになるかもしれない。

　そんな期待が込み上げるのと同時に、今回の不可解な異動の意味を理解した気がした。

　──ああ、くそ。そういうことか。

　軍部は、はなっからこの学園を救う気などないのだ。

　いま、軍部はとある事件で龍りゆう甲こう艦かんを一隻と多数のグラムリッターを失い、戦力再編に追われている。この学園が廃校になれば、軍用艦として徴収することができるのだ。

　だからバッドルーザーなどと呼ばれる蒼真を配属したのだ。

　愚ぐ劣れつな敗者に〈ヒリュウ〉を救うことなどできはしないから。

　──なんか、腹が立つな。

　蒼真は失敗したのだ。それもグラムリッター始まって以来の大失態だ。石を投げつけられても文句は言えない。

　だが、ここの生徒たちは関係ないではないか。

　転入したてのコノハも不器用ながら、そして失敗しながらも他の生徒と付き合っていきたいと願っていた。

　そんなコノハと衝しよう突とつしたマリーも、なにかしら抱かかえているものがありそうで、首席で在り続けるために並々ならぬ努力をしていた。

　義ぎ妹まいの葉は月づきも、蒼真がこの学園の指導官として訪れたことを心から喜んで迎むかえてくれた。

　そして、そんな生徒の全てが自慢だと言った鈴音がいた。

　今回の異動は、そんな少女たちの全てを踏ふみにじるものだ。

　蒼真は頭に上った血を冷ますように大きく息を吐はく。

　それから、真まっ直すぐ鈴音を見つめ返した。

「朝も言ったけど、俺はそんな大した人間じゃない。失敗だってする。君たちを失望させることもあると思う。それでもいいなら──」




「やらせてくれ。俺が戦い方を教える」




　鈴音は頰ほおを紅潮させて目を輝かがやかせる。

　祈いのるように胸の前で手を握ると、そのまま堪こらえきれなくなったように飛びついてきた。

「わぁい！　ありがとせんせぇ、大好き！」

「お、おい、こんなところで引っつくな」

　今日一日でいくらか耐たい性せいはついた気はするが、こう露ろ骨こつに抱だきつかれては蒼真もどうすればいいのかわからなくなる。

　──なんだろう。上手うまく乗せられたような気もするが……。

　釈しやく然ぜんとしないところはあるが、蒼真はここでなにをすべきかようやくわかった気がした。

　蒼真はもう、グラムリッターとして戦うことは敵かなわない。だが、次のグラムリッターのために残せるものがある。

　──この学園の少女たちを強くする──

　そのために、自分はここにいるのだ。

「でも、そろそろ離はなれてくれ」

　未いまだに鈴音は抱きついたままだ。

　義妹の葉月ならともかく、年とし頃ごろの少女に抱きつかれて平然としていられるほど蒼真の精神は強きよう[image: 靭]じんではないのだ。

「あっはは、ごめんごめん」

　ようやく離れると、鈴音は普ふ段だん通りの笑みを浮かべて言う。

「二年、三年のグラムの振ふり分けはもう決まってるんだ。だからまずは一年生の代表を育ててほしい。でないと全体演習もできないからね」

　確かに、火来からも一年生のチームを指導するような説明を受けた。

　恐らく、近いうちに蒼真も自分が面めん倒どうを見る生徒を割り当てられるのだろう。

「わかった。人にものを教えるのは初めてだけど、やってみるよ」

「えへへ、よろしくね！」

　砕くだけた敬礼を返して、鈴音はふと思い出したように口を開く。

「そういえば、せんせぇなら知ってるかな？」

「なにがだ？」




「〈禁コン郷ゴウ〉って、どんなグラムなのかな？」




　その名前に、蒼真は体が震ふるえそうになるのを必死で堪えた。

　それから自然な呼吸を取り繕つくろって口を開く。

「……さあ、ちょっと聞き覚えがないな。対抗戦になにか関係ある名前なのか？」

　表情は動かさなかったはずだ。

　鈴音はなんでもなさそうに首を横に振る。

「ううん。ちょっと気になっただけ。うちの学園には関係ないよ」

　そこで鈴音は足を止める。目の前に分厚い鋼鉄の門が迫せまっていた。

　見上げると、それは天を衝つくように聳そびえる大きな建物だった。

「着いたよ。ここが艦橋」

　愛らしい笑顔を浮かべてそう言うと、胸元からカードキーを取り出す。赤いカードで、表面には鈴音の名前と写真が貼はられていた。

　入り口のスロットにカードを通すと、隔かく壁へきじみた扉とびらがゆっくりと左右に割れる。

「医い療りよう施し設せつは地下の第二甲かん板ぱんだよ。エレベーターを降りれば迷わないと思う」

　この艦の甲板は何層も重なるようにできていて、上から第一、第二、第三まで存在する。

　第一甲板が完全に都市として作られているのに対し、それ以下の階層はグラムリッターや輸送機の発着場であったり、工場であったりと、艦としての機能のために使われていた。

「……って、君は？」

「アタシは──」

　鈴音は、ピンと人差し指を天てん井じように向ける。

「ちょっと上に用事。少し〈ヒリュウ〉の航路を変へん更こうしなくちゃいけなくなってね」

「そんなことも君がやるのか？」

「うん。試合も近づいてきてるしね。これからはちょくちょく必要になるかも？」

「そうか。ありがとうな。ここまで案内してくれて」

　蒼真がそう言うと、鈴音ははにかんだ笑みを浮かべて頷うなずく。

「せんせぇもありがとね。明日あしたから一年生のこと、よろしく！」

　そう言い残して、鈴音は去って行った。

　その背中を見送って、蒼真はふっと笑みを消した。

　──なんで、鈴音が〈禁コン郷ゴウ〉の名を知ってるんだ？

　それは蒼真にとって忘れられない名前だった。

　十二隻せきの戦龍バトルシツプのひとつであり、最古のグラムとも言われる機体──

　そして、蒼真が最後の任務で護衛したグラムでもあった。




　　　　◇




　艦橋内部は通路もほとんど一本で、迷うことなく目的地にたどり着くことができた。

　目の前の扉の脇わきには〝特別医療室〟のプレートが掲かかげられていた。

　軽く扉を叩たたいて、蒼真は声を張り上げる。

「小鳥遊蒼真であります。失礼します」

　そう言って中に入ると、ツンとした消毒のにおいが鼻をついた。

　広い部屋だった。ところどころカーテンで仕切られてはいるが、全体としては学園の教室がみっつ分はあるかもしれない。

「あ、小鳥遊くん？　こっちこっち」

　その声はどこか聞き覚えのあるもので、蒼真は首を傾かしげた。

「火来指導官？」

　カーテンの向こうから現れたのは、実習主任の火来だった。学園にいたときとは異なり、いまは白衣を羽織っている。

　蒼真が呆あつ気けに取られていると火来は椅い子すを示す。背もたれのない小さな丸い椅子だ。

「とりあえず、座って」

　促うながされるまま椅子に腰こしを下ろすと、火来は胸元からペンダントを取り出す。

　翠みどりの光を閉じ込めた、龍のペンダントだ。

「まずはこれを返しておくわね」

　受け取って、蒼真は目を丸くした。

「これは──〈封フ槍ソウ〉のキー？」

　火来は呆あきれたようなため息を漏もらす。

「ええ。こんなものを気軽に人に預けないでちょうだい。シェリルが正体を知ったら卒そつ倒とうするわよ？」

「あ……」

　朝、ここまで蒼真を送ってくれた運送屋のシェリルだ。

　彼女は蒼真が頼たのんだ通り、〈ヒリュウ〉の上層部にこれを届けてくれたらしい。

「あの、シェリルさんは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「ええ。もともと悪運の強い子だからね。あなたのおかげで、エンジンの修理ひとつですぐに次の配達に向かったわよ」

　蒼真がホッと胸を撫なで下ろすと、火来は改まって手を差し出す。

「遅おそいから心配したわよ？」

「火来さん、医者もやってたんですか」

「もともと衛生兵だったのよ。それに医師の資格を持ってる魔ま道どう士しなんて、この艦では私だけなのよね」

　顔なじみが診みてくれるのはありがたい。蒼真がほっと胸を撫で下ろすと、火来はどこか物もの憂うげに微笑ほほえんだ。

「改めて、自己紹しよう介かいしておこうかしら。あなたの主治医を担当する火来のどかよ。グラムリッターとしての小鳥遊蒼真の最後は、私も聞いている」

　そう前置きをして、火来はこう言った。




「〝愚劣な敗者バツドルーザー〟──たった一頭のファフニールの前に、グラムリッター二十六名と龍甲艦〈ショウホウ〉乗組員三〇〇〇人を死なせ、あなたも戦う力を失った──と」




　ひと月前、蒼真は戦龍バトルシツプ級グラム〈禁コン郷ゴウ〉の護送任務につき、そこでアドミラル級という伝説級のファフニールに遭そう遇ぐうした。

　悪夢のような敵だった。

　アドミラル級を道連れにしたものの、〈封フ槍ソウ〉が大破。龍りゆう甲こう艦かん〈ショウホウ〉は轟ごう沈ちん。着任したグラムリッター二十六名も未み帰き還かん。蒼真は奇き跡せき的てきに一命を取り留めたものの、生き残ったのは彼ひとり。軍としては大敗だ。

　そして、軍が敗北するということは、それだけ多くの人間が死ぬということなのだ。

「……軽けい蔑べつ、しないんですか？」

　蒼真の罪を知っていながら、火来の態度は柔やわらかかった。

　火来は静かに首を横に振る。

「私は元グラムリッターだと言ったでしょう。その呼び名の本当の意味を知らないとでも思うの？」

　そう言って、診しん察さつ室を見回す。

「ここには私とあなたしかいないわ。誰だれもいないのに、あなたを責めても意味はないわ」

　あたかも、蒼真が責められるのは、それを誰かに見せなければならないからというような言葉だった。

　だが、あの場所にいなかったから口にできる言葉だ。

「死んだ連中は、そうは思いませんよ」

「そうかもしれないわね。でも、あなたはすでに十分すぎる代だい償しようを支し払はらってる。それで自分を納得させられないかしら？」

　それは慰なぐさめではなく、納得して前を見ろという言葉だ。

「結構、キツイこと言いますね」

「私たちは指導官で、あなたはこれからも生徒の前に立たなければいけないのよ」

　確かに、と蒼真は頷いた。

　それから、両手で自分の頰ほおを叩いて顔を上げる。

「すみません。甘えました」

「初日だから、大目に見てあげましょう」

　そう言って微笑むと、火来は表情を引き締しめて口を開く。

「今後、あなたのデータはグラムの改良のため皇国に回収されます。診察内容、及および〈封フ槍ソウ〉の存在に対してあなたには守秘義務が課せられます。並びに──」

　火来が口にしているのは、これから始まる〝治ち療りよう〟に関する確認事じ項こうだ。

　〈封フ槍ソウ〉のグラムリッターだった蒼真の医療データは、戦龍バトルシツプの改修、強化のために使用される。それが今後〈封フ槍ソウ〉を運用するグラムリッターの助けとなるのだ。

　ひと通りの確認を済ませると、火来は億おつ劫くうそうにため息を漏らす。

「……軍を辞やめたあなたに、未いまだにこんなことを言わなければならないなんてね」

「火来さんが気にするようなことじゃないです」

　蒼真はそう言うが、火来は首を横に振ふる。

　火来はなにか迷うような顔をしていた。

　それから、意を決したように口を開く。

「これをあなたに伝えるべきなのか、正直、いまでも迷ってるわ」

「……？　なにがです？」

　蒼真が首を傾げると、火来は〈封フ槍ソウ〉のペンダントを示した。




「あなたの〈封フ槍ソウ〉は、いまこの〈ヒリュウ〉にある」




「え……？」

　蒼真は耳を疑った。

　キーだけならともかく、グラム本体までこの〈ヒリュウ〉にあるとは。

「どういうことです？」

　火来は沈ちん痛つうそうな表情で俯うつむく。

「戦龍バトルシツプはデストロイヤーやクルーザーとは違ちがうわ。そんな融ゆう通ずうの利きく設計ではないのよ。次のグラムリッターが決まるまで、〈封フ槍ソウ〉はあなたの命と共にあるの」

　龍は魔力の集積装置だ。

　だが、これはただの機械ではなく、生きている。

　魔道士に使われることによって呼吸し、精気を得る生き物なのだ。

　火来は軟やわらかい表現を選んでくれたが、つまりは〈封フ槍ソウ〉というグラムの存在を維い持じするためにいまも蒼真の命を使っているということだった。

　別に、それが理り不ふ尽じんだとは思わない。

　蒼真はそうした性質を理解した上で、この〈封フ槍ソウ〉というグラムを手に取ったのだから。

「だから、本体も俺の近くにある必要があると？」

「……ええ」

　蒼真は困ったように首を横に振った。

「正直、それでどういう顔をしたらいいのか、わかりません」

　振り返りたくない過去の象しよう徴ちよう。だが、この三年間、蒼真と共に戦場を駆かけ抜ぬけた半身でもある。それが〈封フ槍ソウ〉というグラムなのだ。

　火来は主治医として、そこで命を消費していることを説明してくれたのだろうが、蒼真はまだ〈封フ槍ソウ〉のことをどう受け止めればいいのかわからない。

　どのみち、蒼真は二度とまとうことはできないのだから。

　火来は柔らかく微笑む。

「いまは、それでいいと思うわ。でも、あなたの気持ちの整理に繫つながるなら、会いに行くことも許可できる」

　そこで言葉を区切ると、火来は蒼真の顔をじっと覗のぞき込んだ。

「そして、あなたに私の生徒たちを鍛きたえてほしい。あなたに、あの子たちの指導官になってほしいの」

　それは、先ほど鈴音から言われた言葉と同じものだった。

　だが、これは蒼真に大切なものを託たくしてくれるというものだ。

　同じ言葉、同じ意味のようでいて、違う立場からかけられた言葉。そして、どちらも決して軽いものではない。

　その意味を嚙かみしめるように反はん芻すうして、蒼真は頷うなずいた。

「やらせてください。俺が、あいつらを強くしてみせます」

　それで話は終わりだというように、火来は椅子に腰を下ろした。

「さあ、そろそろ診察に入りましょう。そこのベッドに横になって。これからしばらく通ってもらうことになるけれど、ここまで道に迷ったりはしなかったでしょうね？」

　言われるまま、靴くつを脱ぬいでベッドに腰を下ろすと、蒼真も苦笑を返す。

「鈴音に案内してもらいましたから、道もだいたい覚えました。次からは大丈夫だと思いますよ」

　それから、鈴音の名前を口にしたことでふと思い出した。

「そういえば火来さん。天あま川かわって名字、聞き覚えがあるんですがご存じないですか？」

　そう聞くと、火来は小さく噴ふき出した。

「聞き覚えもなにも、天川って皇族の分家よ。軍じゃ有名な名前でしょう？」

「皇族？」

　これには蒼真も目を見開いた。

　皇国に於おいて、軍でも皇族の権けん威いは大きい。

　──そうだった。グラムリッターの総司令官が、天川元げん帥すいじゃないか……。

　蒼真も遠目に何度か顔を見たことはあるのだが、八十を過ぎて衰おとろえのひとつも見せない厳いかめしい老兵と、愛らしい生徒会長の少女が頭の中で結びつかなかったのだ。

　そこで、ふとある疑問が込み上げた。

　──なんで、天川のご令れい嬢じようが廃はい校こう間際の弱小校に……？

　エリートとしてグラムリッターの英才教育を受けていて然しかるべきではないか。

　それに蒼真の異動のことを指導官よりも先に摑つかんでいたことも奇き妙みようだ。

　そう考えて、蒼真は首を横に振った。

　──考えすぎだな。

　天川元帥は、身内にも無理な教育は強要しないのだろう。そもそも鈴音に異動に口を出すような力があるなら、もっと優ゆう秀しゆうなグラムリッターを呼ぶことができたはずだ。

　長かった〈ヒリュウ〉での一日目は、診察室で終わりを告げた。




　　　　◇




「本日から、小鳥遊指導官にも実習に参加していってもらう」

「「「やったー！」」」

　翌日。

　昨日と同じ演習場にて火来が生徒たちに告げる。

　少女たちは歓かん迎げいしてくれて、蒼真も緊きん張ちようした笑みを返す。

　授業が先に進んだことで、本日は蒼真以外にも十人以上の指導官が同席していた。

　──引き受けはしたけど〝正しい指導官〟ってどんなものだ？

　それがわからないから、昨日はマリーを泣かせてしまった。

　蒼真がグラムリッターに身を投じた時期は早い。

　学校という施し設せつに通っていたのは、初等部のころの話なのだ。

　そのころの教師は決して悪い人間ではなかったが、特別好感を持てるほど優すぐれてもいなかった。その教師がどう授業を執とり行っていたのか、いまでは記き憶おくも曖あい昧まいで思い出すことも難しい。そもそも、初等部と高等部では教育の概がい念ねんもまた違うはずだ。

　なのに、ここには手本もマニュアルもない。

「では小鳥遊指導官、説明を」

　整列する指導官たちの中から、火来が指名したのは蒼真だった。

　火来に促うながされて、蒼真は一歩前に出る。手には数枚の書類が握にぎられている。一年生に配備される三隻せきのグラムの型録カタログだ。

　軽く呼吸を整えてから、蒼真は口を開く。

「みんなには、これから半年後の学園対たい抗こう戦に向けた訓練をやっていってもらう。一か月後に選せん抜ばつ試験を行い、それまでの成績上位者から三名、本戦での選手を選ぶことになる」

　小隊の組み合わせ自体は、昨日のうちに終わっているという話だ。辞令の確認等で授業の最後までいなかった蒼真は、どんなチームができたのかは知らないが。

　それぞれの小隊を受け持つ指導官たちも並んでいて、火来と蒼真を含ふくめると十二人いる。

「ええっと、ここまででなにか質問はあるかい？」

　そう問いかけると、さっそく生徒たちの中から手が上がる。

「はいはーい！　先生、質問です」

　元気のいい声に、蒼真は頷く。

　手前にいた少女を指名すると、立ち上がって声を上げる。

「先生、わたしたちが使えるグラムってどんなのなんですか？」

「そうか。まだきちんと説明してないんだな」

　蒼真は脇わきに抱かかえていた型録を取り出す。

「ひとつは〈タチカゼ〉。昨日、マリーが使っていたものだな。次に〈ムラクモ〉はレーザー砲ほうを備えた遠えん距きよ離り攻こう撃げき用のグラムだ。残るひとつは〈ヒビキ〉。銃じゆう機き剣けんという近中距離兼けん用よう兵器を搭とう載さいしていて、御国の〈アカツキ〉と同型機だ。全部デストロイヤー級だ」

　近中長距離と、ひと通り揃そろっていてバランスのよい配備だと思えた。

　だが、なぜか生徒の間には目に見えて不満の色が広がる。

「どうした？」

　蒼真が首を傾かしげると、質問してきた少女が言いにくそうに口を開いた。




「デストロイヤーって、名前のわりにはグラムの中で一番弱いやつですよね……？」




　その声に他の生徒たちも同調する。

「そうですよ。対抗戦に出てもデストロイヤー級じゃただのやられ役じゃないですかぁ」

　あちこちから同じような声が上がり、蒼真は唸うなった。

　──鈴音と違って、生徒の士気モチベーシヨンは低いのか……。

　廃校の話を、彼女たちはまだ知らない。

　それにヒリュウ学園が弱小校であることは、生徒たちも自覚しているのだ。強きよう豪ごう校のひしめく学園対抗戦に出たところで負けるのは目に見えている。そこでさらに一番弱い機体しか使わせてもらえないのでは、やる気よりも諦あきらめが勝まさるだろう。

　助けを求めるように火来に視線を向けると、彼女は腕うでを組んだまま沈ちん黙もくしていた。他の指導官たちも同様だ。

　──なるほど。これは俺が学ばなきゃいけない授業でもあるのか。

　これから生徒たちの前に立つなら、自分でなんとかしなければならない。

　歳としが同じでも、この少女たちは生徒で、蒼真は指導官なのだから。

　──考えろ。俺が生徒なら、どう言われればやる気を起こせるか。

　軍での指導官なら、厳しく恫どう喝かつするというのもいいだろう。

　親のように親身になるなら、これから強くなればいいと励はげますのもいいだろう。

　ただ、いま彼女たちに強くなってもらわなければ、この学園はなくなってしまう。

　命を懸かけるほど追いつめられてはなく、しかし一年も時間を与あたえられるわけではなく、にも拘かかわらずそれを知る由よしもないのがここの少女たちだ。

　彼女から戦意を引き出すには、どう語りかけるべきか。

　少し悩なやんでから、蒼真は大げさに苦笑する。

「デストロイヤーが弱いやられ役だって？　みんなは、本当にそう思ってるのかい？」

　少女たちは怪け訝げんそうな顔をしながら、一様に頷く。

「そうだな。なら少し歴史の話をしようか。ファフニールが現れるまで、人類には〝海〟という版図があったんだ」

「〝海〟……ですか？」

　ここにいる少女たちのほとんどは、龍りゆう甲こう艦かんから外に出たことがない。

　雲の合間から真下に見下ろせる大地を知らないわけではないだろうが、そこに特別な関心を抱いだくことは難しい。結局は、手の届かない遠くの景色でしかないのだから。

　それでも何人かの生徒は手を挙げて答える。

「知ってる！　地表の青い部分ですよね。陸より大きなプールみたいなところで」

「プ、プール……？　まあ、水があるのは違ちがいないか」

　コホンと咳せき払ばらいをして、蒼真は続ける。

「海には龍甲艦のような船をたくさん浮うかべていたそうだ」

　そこで、生徒たちからあり得ないというような悲鳴が上がる。

「水に落ちたら沈しずんじゃいますよぉ。鉄なんでしょう？」

「あ、わかった！　龍甲艦のご先祖さまなんだから、浮遊ホバリングしてたんだよ」

「だったらなんでそんな高度下げるのよ。鉄は水をかぶったら錆さびちゃうでしょ？」

〝海〟を知らない少女たちは口々に騒さわぎ立てる。そんな生徒たちに、蒼真はポケットから一枚の紙片を取り出した。

　古びた写真だった。かなりの年代物で、色はなく白と黒の濃のう淡たんだけが写されている。

　そこに、一隻の船が写っていた。

　だいぶ掠かすれてしまってはいるが、目を凝こらせば石を重ねたような無骨な艦橋や、ドラム缶かんのように野太い煙えん突とつ、針のように細いマストの輪りん郭かくを見つけることもできるだろう。

　蒼真がそれを前に出すと、少女たちが身を乗り出して顔を近づけてくる。

　体を動かす前ということもあって、甘い香かおりが蒼真の鼻をくすぐった。

「この、周りの波打っている地面が〝海〟だ」

　蒼真がそう説明すると、少女たちが目を丸くする。

「ええーっ、これ、全部水なんですか？」

「っていうかこの船、水に半分埋うまってる！　浮かんでるんですか？」

　信じられないという顔だった。蒼真が初めてこの写真を見たときも、同じ反応をしたことを思い出し、笑みがこぼれる。

　これはファフニール出現以前の世界の写真だ。稀き少しような資料なのだが、かつて蒼真が昇しよう進しんしたときに、面めん倒どう見みがよかった上官が祝いにと譲ゆずってくれたものだった。

「ここに写ってるのがデストロイヤー──〝駆く逐ちく艦〟と呼ばれていた船だ」

「艦？　龍じゃないんですか？」

「ああ、龍なんてなかった時代のものだからな。原理としては空のコップが水に沈まないのと同じらしい。鉄の船よりも、押し退のけた水の方が重いんだ」

　少女たちは感心しきった声を漏もらすが、蒼真が話したいのはなぜ船が水に浮かぶのかではない。写真を生徒たちに回してやりながら、蒼真は続ける。

「この時代、たくさんの船が存在したらしい。その中でも戦せん闘とう艦かんに分類されていた船の名前が、いまのグラムに引き継つがれてるんだ」

　だから、グラムは機や体ではなく、隻と数えられる。

「戦闘艦には、小さい方から駆逐艦デストロイヤー、巡洋艦クルーザー、戦艦バトルシツプの種類があった。駆逐艦は、一番小さいかわりに数が多く、動きも速かった。軍としての主力はこの船だったんだ」

　それから、生徒たちの間を回る写真を指差す。

「もう一度言うが、その写真に写っているのが駆逐艦だ。みんなが使うデストロイヤー級の由来になった船だ。駆逐艦もデストロイヤーも、役割は変わらない」

　蒼真が生徒たちを見つめると、全員が自分に注目していた。

　先ほどまでの不満そうなものではなく、確かに期待の色が浮かんでいる。

　──これを、裏切るわけにはいかない。

　このクラスの生徒の数は、三十三人。

　たった三十三人の視線も、ひとりで浴びれば途と方ほうもない重圧だった。

　怯ひるみそうになりながら、それでも蒼真は笑みを浮かべる。ここで狼狽うろたえてしまったら、きっと自分の声は彼女たちには届かない。

　声を大にして、蒼真は告げた。




「戦せん況きようを左右するのは、数隻のクルーザーじゃない。無敵の戦龍バトルシツプでもない。たくさんの数を揃えられるデストロイヤーなんだ」




　生徒たちから歓かん声せいが上がる。

　ひとまず、試合に向けての意い欲よくは取り戻もどしてくれたようだ。

　──毎回、こんな緊張しなきゃいけないのか……。

　蒼真が胸を押さえていると、ポンと背中を叩たたかれた。

（いい講義だったわよ）

（それはどうも）

　いつの間にか額に汗あせが滲にじんでいて、蒼真はそれを拭ぬぐう。

　まだ、本番は始まってすらいないのだ。




　　　　◇




「では、それぞれ指導官の指示に従い、訓練をするように」

　蒼真と共に整列していた指導官が、それぞれ受け持つ生徒たちのもとへ散らばっていく。

　自分の受け持つ班を教えてもらっていない蒼真は、ひとり取り残されていた。

「あの、火来さん、俺は誰だれを担当すればいいんですか？」

　そう問いかけると、なぜか火来が視線を逸そらした。

　怪訝に思って首を傾げると、どういうわけか他の指導官たちも目を合わせようとしない。たまにチラチラと視線を向けてくる者はいるが、その瞳ひとみには同情や侮ぶ蔑べつの笑みがこもっているように感じられた。

　やがて、火来は観念したようにこう言った。

「小鳥遊指導官、あなたには、十一班をお願いするわ」

　そう言って、火来はとある少女たちを示す。

　振り返って、蒼真も顔を強こわ張ばらせることになる。




「御国コノハ！　よくよく、あなたはわたくしを怒おこらせたいようですわね！」

「誤解だわ。私はそんな無む駄だな関心は抱いていない」




　聞き覚えのある怒ど声せいを上げて、ふたりの少女が取っ組み合いを始めていた。

　グラムをまとっているわけでもないというのに、ふたりを中心に放電現象が起こる。

　電光の色は翠みどり。この少女たちの魔ま力りよくに、キーを通じて外骨格の龍が反応してしまっているのだ。すでに生徒はもちろんのこと、指導官でさえ迂う闊かつに近寄れなくなっていた。

　この現象は、それだけ彼女たちの素質の高さを示しているわけでもあるのだが……。

「ふ、ふたりとも、落ち着いて？　いまは授業中だよ？」

　そんなふたりの間に、健けな気げにも仲ちゆう裁さいに入っているのは葉月だった。

　驚おどろいたことに、他の生徒が近寄ることもできないというのに、放電の枝葉をおっかなびっくり素す手でで振ふり払はらっている。無意識にやっているのだろうか。コノハやマリーと同じようにキーを使って微び弱じやくな鱗りん界かいを張っているだ。

「小鳥遊くん。あなたには、彼女たちを見てもらいたいの」

　──指導官として、学園の少女たちを強くする──

　そう決心した直後ではあるが、早さつ速そくへし折られそうな気分だった。

「俺の手には余ると思いませんか……？」

「至し極ごく真っ当な意見だと思うけど、見ての通り他の指導官では近寄ることもできないの」

　指導官だけではない。外骨格を装備している他の生徒でも近寄れない。

　そこに平然と割って入っている葉月がおかしいのだ。

「私は、彼女たちだけを見ているわけにはいかない」

「別の班に振り分けるという選せん択たく肢しはなかったんですか？」

　蒼真の指し摘てきに、火来は沈ちん痛つうな表情で首を横に振る。

「あの三人の素質は一年でも図ず抜ぬけているわ。でも代表に選ばれてもあんなありさまでは、代表を外れてもらうしかない。正規のグラムリッターになるのはさらに難しい」

　彼女たち三人ならば、代表に選ばれる可能性は高い。だが、代表に選ばれたならさらに高度なチームワークが要求される。

　ここで組み合わせを変えても問題の先送りにしかならないのだ。

「……だから、あえて組ませたと？」

　火来は、試すような笑みを浮かべる。

「小鳥遊くんの手に負えないというなら、かわいそうだけれど彼女たちにはグラムリッターという未来を諦あきらめてもらう他ないわね」

「冗じよう談だんにしては、あまりおもしろくないですね」

　蒼真は、挑ちよう戦せん的てきに笑い返す。

「俺は臆おく病びようなんで、そういうふうに脅おどされたら引き受けざるを得ないですよ」

「あら、そういう冗談ならおもしろいの？」

　皮肉に皮肉を返して、火来は真しん摯しな声を漏らす。

「小鳥遊指導官。彼女たちを鍛きたえてあげて。あの三人は、きっと大きな力になる」

「……わかってます。それが、俺の役目ですから」

　強く頷うなずいて、蒼真は問題の三人の少女たちのもとへ向かった。




　　　　◇




　──さて、どうしたものか。

　実力はあっても協調性というか、対話能力がいちじるしく欠けているコノハ。

　実力も協調性もありそうなのだが、感情的すぎて全てが空回りしてしまっているマリー。

　このふたりをどう協力させるかが、このチームの課題だろう。

　デストロイヤーの強みは数と素早さだ。集団でこそ真価を問われる機体に、協調性のない強力な個体が存在しても意味はない。

　──葉月までここに回されてるのは意外だったが。

　だが、確かに昨日の授業でマリーが場外に吹ふき飛ばされたとき、蒼真以外で唯ゆい一いつ反応できたのは葉月だった。

　そんな三人の少女は、未いまだに口論を続けていた。

「ほう、このわたくしが眼中にないと？　上品な冗談をおっしゃいますのねえっ！」

「そうは言っていない。弱者に力を振るった謝罪をしたいと言っているの」

「御国さん、火に油を注ぐのやめてください！　あとマリーさんも落ち着いて」

　取っ組み合うふたりは、葉月まで巻き込んでいがみ合いを続ける。周囲に吐はき出された電光は濃のう度どを増し、演習場の鱗界まで反応し始めていた。

　〈封フ槍ソウ〉のキーがあろうとも、これでは蒼真も近寄りようがない。




「そこまでだ！」




　そう言って、蒼真は大きく手を打ち鳴らした。

　少女たちはビクリと体を震ふるわせ、硬こう直ちよくする。

「おにい……小鳥遊先生」

「指導官……」

　葉月とコノハは手を下ろしておとなしくなるが、マリーはまだ怒いかりが収まらないというように蒼真を睨にらみ返した。

　──昨日の一件、まだ許してはくれてないみたいだな……。

　蒼真の配はい慮りよが足りなかったのは事実だが、どうやら思う以上の地じ雷らいだったらしい。

　だが、これ以上、ケンカを許すわけにはいかない。

「いまは授業中だ。それとも、今日は欠席扱あつかいの方がいいか？」

「……授業を、始めてください」

　厳しいひと言に、マリーもしぶしぶといった様子で矛ほこを収める。

　険悪な空気には変わりないが、ひとまず三人が話を聞く姿勢を見せて、蒼真はコホンと咳せき払ばらいをする。

「さっきも説明したが、一年が運用できるグラムは三隻せきだ。明日あしたからはその三隻を使って艦外へ哨しよう戒かい訓練に出てもらうことになるが、この調子だと十一班に順番が回ってくることは永遠にないぞ」

　マリーは屈くつ辱じよくだと言わんばかりに顔を歪ゆがめるが、コノハは無表情に首を傾かたむけた。

「グラムを使えない間は、なんの訓練をするのでしょうか？」

　そういう疑問が投げかけられるとは思わず、蒼真は逆に首を傾かしげることになった。

「外骨格と仮想機を使っての、ひたすら小隊演習だが」

「仮想機……？」

　まるで初めてその名を聞いたかのように、コノハはキョトンとしていた。

「御国、一応訊きくが、仮想機を使っての訓練は？」

「休止状態にあるグラムを用いての起動訓練のようなものでしょうか？」

　蒼真は頭を抱かかえた。

　──順番がめちゃくちゃだな。

　どうやら、コノハは仮想機というもの自体を見たことがないらしい。一体、いままでどうやって訓練をしてきたのだろうか。

「……わかった。せっかくだから、外骨格のおさらいもかねて説明しよう」

　そう言って、蒼真は胸元に下がるキーを摘つまむ。

「知っての通り、グラムという兵器は数が少ない。軍でさえ保有数は二百隻程度で、この〈ヒリュウ〉にはたった十一隻しか存在しない。だが、外骨格はいくらでもあるんだ」

　グラムは量産が利きかないが、外骨格自体はそうでもない。

「外骨格自体にも、微弱だが鱗界を張る力がある。元々は空でグラムを破は壊かいされた場合の生命維い持じ装置としての機能だが、グラムを所持していない魔道士はこの外骨格と銃じゆうを手に戦うこともある」

　軍用龍りゆう甲こう艦かんには、そうした魔道士が一〇〇〇人以上乗り込んでいる。

　しかしコノハはわからないというように首を傾げる。

「グラムリッターを志すのに、一いつ般ぱん魔道士の訓練が必要でしょうか？」

　すでに専用機を所持しているコノハにしてみれば、当然の疑問かもしれない。

　マリーがハッと鼻で笑った。

「戦場でグラムを失ったとき、あなたはどうやって帰投するつもりなんですの？　そのまま墜おちていただければ、わたくしもありがたいのですけれど」

　蒼真は苦笑いを浮うかべる。

「まあ、口は悪いがマリーの言う通りだ。グラムだって機械だ。故障することもあれば破壊されることだってあり得る。まずはそこから生き延びる方法を学ばないといけない」

　コノハは感心したように頷く。

「なるほど。思いもよりませんでした」

　──それはそれでどうかと思うが……。

　その隣となりで、マリーが忌いま々いましそうに舌打ちを漏もらす。

「ふん。エリートぶってるつもりなんですの？」

「普ふ通つうだと思っていただけよ」

「ああ、もう、また……」

　またしても、マリーとコノハの間でバチンと電光が弾はじける。

　蒼真と葉月は揃そろってため息を漏らした。

「だから外骨格の訓練は重要になる。具体的には、実際のグラムの記録から仮想のグラムを投とう影えいして戦せん闘とうの訓練をするんだ。選せん抜ばつ試合でも仮想機で試合をすることになるからな」

　他の生徒たちも、これまでそうして授業を進めてきたはずだ。

　そこまで話して、蒼真はふとある疑念を覚えた。

　──ということは、御国は外骨格のみでの飛行は初めてか？

　グラムしか扱ったことがないというなら、それはそれで問題だ。

「実際にやってみた方が早いか。はづ……柊ひいらぎ、外骨格を起動してみてくれ。仮想機は、得意なものでいい」

「じゃあ〈ムラクモ〉を使います。柊葉月が命じます──〈ムラクモ〉起動」

　葉月が腕うでを掲かかげると、その手から翠の粒りゆう子しがあふれ、その体を包むように広がっていく。

　グラムの転送と同じ光だが、その光は翠色の外骨格を形成すると収まってしまう。

　葉月の手には、砲ほう筒とうの形をした光が投影されていた。

　蒼真がその砲ほう塔とうに触ふれると、なんの感かん触しよくもなくすり抜ぬけてしまう。

「こいつはグラムを立体映像で再現してるんだ。設定を変へん更こうすれば、学園のグラムならどれでも投影できる」

　それから、コノハに言う。

「御国、君も起動してみろ。仮想機は〈ヒビキ〉を使えばいい。これも銃じゆう機き剣けんだからな」

「はい──〈ヒビキ〉起動」

　葉月と同じく、外骨格と光でできたグラムが構成される。

　グラムの型は銃機剣で、菫色の外骨格の肩かたには〝暁アカツキ〟の一文字が刻まれたままだった。

「あ──」

　トトッと、コノハがよろめく。

　コノハは怪け訝げんそうにまばたきを繰くり返すが、蒼真はまだなにも言わない。

「あら……？」

　マリーも気付いたのだろう。意外そうな顔をする。

　飛行能力はあくまで外骨格のものだが、グラムリッターはその制せい御ぎよをグラムで行う。グラムを起動すれば、自分の体をグラムに預けるように立つのが基本なのだ。

　だが、仮かり初そめのグラムに外骨格を制御する機能は存在しない。

　だからコノハもバランスが取れなくなったのだ。

「そのまま柊に攻こう撃げきを仕し掛かけてみろ。柊も応戦してかまわない」

「「はい」」

　コノハは銃機剣の切っ先を地面に向け、引きずるように駆かけ出すが──

「きゃっ？」

　そのまま、べたんと倒たおれ込んでしまった。

　昨日の華か麗れいな動きが噓うそのようだ。

「ど、どうして」

「デストロイヤー〈ムラクモ〉──砲撃フアイア！」

　コノハが立ち上がれずにもがいている間に、葉月の砲撃が直撃する。

　蒼真は葉月に向かって腕を上げた。

「勝者、柊」

　コノハが愕がく然ぜんとしていた。

　だが蒼真もコノハがここまで動けないとは思っていなかった。

　グラムの運用に優れているがゆえの欠点だろう。グラムという魔ま法ほうの箒ほうきに乗っていた魔法使いに、突とつ然ぜん騎き士しのように馬を乗りこなしてみろと言っているようなものだから。

　──いや、仮想機どころか外骨格の扱いさえ学んでないんじゃないか？

　なんとも奇き妙みような話だ。

　デストロイヤーは制御こそグラムを頼たよっているが、飛行能力は外骨格のものだ。

　グラムを手放しただけでここまで動けなくなるようでは、デストロイヤーやクルーザーも扱えるはずがないのだが……。

　──あるいは、外骨格をまとわぬことを前提に訓練されてきた？

　そんなグラムが存在するとすれば、ひとつだけのはずだが……。

　訝いぶかる蒼真をよそに、マリーが嘲ちよう笑しようを上げる。

「あらぁ？　あらあらあらぁ？　エリートの御国コノハらしからぬ、なんとも無様で滑こつ稽けいな結果ですわねぇ。外骨格の使い方から教えて差し上げましょうか？　ああ、でも龍の扱いならわたくしごときよりも遥はるかにお上手だというお話でしたかしら！」

　ここぞとばかりに、マリーは勝ち誇ほこって胸を張る。

　当のコノハは、そんな悪あく罵ばさえ耳に届いていないかのように呆ぼう然ぜんとしているが。

「御国は、外骨格の使い方から始めないと駄だ目めか……」

　勝ち誇るマリーの笑みが凍こおりつく。

「そんなっ、それではわたくしたちの課題まで遅おくれてしまいますわ」

「君たちはチームだ。三人しかいないのにまともに仮想機も使えない足手まといがいて、君は勝ち抜けるのか？」

　ぐぎぎっと、マリーは歯ぎしりをした。

　──外骨格の扱いに、チームワークの改善に……問題が山積みだな。

　頭痛を覚えていると、別の班の少女が駆けよってきた。

「小鳥遊先生。グラムの順番、次は十一班ですけど」

「ああ、ありがとう……」

　各班、三十分という短い時間ではあるが、本日もグラムの使用は許可されている。

　どうやら、その順番が回ってきたらしい。

　生徒から三隻のキーを受け取って、蒼真はマリーと葉月に目を向ける。

「とりあえず、柊とマリーはふたりでグラムの訓練をしていてくれ。御国は外骨格の基き礎そ訓練だ」

　キーを手て渡わたすと、マリーは上じよう機き嫌げんで頷うなずくが、葉月はどこか寂さびしそうに俯うつむいた。

「小鳥遊先生に、授業を見てもらえると思ったんだけどなあ……」

「別に君たちを無視するわけじゃない。そっちもちゃんと見るから」

「はーい」

　昨日は晩も火来のところで診しん察さつがあったため、ほとんど葉月と話せていなかった。

　──今夜あたり、食事でもつれて行くか。

　幸いというか、蒼真の荷物は整理が必要なほど多くはないのだから。

　葉月がマリーとグラムを起動し、訓練を始めるのを見送って、蒼真はコノハに向き直る。

　コノハはまだ、自失した様子でへたり込んでいた。

「ほら、とりあえず外骨格の飛行訓練から始めよう。御国はグラムを使えば普通に飛べるんだから、すぐに慣れるはずだ」

　そう言って蒼真が手を差し出すと、その手を見てにわかに顔を強こわ張ばらせた。

　──あ、これは「気安く触さわらないで」とか言われるかな？

　昨日のマリーへの態度も悪意はなかったようではあるが……。

「余計なお世話だったか？」

　蒼真が手を退ひこうとすると、コノハはどこか困ったように目を伏ふせる。

「……いえ、人の手に触れるのは、あまり慣れていないもので」

　そう言って、怖おず怖おずと蒼真の手を握にぎり返した。

　──細い手だ。

　折れそうなほど細く、長い指。外骨格とはいえ、手首から先はスーツにも覆おおわれていない生身の素す手でだ。

　柔やわらかい温ぬくもりが伝わって、相手が年とし頃ごろの少女であることを強きよう烈れつに意識してしまった。

　瞬またたく間に、コノハの真っ白だった頰ほおも紅潮してしまう。

　──意外に、御国はすぐに赤くなるんだな。

　てっきり拒きよ絶ぜつされるかと思えば、この反応だ。

　相変わらず、この少女の表情は変化に乏とぼしい。じっとしていると未いまだになにを考えているのかわからないところがある。

　それが向こうにも意識されてしまうと、蒼真も余計に意識してしまう。

　言い訳を探すように、蒼真は口を開く。

「その、泳ぎ方の練習と同じだ。慣れるまでは、こうやって手を引いた方がやりやすい」

「……よくわかりません。泳いだことも、ないもので」

　そう言って、恥はじらうように視線を逸そらす。

　それでも、拒絶や嫌けん悪おの意志は感じられなかった。

「そ、そうか」

　気がつくと、心臓がバクバクと早はや鐘がねを打っていた。

　そんなふたりを見て、グラムを起動した葉月が顔を引きつらせたのだが、蒼真は気付くことができなかった。

　両手を握って支えてやると、コノハも自力で外骨格を制御して浮ふ遊ゆうする。

「その調子だ。少し歩いてみようか」

　手を引きながら後ろに進むと、コノハも危なげな足取りでそれに続こうとする。

　ふよふよと浮うかぶ少女の手を引くそれは水泳の訓練に似ているが、水泳と決定的に異なるのはそこが水中ではないことだ。

　つまり、水に隠かくされることなく、少女の艶あでやかな肢し体たいも細くくびれた腰こしも、重力に引かれて揺ゆれるたわわな乳ち房ぶさも、その輪りん郭かくを顕あらわにしているのだ。

「あっ……んっ、待って」

　しかも、コノハが口にしたとは思えぬ喘あえぐような声が、倒とう錯さく的てきな誘ゆう惑わくを呼びかける。

　気の迷いを振ふり払はらうように蒼真は足を進めるが。

「──きゃっ」

　どうやら、進む速度が速すぎたらしい。

　バランスを崩くずしたコノハが、蒼真の腕にしがみつく。

　引き寄せられた腕は、柔らかなふたつの膨ふくらみに挟はさまれていた。

「ぐふっ」

　極力平静を装よそおってきた蒼真だったが、その一撃には耐たえられなかった。

　たまらず足をもつれさせ、仰のけ反るように転てん倒とうした。

「ひうっ？」

　そして、コノハの手を取っているのだから、当然彼女も巻き込まれることになり──花のような甘い香かおりが鼻をくすぐり、柔らかい温もりが降ってくる。

　仰あお向むけに倒れた蒼真の上に、コノハも倒れ込んでいた。

　外骨格の浮ふ力りよくがまだ生きているのだろう。膝ひざから下は宙に浮かんでいて、上半身を押しつけるようにもたれかかっている。

「すみません──っ」

　コノハはすぐに起き上がろうとするが、彼女もそれなりに気が動転しているのだろう。

「はうっ」

　もう一度、蒼真の上に倒れ込んでいた。

　ふたつの膨らみが何度も押しつけられ、蒼真はこの少女を思いきり抱だきしめたい衝しよう動どうと必死で戦った。

「……」

　そんな蒼真とコノハを、冷たい瞳ひとみで見つめる少女の姿があった。

　葉月だ。

　まるで大切にしていた宝物を汚けがされたかのように、冷たくも暗い瞳をしている。

「──ちょっと柊さん。聞いていますの？　〈ムラクモ〉の試運転に付き合って差し上げますから、撃うってみなさいなって」

　そんな異変に気付かず、赤い外骨格をまとったマリーが声を上げる。

　恐おそらく、この瞬しゆん間かんまで蒼真さえも忘れていたのだろう。

　葉月とてコノハとマリーに並ぶほどグラムリッターとしての素質が高いことを。

　無造作に、右手の銃じゆう身しんをマリーに向ける。

「〈ムラクモ〉──砲撃フアイア」

　ギュィィィッと凄すさまじい音を立て、〈ムラクモ〉の動どう力りよく炉ろが回転を上げる。龍に膨ぼう大だいな魔力を送られていくのがわかった。




　そして、目も眩くらむような閃せん光こうが、グラムから解き放たれた。




「ひいぃ──っ？」

　マリーは飛び込むように地面を転がり、火線から逃のがれる。

　葉月が放った砲撃は、演習場の鱗りん界かいさえ打ち砕くだき、空を射い貫ぬいていた。

　ぽっかりと穴の空いた天てん井じようから、ヒュウヒュウと風の音が届く。

　しんっと、演習場が静まり返っていた。

　そこでようやく葉月も我に返ったのだろう。慌あわてたようにマリーに駆け寄る。

「ご、ごめんなさい、マリーさん！　怪け我が、ありませんでしたか？」

　そう言う葉月の手の中で、〈ムラクモ〉の砲ほう身しんがバシュッと蒸気を吐はき出して機能を停止させる。

「あ、あれ？　安全装置かな……？」

　──違ちがう。オーバーヒートだ。

　葉月が注ぎ込んだ魔力は、デストロイヤーとはいえグラムの許容量を超こえるほどのものだったらしい。

　やがて、その事実はじわじわと周囲の生徒たちにも伝わっていく。

「ち、違うんです！　これはその、ちょっと加減を間違えたというか！」

　軽く加減を間違えたくらいでグラムをオーバーヒートさせる力に、生徒だけでなく指導官までもが後あと退ずさる。

　それは、蒼真の腕うでの中でコノハまでもが震ふるえるほどだった。

　──十一班で一番恐ろしいのは、葉月なのかもしれない。

　こうして、葉月も晴れて〝問題児〟の烙らく印いんを押されたのだった。








第四章　蒼あおいグラム






　ハイデマリー・フォルツハイムは、その名からもわかるように皇国出身ではない。

　皇国の同盟国であり、無数の龍りゆう甲こう艦かんを有する大国──〈帝てい国こく〉だ。

　十三歳のころの話だ。

　マリーの艦は、エンジントラブルでファフニールの巣へと接近してしまった。

　当然、ファフニールの群れに襲おそわれることとなり、それは艦に駐ちゆう在ざいするグラムリッターの手に負える数ではなかった。

　家を焼かれ、親しい友人が引き裂さかれ、毎日歩いた街が踏ふみ砕かれる。為なす術すべもなく自分の居場所が壊こわされ、逃にげ遅おくれたマリーの前にも鋼鉄の竜が立ちはだかった。

　自分は死ぬのだと、震えることしかできなかった。

　そんなマリーを守るように空から降りてきたのは、空と同じ色をしたグラムだった。

　蒼いグラムリッター。

　肩かたに異国の文字が刻まれた、見たこともないようなグラムで、あっという間に悪夢を体現したようなファフニールを倒たおしてしまった。

　その姿に、胸が震えた。

　人はただ蹂じゆう躙りんされるだけではなく、戦えるのだと、強くあれるのだと、その人が教えてくれたような気がした。

　あとになってから、艦の救難信号を受けて駆かけつけた皇国のグラムリッターだと知る。

　マリーはグラムリッターを志し、皇国への留学を決心した。

　ただ、マリーの魔道士としての才能はそれほど高くはなかった。彼女が入学できたのは、辺境の弱小校だった。

　──それでも、強くなればいつか〝あの人〟に会える。

　だから、マリーはひたすら努力した。

　才能などという言い訳で、夢を諦あきらめたくなかったから。

　自分を救ってくれた〝あの人〟に、もう一度会いたかったから。

　強さというものを教えてくれた、あの蒼いグラムリッターのようになりたかったから。




「それが、なんてざまですの……」

　更こう衣い室しつにて、マリーは自分自身に落らく胆たんしていた。

　昨日は転入初日のコノハに惨ざん敗ぱいした。

　本日はあの温おん厚こうそうな少女葉は月づきの砲ほう撃げきに、無様な悲鳴を上げて逃げてしまった。……あれには本当に恐きよう怖ふしてしまった。

　逆さか恨うらみであることは、心のどこかで理解していた。

　それでも、その悔くやしさをどこかにぶつけざるを得ない。

　自然と、マリーが目を向けたのはコノハだった。

　ちょうど制服に着き替がえるところで、首の後ろの留め具を外して防護服を腰まで脱いでいた。下はともかく、上の下着を身につけていては防護服はまとえない。無防備な乳房をそっと片手で隠しながら下着に腕を通していく。

　この鉄面皮の少女でも、裸ら体たいを隠す程度の羞しゆう恥ち心しんは持ち合わせているらしい。マリーには少し意外に感じられたくらいだ。

　──自分でもわかってるだろう？　いまの君じゃ、御み国くにには勝てない──

　そう、マリーもわかってはいるのだ。蒼そう真まの言ったことは事実だと。

　──でも、才能のないわたくしが、抗あらがうことまで諦めたらそこでお終しまいですわ。

　マリーは一番であり続けなければならない。

　一番であり続けなければ〝あの人〟を追いかけることはできないのだ。

　マリーの視線に気付いたのか、コノハが振り返る。
















「なにかしら」

　抜ぬけるような白い肌はだ。人形のように長いまつげ。同性のマリーから見てもゾッとするほどの美び貌ぼうだと思う。

　この華きや奢しやな手足でマリーを圧あつ倒とうする戦せん闘とう力りよくを誇ほこるとは、とうてい信じられない。

　それでいて、散るのを待つ花のような危あやうさと儚はかなさが同居している。

　なぜかその顔を直視していられなくて、マリーは視線を落とした。

　そこで、マリーはまた屈くつ辱じよくに顔を染める。

　──どうしてこの娘この方が大きいのよ。しかも形もいい。

　胸囲の発育には個人差がある。マリーとて周囲の少女たちにそれほど劣おとるものではないはずだが、コノハの胸は明らかに頭ひとつ抜きん出ていた。

　と、そこで気付く。

「御国さん？　あなた、それって……」

　その何気ないひと言から、マリーは授業が終わってからもコノハと顔を突つき合わせることになった。




　　　　◇




「──〈封フ槍ソウ〉、か」

　龍甲艦〈ヒリュウ〉地下第三甲かん板ぱん格納庫。

　その最さい奥おうに、蒼真はいた。

　火か来くからここに〈封フ槍ソウ〉が搬はん入にゆうされたと聞いて、授業が終わると蒼真は自然とここに足を向けていた。

　目の前には、重厚な金属の扉とびらが聳そびえ立っている。

　〈封フ槍ソウ〉が格納されているのは、この扉の向こう。

　蒼真が望みさえすれば、この扉は簡単に開く。

　だが、蒼真は扉の前で立ち尽つくしたまま、その向こうに進むことができなかった。

　目を閉じれば、いまも聞こえるのだ。

　年若い蒼真を友と呼び、旗官として仰あおいでくれた部下たちの声が。

　どうしてお前だけ生きているのだと、全てがお前の責任だと。

「……なにが、最強だ」

　どれほどグラムが優れていようと、蒼真はたった一歩も前に進めない臆おく病びよう者ものなのだ。

　どれくらいの間、そうしていただろうか。

　不意に、後ろから声がかけられた。




「そこ、開けないの？　せんせぇ？」




　振り返らなくとも、その声で誰だれだかわかってしまった。

「……覗のぞき見は感心しないな、鈴すず音ね」

　呼びかけると、声の主あるじ──鈴音は悪びれた様子もなく蒼真の隣となりにやってくる。

「いやあ、小鳥遊たかなしせんせぇが〈封フ槍ソウ〉のところに行ったって聞いたから、アタシも見せてもらえないかなあ、なんて」

「なんでも聞きつけてくるんだな」

「そりゃあ、アタシは生徒会長だもん？　艦内のことで、生徒会長が知らないことなんてないんだよ」

　ビシッと二本の指を立て、いつも通りの戯おどけた調子で言うが、その表情はどこか青ざめていた。

「……せんせぇでも、そういう顔するんだね」

　鈴音の震えるような声で、蒼真もハッとした。

　自分はいま、どんな顔をしているのだろう。

　後こう悔かいに怯おびえているのだろうか。それとも不ふ甲が斐いない己おのれに怒いかりを抱いだいているのだろうか。あるいは独り生き残ったことに絶望しているのだろうか。

　どちらにしろ、穏おだやかな表情ではないだろう。

　鈴音を怯えさせてしまったと気付いて、蒼真は頭かぶりを振ふる。

「あまり、いい思い出じゃないもんでな」

　そう言って、鈍にび色いろの扉に触ふれる。

「この向こうには、俺が使ってたグラムがあるらしいんだ。だが……」

　その続きを、蒼真は口に出すことができなかった。

　扉に触れる手が震え、喉のどがカラカラに渇かわき、心臓が嫌いやな鼓こ動どうを打つ。

　──愚劣な敗者バツドルーザー──

　それが、いまの蒼真に与あたえられた呼び名だ。

　きっと葉月あたりが聞けば憤ふん死ししかねないほどの侮ぶ辱じよくなのだろう。

「だけど、俺は……」

　だが、蒼真はそれさえも生やさしいと思う。

　失ったもの、壊れたもの、蒼真が裏切った全ては、もう返ってはこないのだから。

　蒼真は、ここでそれを告白するべきなのだろう。

　なのに、その程度の勇気もない臆病者なのだ。

　そんな蒼真を見かねたように、鈴音は囁ささやくように言った。

「……うん。知ってる。たぶん、全部」

　蒼真は目を見開いた。

「……そうか」

　短く、そう答えた。

　蒼真の異動を学園の指導官よりも先に聞きつけていたのだ。まさかとは思ったが、蒼真の最後の任務のことも摑つかんでいたらしい。

「でもね、せんせぇ」

　鈴音は、ようやく蒼真の顔を見上げた。

「それでも、アタシはせんせぇに戦い方を教えてほしい。アタシたちを強くしてほしい。他の誰でもない、小鳥遊せんせぇに。その気持ちは、いまも変わってないよ」

　どうして、この少女はこんなに蒼真を信用できるのだろう。

　その根こん拠きよを蒼真は知らないが、それでもこの言葉には少し救われた気がした。

　ぽんっと、鈴音の頭に手を乗せる。

「ありがとう。そう思ってくれる人がひとりでもいるなら、俺がここにいる意味はある」

　その場凌しのぎの言葉ではない。

　まがりなりにも蒼真が指導官であろうと思えたのは、最初に鈴音が蒼真を必要としてくれたからなのだ。

　蒼真がそう答えると、鈴音はどこかホッとしたように吐と息いきを漏もらす。

「んじゃ、アタシはそろそろ戻もどるね。生徒会長は多た忙ぼうなのだ」

　ひらひらと手を振り、鈴音は踵きびすを返す。

　そんな背中を見送って、蒼真はなんだか笑いそうになった。

　──あいつ、俺なんかよりよっぽど男前なんじゃないか？

　幼い容姿とは裏腹に、あの小さな生徒会長には蒼真が見習うべきものがあまりに多い。

「生徒会長、か」

　もしも蒼真がただの生徒としてここに来ていたなら、彼女は敬愛すべき先せん輩ぱいだったのだ。

　──駄だ目めだな。こんなんじゃ。

　蒼真は生徒ではなく、指導官なのだ。

　教わるのではなく、教える立場なのだ。

　もう一度頭を振って、蒼真も格納庫をあとにする。

　あとにはただ、鉄の扉と、その奥に眠ねむる鋼はがねの息吹いぶきだけが残されていた。




　　　　◇




　夜。格納庫から戻った蒼真は、義ぎ妹まいの葉月とふたりで〈ヒリュウ〉のショッピングモールを訪れていた。

「えへへ。おにいちゃんといっしょにご飯なんて、三年ぶりだね？」

　そう。三年ぶりだ。

　──葉月も、大きくなったな。……どこが、とは言わないが。

　顔立ちはあまり変わっていないにも拘かかわらず、腰こしはくびれ、発達すべき部位は発達している。特に胸周りの大きさは一年生の中でも一、二を争うほどだと思う。

　そのくせ、昔と同じように腕うでにしがみついてくるのだから困る。

　シャンプーのにおいだろうか。甘い香かおりが鼻をくすぐる。コノハが花のような甘さであるのに対し、葉月はバニラのような甘さだった。

　豊かな膨ふくらみを押しつけられて、蒼真は気を逸そらすように相づちを打つ。

「き、昨日は忙いそがしくてなにもしてやれなかったからな」

　その埋うめ合わせで、今晩は夕食に誘さそったのだ。

　……決して、昼間の出来事に恐おそれをなしたわけではない。

　──だが、葉月の魔ま力りよくが強すぎるのも問題だな。

　昼間の一件だ。

　強力な主しゆ砲ほうというのは望ましいが、一いち撃げきで使用不能になるようでは戦えない。恐らく、葉月はデストロイヤー級ではなくクルーザー級をまとうべき器うつわなのだろう。

「というか、ちょっとくっつきすぎだ葉月。お前だってもう子供じゃないんだぞ」

「……昼間、御国さんが引っ付いても怒おこらなかったのに？」

　じとっと睨にらまれて、蒼真は返事に詰つまった。

　同時に、あのときの葉月の怒りも理解できた気がした。

　──葉月に知らない男虫が引っ付いてたら、俺も腹を立てるだろうな。

　まして、三年ぶりの再会でそんな姿を見せられては葉月の反応ももっともだろう。

「とにかく、店に入ろうか」

　そう言って、蒼真はショッピングモールの中に入った。

　モールの見た目は広くはあるが、一階建てでそれほど大きな建物ではない。

　とはいえそれは外見の話で、この建物の本体は地下の第二甲板にある。地下には店てん舗ぽだけでなく生産工場の手合いも内蔵されており、エレベータやベルトコンベアなどでそれぞれの店舗窓口へ輸送される。

　この艦かんには生徒以外にも十万もの人々が生活している。当然、十万の人口を養うだけの産業も存在する。その大半が、この建物に集まっているのだ。

　電光掲けい示じ板の大きな看板には『パーク・ヒリュウ』と表示されている。

「やっぱり民間の艦は華はなやかだな」

　懐なつかしさを込めて蒼真が呟つぶやくと、葉月が首を傾かしげた。

「軍艦はお店とかないの？」

「あるにはあったが、最低限のものしかなかったな。根本的に、娯ご楽らくの生産がないんだ」

　軍艦でも一いつ般ぱん人じんは生活している。勤務する魔道士の家族などだ。

　だが軍艦という性質上、艦の生産力は娯楽ではなく軍事に吸い上げられてしまう。

　酒場程度はあったものの、軍艦の娯楽は他の艦から輸入するもので艦内での生産施し設せつがないため、どうしても数が少なくなってしまうのだ。作戦行動に入ろうものならさらに。

　なんとはなしに後ろを振り返ると、遥はるか後方に小さく艦橋が見えた。こちらは艦橋を挟はさんで学園とは反対側にある。

　基本的に〝街〟としての施設は船せん尾び側に備わってる。これは脱だつ出しゆつ艇ていの大半が船尾に設置されていることが理由だ。

「とりあえず、なにが食べたい？　好きなものでいいぞ」

「おお、太っ腹だね？　なにをねだろうかなあ……って、あれ？」

　モールに入ってすぐに、葉月が声を上げる。

「どうした？」

「あれって、御国さんじゃない？」

　葉月が指差す方向に目を向けると、なにかに気を取られた様子で立ち尽くす少女の姿があった。まだ制服姿なのでかなり目立つ。

　濡ぬれ羽ば色いろの後ろ姿は、確かにコノハのものに見えた。

　よほど気になるものでもあるのか、ショーウィンドウのトランペットに見み惚とれる少年のようだ。心なしか、頰ほおが紅潮しているように見える。

　近づいてみると、コノハが向き合う壁かべは一面ガラス張りになっていた。

　二段に仕切られたガラスケースの中で毛むくじゃらの小動物たちが愛らしい姿を晒さらしている。あるものは興奮したように尾おを振ってケースに爪つめを立て、あるものは客など見えていないかのように隅すみで丸くなっている。すうすうと寝ね息いきを立てているものもいた。

　コノハは、そんな小動物たちを熱心に見つめている。

　蒼真と葉月は顔を見合わせ、ふむと頷うなずいた。

「──御国はこういうのが好きなのか？」

「ひうぅっ？」

　悲鳴を上げて、コノハが跳とび上がった。

　蒼真たちの姿に気付くと、あわあわと両手を振る。豊かな仕草とは裏腹に表情はほとんど変わらなかったが、目には涙なみだが浮うかんでいてかなり動どう揺ようしていることはわかった。

　それから、長い黒くろ髪かみを振り払はらって澄すました様子で呟く。

「珍めずらしい生き物を見つけたもので」

「犬ってそんな珍しいかなっ？」

　葉月が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「いえ、こちらの方が……」

　そう言ってコノハが目を向けたのはケースの中で伸のびをする子こ猫ねこだった。

「御国さん、猫派なんだ……」

　葉月がなぜかショックを受けた顔をする。思えば葉月は、昔から犬が好きだった。

　そんなふたりの少女を眺ながめて、蒼真は小さく噴ふき出した。

「見惚れるほど珍しかったのか？」

　蒼真がそう訊きくと、コノハは困ったように俯うつむく。

「そういうわけでは……いえ、私がいた艦にはいませんでしたから」

「……？　御国は軍艦にでもいたのか？」

　民間の艦ならペットなど珍しくはないが、軍艦にはまず乗船できない。かくいう蒼真も、犬や猫などずいぶん久しぶりに見たのだ。

　コノハは戸と惑まどうように視線を逸らして、わずかに頷いた。

「似たような、ものです」

　確かに昨日の戦せん闘とうを考えれば、軍艦に所属していても不思議はないのだが……。

　──なら、なんでいまさら学園の生徒なんてやってるんだ？

　蒼真が訝いぶかっていると、葉月が興味深そうに声を上げる。

「御国さんも買い物？」

「ええ。……あ」

　頷いて、コノハはなにかを思い出したように突とつ然ぜん周囲を見み渡わたした。




「御国コノハ！　あなた、いったい何度はぐれたら気がすみますの？」




　聞き覚えのある声に振り返ると、そこにはたいそうお冠かんむりなマリーの姿があった。

「……って、指導官？」

　蒼真に気付いて、マリーも硬こう直ちよくする。コノハの名前を呼んでいたが、いっしょに買い物でもしていたのだろうか？　なんとも意外な組み合わせだが。

　チラリとコノハに目を向けてみるが、相変わらず表情に変化はなくてわからない。胸の前で指を絡からませる仕草から、申し訳なさそうに見えなくもない。

　マリーは両手に紙かみ袋ぶくろを提さげていた。よく見るとコノハの足元にも同じ袋が置いてある。

「ふたりで買い物か？」

　このふたりの相性は最悪だと思っていた。蒼真には意外でならない。

　マリーは恥はずかしそうに視線を逸らし、言いにくそうに口を開く。

「その、御国コノハが着き替がえもろくに持っていないとか言い出したものですから、それでここに案内しただけですわ。決して、授業中に笑ったのが意地悪かったとか、そんなことを思ったわけではなく……」

「じゃあ、その荷物は？」

　蒼真がマリーの紙袋を見ると、マリーはフンと顔を背そむける。

「こっ、この娘こがなにを買ったらいいかわからないとか言い出すものですから、少し見み繕つくろってあげただけですわ！」

　マリーも買い物をしていたのかと思いきや、なんとコノハの買い物に付き合って荷物まで持ってあげていたらしい。

　葉月が笑いたいのを必死で堪こらえるような顔で言う。

「マリーさんって、実はすごいお人好よし？」

「ぶ、侮ぶ辱じよくしていますのっ？」

「いや、褒ほめてるんだけど……」

　顔を真っ赤にするマリーを見て、コノハも無表情に頷く。

「そうね。初対面の他人にここまでできるなんて、理解に苦しむわ」

「御、国、コ、ノ、ハ、っ！」

　額に青筋を立てて、とうとうマリーがコノハに詰め寄る。

「どうにもあなたはわたくしを怒らせないと気がすまないようですわね！」

　額がぶつかりそうな距きよ離りで睨まれて、コノハはまるで表情を変えないまま首を横に振ふる。




「私には、真似まねができないもの」




　その声は間ま違ちがっても嘲ちよう笑しようめいたものではなく、切実な響ひびきを含ふくんでいた。

　マリーが呆あつ気けに取られてボトリと両手の紙袋を取り落とす。

　それから我に返ると腕を組んでふんと顔を背ける。

「と、とにかく、これで貸し借りはなしですわ！　このわたくしが、明日あしたからも下した手てに出るとは思わないことね」

「下手に出ているところを見た記き憶おくがないのだけれど」

「今日！　ここに！　付き合って差し上げたではありませんの！」

　怒ど声せいを上げるマリーに、葉月が小さく噴き出す。

「マリーさん、やっぱりお詫わびのつもりだったんじゃないですか」

「違うと言ってますでしょうっ！」

　最後の怒ど鳴なり声はもう裏返っていた。

　──なんだ。この三人、意外と上手うまくやれそうじゃないか。

　マリーは本質的にお人好しで、コノハも決して敵意を持っているわけではない。そして葉月はふたりの間に入っていける。

　これを上手く回すことができれば、最強のチームになるだろう。

　──それが、俺のやるべきことか。

　確信を抱いだいて笑みを浮かべると、マリーがじとっと睨んできた。

「指導官、笑わないでください」

「別に君らを笑ったわけじゃないんだが」

「どうだか」

　どうやら、先にマリーから信しん頼らいを得る必要がありそうではあるが。

　マリーはふんと鼻を鳴らすと「それで？」と問いかけてくる。

「指導官と柊さんは、こんなところでなにをしていますの？」

「ああ。飯でも食べようかと思って」

　そう答えた瞬しゆん間かん、獣けものの唸うなり声のような凄すさまじい音が響いた。

　葉月が目を見開き、コノハがビクリと身を震ふるわせる。蒼真も、ちょっと信じられない気持ちで音を放った本人を見ていた。

　そこには、火を噴きそうなほど赤い顔をしたマリーが俯いていた。

「ええっと、せっかくだから、みんなでどうだ？　会計は俺が持つからさ」

　マリーは初めは羞しゆう恥ち心しんから断ろうとしたが、結局空腹には勝てなかった。




　　　　◇




「し、指導官。本当によろしいんですの？　この店、結構な値が張りますわよ？」

　マリーは落ち着かない様子で店内を見渡す。隣となりを見ると、葉月も気き後おくれしたように体を縮めていた。ただひとり、コノハだけが平然とした顔をしている。

　蒼真たちが入ったのは、龍りゆう甲こう艦かんの最下層にあるラウンジだった。

　この店の床ゆかはガラス張りになっており、眼下の大地を見下ろすことができる。もっとも、陽ひも落ちたこの時間では月明かりに照らされた雲を見られる程度のものだが。

　この時間はアルコールも振ふる舞まわれており、料理の値段も学食に比べるとゼロがひとつ増えるほどだった。まさかそこまで値が張るとは思わなかったが、入ろうと言い出した手前、やはりやめようとも言えなかった。

「き、今日は打ち上げのつもりで来たんだ。気にしなくていい」

　グラムリッターに着任していて、金を使う機会はあまりない。現役時代に支し払はらわれた報ほう酬しゆうはほとんど手つかずで残っているのだ。食事代には不自由していなかった。

　──それに、この三人はまずお互たがい協力するところから始めないことにはな……。

　いっしょに食事を摂とるという行こう為いは、それだけでお互いを知る機会になる。

　キョトンとした様子で、コノハが呟つぶやく。

「こういった店は、高級なものなのですか？」

「まあ、安くはないかな」

　コノハの言葉に蒼真が頷くと、マリーが呆あきれたようにため息を漏もらす。

「御国コノハ……。あなたの金銭感覚は本当にどうなっていますの？　さっきも値段も見ずに買い物カゴに突つっ込もうとしましたし」

「ショーウィンドウに飾かざってあったものだわ。身につけてもおかしくはないはず」

「店頭には一番高いものを飾るものでしょう！」

「……？　所持金は足りていたはずだわ」

「あんた、所持金全部吹ふっ飛ばすつもりなんですの？」

　どうやら、買い物中もずっとこんな調子だったらしい。

　葉月も堪えきれないように笑い声を漏らす。

「マリーさんも御国さんも、なんでふたりで買い物に行くことになったんですか？」

　マリーとコノハは顔を見合わせ、マリーがふんと顔を背ける。

「先ほども言いましたけれど、この女が着替えを持っていないと言い出すもんですから」

「私はそんなことは言っていない。あなたが勝手にそう言ってきただけ」

「昨日と同じ下着を着ていたらそれは気にもなるでしょう！」

　そう言って、マリーは口が滑すべったというように口を押さえる。

　──下着って……下着か……。

　聞いていて、蒼真も顔が赤くなってしまった。

　葉月が意外そうに目を丸くする。

「マリーさん、よくそんなのわかりましたね？」

「そりゃあ……」

　マリーは自分の胸を押さえてコノハの胸を見つめ、顔を屈くつ辱じよくに染める。

　──そういえば、コノハや葉月に比べるとマリーは……。

　なんというか、まだまだ発育途と上じようというか、明らかに見み劣おとりのする大きさだった。

　どうやらそこでも対たい抗こう心しんを燃やしていたらしい。

　──というか、俺は一応、男なんだがな。

　女子生徒というものは指導官を男とは思わないものなのだろうか。それともこの学園が女子校だからだろうか。いろいろと会話が無防備だ。

「そ、そんなことはどうでもいいではありませんの。それより、どうして御国さんのような世間知らずが独りでこの学園に来ましたの？」

　蒼真は目を丸くする。

「独りって、御国はこっちに身内はいないのか？」

「いないわけじゃ、ない」

　話したくないことなのだろうか。コノハは言い淀よどんでいた。

「……どうしても、やらなければいけないことが、あるの」

「やらなきゃいけないこと……？」

　葉月が首を傾かしげると、コノハはじっと蒼真を見つめた。

「私は、強くならなければならない」

「君は十分強いよ。十五歳であそこまで動けるグラムリッターは、そうはいない」

　蒼真がそう言うと、コノハは首を横に振った。

「強く、ないわ。私は、なにもできなかった」

　コノハも、どこかで敗北を味わったのだろうか。

　その表情にはなにも浮うかんでいないというのに、瞳ひとみには深い後こう悔かいの色が滲にじんでいた。

　沈ちん黙もくしてしまい、葉月が話を逸そらすように声を上げる。

「じ、じゃあ、マリーさんはどうしてこの学園に入学したんですか？　マリーさん、皇国人じゃないのに」

「ふぇっ、わたくし？」

　急に話を振られ、マリーが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　それから、頰ほおを赤くして顔を背ける。

「わたくしは、どうしても会いたい方がいて、だから帝てい国こくから皇国に来たのですわ」

　帝国もまた、多数の龍甲艦を所有し、皇国と並び称しようされる大国だ。皇国とは同盟関係にあり、グラムリッター以外でも交こう換かん留学生は多い。

　葉月が目を輝かがやかせる。

「わあ、会いたい人って恋こい人びととかですか？」

「ちっ、違いますわ！　そもそも、名前だって知らないのに……」

　話に食いつく葉月に、マリーはすごい勢いで首を横に振った。

「……？　名前もわからないのに会いたいんですか？」

「皇国のグラムリッターだったのよ。グラムを見れば絶対にわかりますわ。だからグラムリッターになりたいのよ」

　なるほど、と蒼真は頷うなずいた。

　火来を見ればわかることだが、グラムリッターの寿じゆ命みようは短い。十年も現役でいられれば長い方で、多くは数年のうちに退役してしまう。マリーが言うグラムリッターが、いまも現役でいるとは限らない。

　だが、グラムの名前さえわかれば、過去の記録から誰だれが使用していたか調べることは難しくない。記録を閲えつ覧らんするなら、確かに皇国のグラムリッターになるのが手っ取り早い。

「へえ、そういうのも、なんか浪ろ漫まんですね」

　なにを妄もう想そうしたのか、葉月は幸せそうに顔を緩ゆるませる。

「柊さんの方こそ、どうなんですの？　人のことばかり言ってないで」

「わたしですか？　普ふ通つうに、おにいちゃんがグラムリッターだからですよ」

　純じゆん粋すいな好意を向けられ、蒼真は胸の奥がチクリと痛むのを感じた。

　葉月はまだ、蒼真が〝バッドルーザー〟などと呼ばれていることを知らない。騙だましているような気分だった。

　それから、少女たちの視線は自然と蒼真へと向けられた。

　ここでまだ、グラムリッターになった理由を話していないのは蒼真だけなのだ。

「指導官がグラムリッターになったのはどうしてなんですの？」

「俺のは、みんなみたいに華はなのある話じゃないぞ」

　退役の理由とは異なり、入隊の理由は忌き避ひするほどのものではない。

　それでも、嬉き々きとして語るような内容でもなかった。

　蒼真が言葉を濁にごすと、コノハが小さく呟いた。




「第三十四期特別徴ちよう集しゆう魔ま道どう士し」




　コノハの口からその名前が出るとは思わず、蒼真はすぐに返事ができなかった。

　マリーがキョトンとした顔をする。

「なんですの、それ？」

「……まあ、戦龍バトルシツプ限定の徴ちよう兵へい制度みたいなものだ」

「徴兵？」

　マリーが息を吞のんだ。

　皇国が誇ほこる最強のグラム戦龍バトルシツプ──そのグラムリッターに一定以上の空席が発生すると適用されることになっている。

　当時の蒼真は十一歳だったが、他界した蒼真の父もまたグラムリッターであり、ファフニールを憎にくむ気持ちもあった。そこで自分に戦龍バトルシツプの適性があると言われれば、断れようはずもない。

「御国は知ってたのか？」

　コノハは気まずそうに視線を逸らしながら頷く。

「小鳥遊指導官の名前は、有名でしたから」

　はて、と蒼真は眉まゆをひそめた。

　徴集魔道士は皇国の暗い部分でもある。おおやけには発表されていないはずだが……。

　──そういえば、俺と葉月が義ぎ兄妹きようだいだと聞いても驚おどろいてないようだったな。

　単に無表情だからわからなかっただけかもしれないが。

　──まさかとは思うが、御国があの任務のときにいた、なんてことはないよな？

　蒼真の最後の任務のことだ。

　生き残ったのは蒼真ひとりということになっているが、あの任務には、何十人ものグラムリッターが同行していたのだ。他に生き残りがいた可能性もあるのではないだろうか。

　──いや、そう思いたいだけだな……。

　蒼真とて、部下の顔と名前くらいは覚えている。

　その中にコノハはいなかった。

　だが、そうするとどういうことなのか。

　そのことについて問いかけるべきか迷っていると、ようやく料理が運ばれてくる。

「それじゃあ、まあ、十一班が勝ち抜ぬけるように祈いのって」

　それぞれの飲み物はソフトドリンクだったが、蒼真が音おん頭どを取ると少女たちも乾かん杯ぱいを合わせてくれた。

　ひと口分に切り分けた厚切りのステーキを口に運ぶと、葉月は目を輝かせる。

「なにこれ、すごく美味おいしい！」

　マリーも口を押さえ、コクコクと頷く。コノハは見た目からはわからないが、それでも少し目を丸くしているように見えた。

「喜んでもらえたなら、よかったよ」

　……料金のことは、いまは気にしないことにしよう。

　蒼真は意識して明るい声を上げる。

「そういえば、マリーの故郷はどんなところなんだ？　帝国の艦かんというのは興味がある」

　マリーは少し悩なやむように小首を傾げる。

「そうおっしゃられても、この〈ヒリュウ〉と大きく変わるようなものではありませんわ。それは街並みや料理は少しは違ちがいましたけれど」

「どんなふうに違うんだ？」

「たとえば、この艦では皇国の伝統建造物というか、妙みように木造建築が多いでしょう？　帝国では、石造りのゴシック調のものが多かったですわ」

　龍りゆう甲こう艦かんの建築物は、判で押したようなコンクリートの塔とうが大半を占しめている。

　だが、かつての──ファフニール出現以前の文化を保全する意味もあって、一部には国色を残した建造物が建てられているのだ。

　特に民間艦では、それが観光の名所としても機能している。

「そういえば、そんな気がするな」

　過去に帝国の艦を訪れたときは街並みを見る余よ裕ゆうはなかったのだが、言われてみれば石造りの建物が多かった。

「あとは……そう、においかしら」

「におい？」

「ええ。この艦に降りたとき、まずミソスープのにおいがしましたわ」

　微び妙みような表情で、マリーは笑う。

　ミソスープ──みそ汁しるは皇国の伝統的な家庭料理だが、異国人には馴な染じみのないものだろう。それに加え、帝国人はにおいに敏びん感かんだという話だ。

「なるほど。言われてみれば、帝国の艦は香こう水すいのにおいがしたよ」

「そうなんですの？　確かに香水は帝国の名産物のひとつですけれど」

「まあ、自分がいる場所のにおいほど、慣れてしまってわからなくなるものだろう」

　そこで、マリーが首を傾げる。

「あら？　指導官は帝国に来たことがありますの？」

「任務で何度かな。でもあのころは周りの景色を楽しむ余裕はなかったんだ」

「それはもったいない話ですわ。今度いらしたときは、ぜひ我が帝国の艦を楽しんでいってくださいな」

「そうさせてもらう」

　得意げに語るマリーに頷いて、蒼真は少しホッとした気持ちになった。

　──とりあえず、普通に話してくれるようになったな。

　昨日怒おこらせてしまってから、マリーには警けい戒かいされてしまっていた。それが、いまはずいぶん自然な態度に戻もどってくれている。美味しい食事の効果だろう。

　蒼真の反応からか、マリーもハッとしたような顔をする。

　そして、どこか言いにくそうに口を開いた。

「その、指導官……。昨日は、癇かん癪しやくを起こして申し訳ありませんでした。看護していただいたというのに」

　しおらしくマリーが謝あやまってくれて、蒼真は相好を崩くずす。

「いや、俺の方こそ配はい慮りよが足りなかった。許してほしい」

　申し訳なさそうな顔をしながら、マリーは肉をひとくち口に運ぶ。

　──そう思うんなら、謝るか食べるかどっちかにしてもらいたいもんだが。

　罪悪感を抱いだいていても、食しよく欲よくには抗あらがえないものらしい。

　蒼真が苦笑すると、マリーも自分がなにをしているかに気付いたらしい。

　顔を真っ赤にしてフォークをテーブルに戻す。

「すみません！　あまりに美味しくて」

「いや、そんなに喜んでもらえたならなによりだよ」

　そこで、黙もく々もくと食べていた葉月が不思議そうな顔をする。

「でも、マリーさんならこういうお店だって入れるんじゃないの？　マリーさん、首席なんだから月々の給金だってわたしより多いでしょう？」

　ギクリと、マリーは肩かたを震ふるわせる。

「そ、それは、その……。給金の大半は、仕送りしてますから」

「マリーさん、すごい。どうしよう、わたし、いままでそんなことまるで考えなかった」

　柊家は蒼真を養子に引き取っても生活に困っている様子はなかった。

　それに、蒼真がグラムリッターになってからはその分の仕送りもあったのだ。葉月までそんなことを気にする必要はないだろう。

「マリーは親孝行なんだな。普通は、そこまで気が回らないと思う」

　できるだけやんわりとフォローをすると、マリーも得意げに金色の髪かみを払はらう。

「そうでもありませんわ」

　それから、どこか暗い表情を見せる。

「母には、今回の留学でだいぶ無理をさせてしまいましたもの」

　グラムリッター候補生は軍務に準じた給金が支払われる。入学金もそれほど高額ではない。だが、留学となると旅費や引ひっ越こしの料金もかかってくる。

　コノハがどこか気き遣づかうような目を向ける。

「ご病気なの？」

「違いますわよ。健康には問題ないけれど、その、察しなさいよ！」

　それでもコノハは首を傾かしげる。これには葉月もどう言えばいいかわからないようだ。

「では、怪け我がかなにか？」

「だからっ」

　羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれ、マリーは火を噴ふきそうな顔をする。

　さすがに見かねて、蒼真は仕方なくコノハを手招きする。

（つまり、留学で普ふ通つうの進学より出費が多かったということだ）

（……？）

　どうしてこの娘むすめはこんなに察しが悪いのだろうか。やはりコノハはわからないという顔をする。

（だから、あまり裕ゆう福ふくではないというか、少し──）

　最後の方は消えるような小さな声で囁ささやくと、コノハは目を丸くした。




「え、貧びん乏ぼう？」




　そして、マリーに同情するような目を向けた。

　普ふ段だんが無表情なだけに、それは余計に憐あわれんでいるようにも見えた。

　対たい抗こう心しんを抱く相手からの同情ほど、傷つくものも少ない。

「なあっ、こ、このっ……」

　そんな目を向けられたマリーは、羞恥心やプライドなど、いろんなものによる葛かつ藤とうで泣きそうな顔をする。

　やがて、ギリッと歯を食いしばるとなぜか蒼真を睨にらみつける。

「指導官！　なんてことおっしゃいますの！」

「ちょっと待て。俺はなにも……」

「聞く耳持ちませんわ」

　同情に対する怒いかりをそのまま返すには、マリーは繊せん細さいすぎたのだ。

　そんな彼女が、逆上の矛ほこ先さきを向けられたのは蒼真だけだったらしい。十五歳という若すぎる少女が異国で自分の自我を守るには、仕方のない防衛反応だったと思う。

　理り不ふ尽じんだとは思ったが、もう、涙なみだまで浮うかべていっぱいいっぱいの顔を見てしまうと文句を言う気持ちも湧わかなかった。

　──和解できたような気がしたんだが。

　一いつ瞬しゆん、上手うまくいくような気がしたというのに、結局マリーからは明確に敵意を向けられるようになってしまった。

　果たして、この三人の欠点を直しつつ、協力させることなどできるのだろうか。

　学園対抗戦が始まるまでに、という限られた時間の中で。

　軍ならば階級や命令で押さえるという手段も存在するが、ここは軍でそうした行動を取れるように訓練する場所なのだ。

　──いや、別に難しく考えることはないのか？

　いっときとはいえ、この三人は仲良くできていた。

　──なら、いっそそういう状じよう況きように放り込めばいいんじゃないか？

　失敗の多い一日ではあったが、最後にひとつ答えを摑つかんだような気がした。




　　　　◇




　翌日。昼になると、演習場に一年生が集まっていた。

　蒼真は生徒たちの前に立ち、その日の実習の内容を説明する。研修もかねて、この手の全体説明は蒼真の役目になっていた。

「今日からは、一班ずつ実戦機のグラムを使っていってもらう。グラムを割り当てられた班は、龍甲艦の外を飛行するんだ」

　生徒たちの間にも、歓かん喜きとも悲鳴ともつかぬ声が広がる。

　選せん抜ばつ戦せんまで時間があるとはいえ、一年生にはすでに三機もグラムが与あたえられている。

　これをひと月も眠ねむらせておく手はない。それゆえ、一チームごとにグラムを使う時間を与えることになっていた。

　そして、グラムを使って〝外〟に出るということは──

「──哨しよう戒かい訓練だ。場合によっては、ファフニールとの遭そう遇ぐうもあり得る」

　少女たちが息を吞のむ。

「とは言っても、哨戒チームには火来指導官がつく。担当指導官が助言もしてくれる。それに民間艦は基本的にファフニールのいない航路を巡じゆん航こうしているんだ。万が一もないから安心するように」

　指導官の中でもグラムリッター出身は、蒼真以外では火来だけだ。

　火来は鈴音の〈イスズ〉を借りて、哨戒班の引いん率そつを行うことになっている。

　──まあ、それは学園代表の面めん倒どうまで見る余裕はないだろうな。

　だから、鈴音も蒼真が必要だと言ってくれたのだ。

　生徒のひとりが手を挙げる。

「その万が一に、ファフニールに遭遇してしまったらどうしたらいいんでしょうか？」

「各員の判断は尊重するが、基本的には撤てつ退たいだ。火来指導官も生徒三人を庇かばいながらファフニールは墜おとせない。生徒を収容しつつ龍甲艦からの艦かん砲ぽう射しや撃げきで迎げい撃げきすることになる」

　民間艦に軍は置かれていない。

　グラムを所持するのが学園である以上、主砲まで搔かい潜くぐられれば学園の生徒が出撃することになるが、その場合でもいまの時期ならばまず上級生たちが出撃するだろう。

　入学ふた月程度の一年生では、実戦に出ても足手まといにしかならないのだ。むしろ戦おうとされたら困る。

　そう説明すると、生徒たちもようやく安あん堵どの顔をする。

「では、哨戒チームは火来指導官と出撃準備。残りはここでチーム戦の訓練だ。以上」

　哨戒は午前と午後で一日に二回。割り当ての順番は、班の番号順だった。十一班は最後ということになる。

「先生、行ってきます！」

　元気よく挨あい拶さつを投げてくれるのは、一班の少女たちだ。

　さすがに抱きついてくる生徒は減ったものの、少女たちは相変わらず笑顔を投げかけてくれる。

　──そういえば、初等部のころも、教育実習の指導官にはみんな妙みように懐なついてたな。

　恐おそらく、生徒たちからは蒼真がそういうふうに見えているのだろう。

　ようやく女子だけの学園という空間にも慣れてきて、蒼真は少女たちの好意をそう解かい釈しやくしていた。

　……反面、やはり他の指導官からの視線は冷たい。

（いい気なものね）（いつまで指導官面づらしているのかしら）

　さすがに蒼真に聞こえるように言っているつもりではないのだろうが、他班の指導官たちがそこここで悪意を込めて囁く。

　だが、彼らの反応は正しい。

　戦龍バトルシツプに敗北はあってはならないのだ。なのに敗北した蒼真は、敗北するだけの見下げ果てた男なのだ。それが、真実なのだ。

　──とは言っても、御国たちの前では指導官らしくあらないとな。

　頭を振ふって気を取り直すと、蒼真は自分が担当する十一班のもとに向かった。

「御国コノハ！　このわたくしの胸が、なんだと言いやがりましたのっ？」

「見たままのことを言っただけ。きっと、いつかは大きくなるはずだと」

「それが見下してると言いますの！」

「マリーさん、それはさすがに言いがかりですって」

「あなたにだけは言われたくないのよ、柊さん！」

　涙ぐんでマリーが怒ど鳴なり散らす。

　──こっちは、なかなか進歩しないもんだな……。

　しかも、蒼真が間に入りにくい話である。

　本日は胸囲についてコノハが失言したようだ。

　軽くため息を漏もらしながら、蒼真はパンと手を鳴らす。

「そこまでだ。授業を始めるぞ」

　そう声をかけると、マリーはやるせない怒りをぶつけるように蒼真を睨む。

　こちらもそろそろ三日目である。この少女が不器用なのはわかってきたが、もう少し慣れてもらいたいと思う。

　蒼真は三人の前に立つと、改まった口調で声を上げる。

「本日から哨戒訓練が開始された。君たち十一班は、六日後に順番が回ってくることになる。六日後にも小隊行動が取れないと判断したら、順番は飛ばしてもらうことになる」

　蒼真がそう告げると、マリーが悲鳴のような声を上げる。

「んなっ、横暴ですわ！」

「横暴なのはあなただと思うのだけれど」

「あなたは黙だまってなさいな！」

　またしても言い合いを始めそうなふたりに、葉月が冷たい声で告げる。

「ふたりとも、まだ先生の説明の途と中ちゆうなんだけど？」

　ピタリと、コノハとマリーが固まった。

　それから、おとなしく蒼真の言葉に耳を傾かたむける。

　──昨日の一件で、力関係が定まったみたいだな……。

　蒼真でさえ、葉月は怒おこらせたくないと思うほどだった。

　同時に、自分の考えは上手くいくと確信を抱いだけた。

　気き後おくれしないよう、コホンと咳せき払ばらいをしてから蒼真は続ける。

「出撃させないとは言っていない。まだ六日ある。できないことは、それまでにできるようになればいい。そのために指導官俺がいる」

　そう言って、まずは葉月に目を向ける。

「柊。君はまず、力加減を覚える必要がある。全力を出してもグラムがオーバーヒートしないように訓練しろ」

　デストロイヤーが許容できないほどの魔ま力りよくだ。正しく運用できれば、誰だれよりも強力な砲撃手になれる。

　……もっとも、葉月には力加減以上に欠けているものがあるのだが。

「ある〝的〟を与えるから、オーバーヒートさせずにそれを撃げき墜ついできるようになれ。もちろん、実戦を想定した妨ぼう害がいも入るが」

　葉月は首を傾かしげる。

「的って、どんなのですか？」

「それは、あとで説明する」

　次に、コノハに目を向ける。

「御国は、とにかく外骨格での飛行を完かん璧ぺきにしろ。グラムを頼たよらずに、いままでと同じ動きができるようになるんだ」

「承知しました。……ですが、それだといつグラムの訓練を？」

「グラムの訓練はしない」

　さすがに、コノハも目を見開いた。

　──いまは、グラムを握にぎるより必要なことがある。

　そもそも、恐らくコノハにはすでに一年生での基き礎そ訓練は必要ない。戦場に出れば、他のふたりを指揮して引っ張っていけるだけの実力がある。

　その前に踏ふみ飛ばしてしまった段階を学ぶのが、いま必要なことなのだ。

　──下手をすると、デストロイヤーを扱あつかったことがあるかも怪あやしいからな。

　もしも三日前に初めてデストロイヤーを握って、マリーを圧あつ倒とうするほどの動きを見せたというなら、それこそ脅きよう威いのひと言だが。

「もちろん、妨害が入る。それを綺き麗れいに回かい避ひできるように訓練していこう。〝盾たて〟を用意するから、それに隠かくれてもいい」

　そこで葉月が「え？」と声を上げる。

「ちょっと、おにい……じゃなくて、先生。わたしの〝的〟って、まさか……」

　なんでもなさそうに、蒼真は頷うなずいた。




「ああ、そうだ。柊は御国を撃墜しろ。御国は、ひたすらそれを避よけるんだ」




　声も出ないようなふたりを置いて、最後にマリーに目を向ける。

「で、マリーは御国を守れ。手段は問わない。柊を墜としてもいいし、柊がオーバーヒートするまでひたすら御国を守ってもいい。ただし、御国が撃墜されたら君の負けだ」

「こっ、このわたくしに、御国コノハの〝盾〟になれとおっしゃいますの？」

「そうだ」

　恐らく、ここで一番重要になってくるのはマリーだ。

　コノハは放っておいても外骨格を扱いこなせるくらいの技量がある。

　葉月もまた、加減さえ覚えれば砲撃手として活かつ躍やくが期待できる。

　そのふたつを活いかすために必要なのは、コノハとマリーのチームワークなのだ。

　だが、蒼真の指導に三人は少なからず不満と不安の色を浮うかべる。

「冗じよう談だんじゃありませんわ。よりによってこの娘この〝盾〟だなんて」

「嫌いやなら柊を撃墜すればいい。優等生の君なら、難しいことじゃないだろう？」

　軽い皮肉を込めたひと言に、マリーの顔がひくりと引きつった。

「……言ってくれますわね。いいですわ。やってやりますわ！」

　マリーは闘とう志しを燃やすが、葉月が慌あわてた様子でブンブンと首を横に振る。

「無理だよ。人に向かってグラムを撃うつなんて……。しかもマリーさん相手なんて勝てるわけないじゃない」

　そう。葉月の問題はここだ。根本的に、心優しいこの義ぎ妹まいは相手を傷つけてでも倒たおそうという気き概がいがない。戦意というものが欠けているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。自分を信じろ」

　それだけ言って、蒼真はコノハに手を差し出す。

「ほら、訓練を始めるぞ。御国は、昨日と同じように俺が手を引いてやる」

「え……」

　コノハはキョトンとした顔をするが、蒼真は背中に強きよう烈れつな寒気を感じた。

　葉月だった。

　──やっぱりだ。俺が御国に手を貸すと、葉月は怒るらしい。

　この特性を利用すれば、葉月も全力で〈ムラクモ〉を放つことができる。

　反面、マリーは震ふるえ上がっていた。

「し、指導官……？　わたくしに、この柊さんを相手に、戦えと？」

「難しいなら、御国を守ればいい。がんばれ優等生」

「鬼き畜ちくですわ！」

　悲鳴を上げるマリーをよそに、葉月は仮想機を起動させる。

　昨日の条件を揃そろえれば、葉月も全力を出してくれると思ったのだが……。




「なにをしてるの、マリーさん。早く始めよう？」




　実体を伴ともなわないはずの仮想機が、すでに暴発しかねない勢いで発光している。

　……言い出したのは蒼真ではあるが、少し効果が覿てき面めんすぎたかもしれない。

　光を映さない葉月の瞳ひとみに、慈じ悲ひの色は微み塵じんも見み出いだすことができなかった。




　　　　◇




　空が夕ゆう陽ひに染まるころ、火来と一班が哨しよう戒かいから戻もどってきた。

　初めての出しゆつ撃げきだ。戻ってきた一班の少女たちに、他の生徒たちも片付けを放り出して駆かけ寄っていく。

　だが、蒼真が受け持つ十一班は、そんな光景も目に入らないように疲ひ弊へいしきっていた。

「これが実戦なら、私はいったい何度死んだの？」

　震えながら、コノハが呟つぶやく。

　コノハの上達は決して遅おそいものではなかったが、広こう範はん囲いに無差別砲撃を放つ葉月から逃のがれるのは、恐おそらく十全な状態でも難しいだろう。
















　そんな火力と真っ向から向き合い続けたマリーに至っては、地面に倒れてピクリとも動かない。マリーの自尊心は逃にげ回ることを許せず、必死に対たい抗こうし続けたのだ。それは蒼真が命じた〝コノハを守る〟という役目を適切に果たすことにも繫つながっていた。

　ただ、そこで不運だったのは、それ以上に戦意を抱いた葉月の成長の早さだった。

　オーバーヒートを繰くり返すだろうと思われた葉月は、早々に〈ムラクモ〉の許容量を把は握あくし、後半には出力を絞しぼって速射を体得するに至ったのだ。

　地じ獄ごくのような光景だった。

　疲つかれ切った教え子たちを休ませたまま、蒼真は戻ってきた哨戒チームに目を向ける。

「ねえねえ、外ってどんなだった？」

「ファフニールは見られた？」

「私も早くグラムで外飛んでみたーい」

　羨せん望ぼうと期待の眼まな差ざしに、一班の少女たちもまんざらでもなさそうに胸を張る。

「足元に地面がないのってチョー怖こわかったよ。地表ってめちゃくちゃ遠いんだもん」

「あ、でも割と怖いのはすぐ慣れるよ。ていうか風が気持ちいいの。案外寒くないし」

　空の気温は低い。

　遮さえぎるものがなにもないそこを、冷たい風が常に吹ふき付けているのだ。汗あせをかけばそれで凍とう傷しようにかかることまである世界だ。鱗りん界かいで外気を遮れば対処できるという話ではない。

　そんな寒さからグラムリッターの体を守っているのが、生徒たちが身につけている防護服だ。風や水を通しても体温が損なわれない仕組みになっていて、ただの刃は物もので切りつけたくらいでは傷もつかない丈じよう夫ぶな素材でできている。

　初めての空を堪たん能のうした少女たちの言葉に耳を傾けて、蒼真は次に硬こう直ちよくすることになる。




「あ、そうそう。ファフニールも見たよ。火来先生がキャプテン級だって言ってた」




　蒼真は思わず一班の少女に駆け寄ろうとして、寸前で踏み止とどまった。

　指導官である蒼真が下手に騒さわげば、それだけで恐きよう怖ふ心しんをあおる。

　それから火来の姿を探すと、厳しい表情の指導官がこちらに歩いてくるところだった。

　蒼真はこっそりと火来の側そばに向かった。それに気付くと、火来も頷き演習場の事務室へと促うながす。

　サージェント級が拳こぶしで戦う拳けん闘とう士しだとすると、キャプテン級は銃じゆう火かを備えた銃歩兵だ。

　戦闘用のファフニールの脅威は、蒼真が銃一挺ちようで撃墜したサージェント級とは比ひ較かくにならない。交戦していたら、火来はともかく生徒はただではすまなかっただろう。

　事務室は小さなもので、長いテーブルと簡素なポットが置かれているだけだ。椅い子すは畳たたまれて壁かべ際ぎわに立てかけられている。それでも外に声が漏もれない程度の気密性はあった。

　部屋にはもうひとり別の指導官がいた。確か一班の担当で、須す東どうといったはずだ。

　扉とびらを閉めてから、蒼真は火来に問いかける。

「火来さん、キャプテン級というのは本当ですか？」

「……ええ。向こうは一頭で、こちらに気付くとすぐに引き返してくれたけれど」

　青ざめた顔で、火来は髪かみをかき上げる。

「戦闘になっていたら──あの子たちの誰かを、死なせていたかもしれない」

　蒼真もゴクリと喉のどを鳴らして、確かめるように訊きき返す。

「この航路に、いままでファフニールが出現した記録は？」

「ない……いえ、違ちがうわね。数日前、確か三年の天あま川かわの指示で航路を変へん更こうしていたはずよ。それも、航路にファフニールが現れたという理由で」

　蒼真は目を見開いた。

　──そういえば、配属初日に鈴音がそんなことを言っていたな。

　だが、と蒼真は首を傾かしげる。

　鈴音は、どこでファフニールの情報など手に入れたのだろうか？

　火来は手の平に光でできた地図を表示する。グラムの機能だ。訓練機と同様のホログラムで、このあたりの地形と艦かんの航路らしき矢印が表示されている。

「西に向かうこれが本来の航路で、天川はここから北に転進させた。そして、私たちが発見したファフニールは西から現れたわ」

「なら、ファフニールがこの艦を追いかけてきた？」

　追つい跡せきされているのか、それともファフニールの出現地域に侵しん入にゆうしてしまったのか。いずれにせよ、ファフニールとの遭そう遇ぐうが考えられるなら一年生には荷が重い。

　須東が、緊きん張ちようした声で問いかける。

「明日あしたからの哨戒訓練は、中止させますか？」

「……そうしたいところだけど、ここの生徒たちはグラムリッター候補生よ。ファフニールの出現を理由に、哨戒を中止するのは難しいわ」

　そもそも生徒が艦外を哨戒するのは、ファフニールを早期発見するためだ。学園のマニュアルとしては、ファフニールを観測したならむしろ哨戒を強化すべき状じよう況きようだった。

　悔くやしげに親指の爪つめを嚙かむ火来を見て、須東が蒼真に冷たい目を向ける。

「なら、小鳥遊指導官に出てもらえばどうです？　仮にも戦龍バトルシツプのグラムリッターだったのでしょう？」

　蒼真はギュッと拳を握にぎり締しめた。

　──戦えるものなら、俺だって戦いたい。

　だが、それはもう敵かなわないのだ。

　火来が須東に咎とがめる声を上げる。

「須東。馬ば鹿かなことを言わないで。退役魔ま道どう士しはあくまで元魔道士よ。軍の許可なく飛べるわけがないでしょう」

「言ってみただけですって」

　元グラムリッターに凄すごまれ、須東は慌てて引き下がる。

「ともかく、このことは私から学園長に報告しておく。でもただの〝はぐれ〟だった可能性もあるし、まだ話を大きくしない方がいいわ。一班の娘たちにも、これ以上は口外しないように命じておいて」

「了りよう解かいしました」

　そう答えると、須東は逃げるように部屋を後にした。

　それから、火来は蒼真に目を向ける。

「小鳥遊くん。もしも本艦がファフニールに狙ねらわれているとしたら、上級生の代表グラムリッターたちが迎げい撃げきに出ることになる。そのときは、あなたに指揮を任せるわ」

「俺が、ですか？」

　その宣告に、蒼真は怯ひるんだのだろう。

　バッドルーザー──旗官として蒼真が犯おかした過あやまちは、命を懸かけても償つぐなえるものではないのだから。

　火来は逃とう避ひを許さないように頷うなずく。

「私は現役を離はなれてもう二年になるわ。現役時代にも、旗官経験はない。全校指揮はともかく、グラムリッターの指揮ならあなた以上の働きはできない。あなたしかいないのよ」

　旗官──全軍指揮官とは、部下を生かしもすれば殺しもする。その重さがどれほどのものかは、蒼真が誰だれよりも身に沁しみている。

　できるなどと、そんな無責任なことが口にできるはずもない。

　だが、声を出そうとすると喉が痙けい攣れんするように引きつり、声を出すこともできなかった。

　火来は仕方なさそうに微笑ほほえむ。

「万が一のときは、の話よ。民間艦がファフニールに襲おそわれれば、軍が救きゆう援えんに来るわ。そのために、皇国民は無条件で軍に従っているのだから」

　ただ、と火来は言葉を加える。

「軍が間に合わなかったとき、私たちは生徒たちに戦わせなければならない。それが指導官の責務だということは、覚かく悟ごしておいて」

　指導官として、〈ヒリュウ〉の少女たちを強くする。

　それは、少女たちの命を預かるということでもあるのだ。

　──わかっていたはずだ。彼女たちを鍛きたえることは、戦場に送り出すということだと。

　空は墓場だ。

　そんな空で少女たちを見送る側でいさせてやること、それが蒼真の役目なのだ。

　小さく息を吸って、呼吸を整える。

　喉はもう、震えてはいなかった。

　ここで少女たちを見捨てて逃げ出したら、蒼真は今度こそ畜ちく生しようにも劣おとる卑ひ怯きよう者ものになる。

「……わかりました。生徒たちのことは、なにがあっても守ります」

　ひとりとして、死なせてなるものか。

　蒼真に救うことができるというなら、喜んでその責任を背負おう。

　その万が一の覚悟は、六日後に試されることとなった。




　　　　◇




「三人とも、隊列を乱さずに飛行を維い持じしろ」

　その日、蒼真は〈ヒリュウ〉の艦橋からその指示を投げていた。

　広さとしては学園の教室よりもひと回り大きいだろうか。それでもこの広大な龍りゆう甲こう艦かんのあらゆる情報が集まるにしては小さな空間だ。ところ狭せましと並べられた機材のせいでなおのこと狭く感じられる。

　三方の壁をなぞるように横長の窓が並んでいて、息苦しさを和やわらげるように外の景色を見せていた。窓から見える空は一見すると澄すみ切った晴天だが、水平線に近づくにつれてうろこ雲が薄うすい膜まくを広げている。

　そんな艦橋では十人ほどの船員が、忙せわしなくそれぞれの機器を制せい御ぎよしている。

　船員たちに紛まぎれて、蒼真は艦長席の側に立っていた。

　グラムリッターの通信は、ここで中ちゆう継けいされているのだ。

　本日は蒼真が受け持つ十一班の哨戒訓練だった。

　火来も監かん督とくとして同行しているが、哨戒を行うのはあくまで生徒たちだ。編隊を組むコノハたちから少し離れた後方を、火来は追走している。

　万が一ファフニールと遭遇した場合は、敵の規模を見定めて撤てつ退たい。一年生のコノハたちは交戦は厳禁だ。

『こちら柊。雲がすっごく多いです』

　葉月の声だった。

「視界は確保できるか？」

『視界は良好です。ただ……雲海っていうのかな？　雲が絨じゆう毯たんみたいに広がってます』

『柊さん。報告は明めい瞭りようになさいな。一〇〇〇メートル下方に巻けん積せき雲うんあり。敵てき影えいは確認できず』

　巻積雲は小さな雲が集まってできる、広こう範はん囲いの雲の層だ。高度は地表五〇〇〇メートルから、高ければ一五〇〇〇メートルまで達することがある。

　龍甲艦の高度は八〇〇〇メートル。巻積雲に吞のまれなかっただけ、まだ運がいい。

「雲の中にファフニールが潜ひそんでいることがある。引き続き、警けい戒かいを続けてくれ」

　そう言って、蒼真がホッと息を吐はくと隣となりから愉ゆ快かいそうな声が聞こえた。

「やあ、問題児だって聞いてたけど、思ったよりちゃんとやれてるじゃん？」

　他人ひと事ごとのようにそう言ったのは、鈴音だった。

「……ところで、なんで鈴音がここにいるんだ？」

　指導官と船員しか立ち入りを許されていないはずのこの艦橋に、どういうわけかこの少女もついてきたのだ。

「もちろん、生徒会長だからよ！」

　フフンと胸を張って、頭の後ろで手を組む。

「まあ、火来せんせぇが使ってるのはアタシのグラムだもん。それにコノハは転入したてでなにかと面めん倒どうを見てきたんだから、ちゃんとやれてるか気になるでしょ？」

　どこまで本気で言っているのかはわからないが、コノハたちを気にかけているのだけは本当だろうと感じた。

「まあ、ここからできることなんて、見守ることだけだがな」

　その意味では、元グラムリッターだろうが一いつ般ぱん市民だろうが、できることは同じだ。

　現在、コノハたち十一班は〈ヒリュウ〉の前方約二〇キロメートルを飛行している。

　彼女たちの任務は、そこからさらに周囲一〇キロ四方を偵てい察さつし、龍甲艦航路の安全を確認してくるというものだ。

　龍甲艦の電波探信儀レーダーの有効範はん囲いは直径にして二十四マイル──およそ四〇キロメートル弱とされているが、その名の通りこれは電波を用いての探知だ。

　艦から離れるほどに、雲や大気の影えい響きようを受けて精度は下がる。ファフニールのような小さな標的になると、分厚い雲に隠かくれて発見できないこともある。今日のような気象では余計に精度が落ちるのだ。

　それゆえ、グラムリッターの目視による哨しよう戒かいは重要な任務だった。

　いまのところ、コノハたちは順調に哨戒範囲を探たん索さくしている。

『ハイデマリー、前に出すぎているわ』

『あなたが遅おそいのよ！　ちゃんとついてらっしゃいな』

『ふたりとも、こんなときまでケンカしないでよ。ルートから外れちゃうよぉ』

　……まあ、素晴らしいチームワークを発揮しているとは言いがたいかもしれないが。

　そんな通信を聞いて、艦橋に詰つめる船員たちも苦笑をこぼす。

　自分が笑われているわけではないが、蒼真は恥はずかしくなって下を向いた。

「あはは、コノハも楽しくやれてるみたいだね」

「鈴音までそう言うのはやめてくれ。耳が痛い」

　蒼真が肩かたを落とすと、鈴音はカラカラと笑う。

「別に皮肉を言ってるんじゃないよ？　コノハが自分から誰かに話しかけるところなんて初めて見たからさ」

　おや、と蒼真は眉まゆをひそめた。

「鈴音は、御国とは以前から付き合いがあったのか？」

　問いかけると、鈴音は慌あわてたように口を押さえた。

「……あー、うん。前に何度か会ったことはあるかな？」

　どうやら訊きかれたくない話らしい。歯切れの悪い答えだった。

　蒼真が訝いぶかっていると、鈴音は観念したように口を開いた。

「アタシの家とコノハの家って、ちょっといろいろあってさ？　仲良くしてるのを知られると困るっていうか、秘密にしてるところがあるのよ」

　なるほど、と蒼真は頷いた。

　──天下の天川家だ。家がらみのトラブルがないわけないか。

　御国という名字には聞き覚えがないが、天川家とはあまり良好な関係ではないのだろう。

　それでも、鈴音とコノハが友人なのだろうことは、なんとなくわかった。

　話をはぐらかすように、鈴音は「それで？」と問いかける。

「実際のところ、あの娘こたちってどんな感じ？　見込みありそう？」

　蒼真は腕うでを組んで難しい顔をする。

「三人とも地力はあるんだ。キャプテン級あたりまでなら、問題なく倒たおせるはずだ」

　この六日間のコノハたちの訓練は、訓練と呼べるようなものではなかった。

　怒いかり任せに葉月が放つ砲ほう撃げきを、マリーとコノハが必死に避よけていただけなのだ。他の班の生徒や指導官から同情や批難の声さえかけられることまであった。

　当然、マリーや葉月からも疑問の目を向けられた。コノハも口には出さないが、困こん惑わくしていたはずだ。

　──それでも、必要な課題はクリアした。

　蒼真は、確信と成果を感じている。だから今日、飛ばせることにしたのだ。

　そのあたりの事情をどこまで把は握あくしているのか、鈴音は疑わしそうな目を向ける。

「そのわりには、なんか浮うかない顔みたいだけど？」

「三人中、ふたりが初うい陣じんだ。蓋ふたを開けてみるまで、どうなるかなんてわからん」

　万が一、ファフニールと交戦することになったら、少女たちが直面するのは訓練ではなく殺し合いだ。

　殺さなければ殺されるという空間でどこまで動けるかなど、そのときにならなければ予想などつかない。初陣で、恐きよう怖ふで動けずただ撃げき沈ちんされるようなことも珍めずらしくはないのだ。

　もっとも、ここはグラムリッター養成学園だ。

　そういうときのために、火来が同行しているのだ。最悪の場合でも、生徒の命だけは守ってくれる。

　一番の問題は、初陣で動けなかったときに、恐怖をどう克こく服ふくすべきかということだ。

　鈴音も納得したように頷く。

「……そうだね。例年ならそこまで深刻に考えなくていいんだけどね。ただ、今年はちょっと様子がおかしい」

　その言葉に、蒼真は眉をひそめる。

「鈴音……。君は、前に龍甲艦の航路を変へん更こうしていたよな。なぜだ？」

「ちょっと伝つ手てがあってね。〈ヒリュウ〉の航路にファフニールの群れがいるって情報をもらったの」

　でも、と鈴音は目を細める。

「そのあとも、火来せんせぇがファフニールに遭そう遇ぐうしてる」

「……この艦を追っていると？」

「かもしれないから、哨戒を強めてるんだよ。……杞き憂ゆうだと、嬉うれしいんだけどね」

　そんな鈴音を嘲あざ笑わらうかのように、それは起こった。

『ザザッ……指導官……ッ……』

　不意に、コノハたちの通信にノイズが走った。

「なんだ？　御国、応答しろ。マリー、柊？」

　蒼真の声は届いているのだろうか。

　十一班からの通信は、ノイズだらけでほとんど聞き取れなかった。

　──なんだ？　龍甲艦の索敵範囲内で、通信障害だと？

　そこに、艦橋の船員から悲鳴のような声が響ひびく。

「哨戒チーム周辺に敵影！　ファフニールです！」

　その声を聞いた、蒼真の行動は素早かった。

「火来指導官！　そちらの状じよう況きようを教えてください」

　蒼真は火来に通信を繫つなげるが、やはり返事はない。

「敵影は何頭ですか？」

　艦橋の船員たちに蒼真が問いかけると、緊きん張ちようを孕はらんだ声が返ってくる。

「数、十……いや、十五、どんどん増えてます！」

「待ち伏ぶせだというのか？」

　どこに潜んでいたのか、コノハたちはかなりの数に襲おそわれている。

　その報告を聞いて、心臓が大きく震ふるえた。

　そして、あの日の光景がまぶたを過よぎる。

　──この状況……〝あのとき〟に似てないか？

　まさか、とは思う。

　だが、蒼真は胸の奥から嫌いやな感覚が込み上げてならなかった。

「緊急伝達！　代表チーム、全員出撃準備！」

　一年生では撤てつ退たいすら困難な数だと判断したのだろう。鈴音が艦かん内ない放送を使って二年、三年生の正規メンバーを招集する。

　そのまま鈴音が艦橋を飛び出そうとして、蒼真はそれを止めた。

「待て、鈴音！」

「アタシたちが出る」

「待てと言ってる。お前のグラムは火来さんが使ってるんだろう？」

「一年の〈ヒビキ〉が残ってるはずでしょ！」

　蒼真は迷った。

　船員たちの報告では、すでにファフニールの数は最低でも五〇頭を超こえている。

　デストロイヤー十隻せきでは、軍でも手こずる数だ。

　鈴音たちを出撃させればコノハたちの救助はできるかもしれないが、鈴音たちの中から犠ぎ牲せいが出る。

　──なら、小鳥遊指導官に出てもらえばどうです──

　須東からの揶や揄ゆが、しこりのように胸の奥で疼うずく。

　そして、この艦にはそのための力が確かにある。

　もう、蒼真には使うことができない……いや、使うわけにはいかなくなった力だ。

「──せんせぇ、アタシが行くから！」

　蒼真の考えを止めるように、鈴音が強い声を上げる。

　そんなときだった。




「新たな敵てき影えい確認──カーネル級です！」




　鈴音の顔が、青ざめた。

　カーネル級──アドミラル級を例外とするなら、最強の名で呼ばれるファフニール。候補生どころか、退役魔ま道どう士しの火来の手にも余る敵だった。

　その名前を聞いて、蒼真は自分でも驚おどろくほど迷わずこれからすべきことを決断した。

　胸元に下がる、龍りゆうのキーを握にぎって。




　龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉地下第三甲かん板ぱん格納庫。

　艦橋を飛び出した蒼真は、そこにいた。一度も足を止めずに走り続け、肩で荒あらい息を吐はきながら見上げたのは、鋼鉄の扉とびらだ。

　この一週間、何度もここを訪れた。

　何度もこの扉を見上げ、触ふれた。

　だが、一度もここを開くことはできなかった。ここを開くことが許されるのは、蒼真ひとりだというのに。

　その扉に、蒼真は手をかけた。

「いまさら、虫がよすぎるというのはわかってる」

　扉の向こうに眠ねむる、鋼鉄の息吹いぶきに向けて蒼真は語りかける。

　空は墓場だ。

　ひとたび飛び立てば、見送る者と見送られる者に隔へだてられる。

　あの少女たちを、見送られる側にするわけにはいかないのだ。

「お前を拒きよ絶ぜつして、お前に責任をなすりつけて、俺は逃にげたんだ」

　甲かん高だかい電子音が響き、蒼真の声に答えるように扉のロックが解除される。

「それでもいま、お前が必要なんだ。もう一度、俺に空を飛ばせてくれ──〈封フ槍ソウ〉！」

　そして、鋼鉄の扉は左右に開かれた。

　格納庫の暗くら闇やみに、蒼あおい装そう甲こうがぼんやりと浮かび上がっていた。




　　　　◇




「指導官……？　小鳥遊指導官、応答願います。こちら御国」

　耳の通信機に触れて、菫色の外骨格をまとったコノハは何度も通信を送る。

　蒼真からの応答はなく、ひどいノイズが聞こえるだけだった。

　──通信障害……？

　グラムは航空機のような翼つばさを持たない。慣性飛行のように手放しで飛べるものではないが、腰よう部ぶの推進器バーニヤに体を預けていれば自転車を漕こぐのと同じような感覚で飛行できる。

　ここまでは、なんの問題もなく順調に航行できたのだが。

　コノハたちが飛行する航路には、巻けん積せき雲うんがどこまでも広がっている。

　だが、それはコノハたちの高度より一〇〇〇メートルは下なのだ。雲の中を通過しているならともかく、周囲に雲もない状態では考えにくい状況だった。

『どう…たの、御国…ん？』

　葉月が心配そうな声をかけてくるが、こちらも少しノイズが交じっていた。

『おかしいですわね。指導官からの応答がありませんわ』

　マリーの方は、比ひ較かく的てき鮮せん明めいに聞こえた。

　現在、コノハたちはマリーを中央に、コノハが右う翼よく、葉月が左翼に一〇メートルほどの間かん隔かくを空けて横列飛行をしている。

　近きん距きよ離り型の大たい剣けん〈タチカゼ〉を扱あつかうマリーは、戦せん闘とうになれば前衛以外の選せん択たく肢しがない。それを近中距離型の銃じゆう機き剣けん〈アカツキ〉を扱うコノハと、遠距離型の銃器〈ムラクモ〉を扱う葉月が両翼から支えるという編隊だ。両翼のコノハと葉月の間で通信が乱れるなら、後方を飛行中の火来とも通信が繫がるかも怪あやしい。

　コノハは通信機を耳に押しつけるようにして言う。

「様子がおかしいわ。ファフニールが近いのかもしれない」

『ええっ、どうしよう。火来先生に相談した方がいいんじゃないかな？』

　一いち抹まつの不安が胸を過ぎる。

　──この一週間、私はグラムに触れていない。

　蒼真はコノハに外骨格での飛び方は指導してくれたが、グラムには一度も触さわらせてくれなかった。

　勘かんが鈍にぶっているのではないかと思う。

　それに、葉月とマリーは初うい陣じんだ。

　ここは無理をせず、マニュアル通りに撤退した方がいい。

　コノハがそう提案しようとしたときだった。

『冗じよう談だんではありませんわ！　不測の事態だというなら、それこそわたくしたちの判断力が問われるところでしょう。迎げい撃げきよ、げ、い、げ、き！』

　マリーはそう言って先行しようとする。




「待って。あなたでは危険だわ」




　──あなたひとりでは危険──

　そう言うはずが、コノハの言葉にはひと言足りなかった。

　たったひと言足りなかったがゆえに、それは悪質な侮ぶ辱じよくに成り果てていた。

『相変わらず、愉ゆ快かいなことをおっしゃいますのね！　わたくしの手に負えないか、見てらっしゃいな！』

　赤い外骨格の推力を上げると、マリーは飛び出していってしまった。

　──いつも、こうだわ。

　コノハの言葉は、いつも相手を不快にさせてしまう。

　蒼真が言うように、柔やわらかく笑えれば少しは違ちがうのかもしれないが、コノハにはそれすらもまともにできない。

　今回のことに限らず、マリーが怒おこるのは全部コノハに原因があると思う。

　そして誤解だと説明しようとして、あるいは謝あやまろうとして、またドツボに嵌はまっていく。

『わわっ、マリーさん、待ってよ。ひとりじゃ危ないよ！』

　そんなコノハの言葉を補足するように葉月がマリーを呼び止めるが、マリーは止まらなかった。

「ハイデマリーを追いかける。柊は邪じや魔まをしないで」

『うん。邪魔にならないように援えん護ごするね』

　コノハの言いたいことを読んだように、葉月はそう言ってくれた。

　そうしている間に、マリーはかなり進んでいた。すでに一〇〇メートルは離はなされている。

　──雲が、分厚い。

　これまで雲の密度は、地表がうっすらと透すけて見える程度のものだったが、このあたりから急に濃こくなって見えた。

　地表は悪天候なのだろうか。グラムの鱗りん界かいを張れば、雷らい雨うの中でも飛行はできるが、視界までは取り戻もどせない。そんな中でファフニールを探し出すのは難しい。

　つまり、奇き襲しゆうに遭あいやすいのだ。

『見つ……た！』

　ノイズの中に、マリーの声が聞こえた。

　ハッとして前を向くと、前方に黒い点が浮うかんでいた。

　──ファフニール。

　それも、一頭だけだ。

　眼下の雲界から出現したらしいそれに、マリーは急降下で接近していく。

「駄だ目めよ。戻って」

　耳の通信機に手を当てコノハは言うが、マリーは止まらなかった。

　マリーの脚きやく部ぶ装そう甲こうの推進器バーニヤが火を噴ふき、その体がさらに加速される。

　離されまいとコノハも加速して、前方に浮かぶ歪いびつな機械の塊かたまりへと近づく。その姿がはっきりと視認できるようになって、コノハの頰ほおにひと筋の汗あせが伝った。

　──あれは、サージェント級ではない！

　大きさは、サージェント級とさして変わるものではない。せいぜい小さな小屋か、大きめのトラック車程度のものだ。

　だが、鋼鉄の体にはさらに甲かつ冑ちゆうのような装甲が追加され、肩かたや腹部からは艦かん砲ぽうを思わせる砲ほう塔とうが突つき出している。

　極めつけは、その手に握った無骨な剣だろう。

　〈タチカゼ〉のそれと似た片かた刃ばの剣で、表面には血管のように翠みどりの光の筋が走っていた。

　武装したファフニール──それが、このキャプテン級という個体だった。

　マリーの接近に気付くと、キャプテン級は両肩の二連装砲塔を向けてくる。

　だが、マリーも一年首席の優等生だ。

　加速を止めることなく、空を蹴けるように右足で踏ふみ込む。

　脚部推進器バーニヤから青白い炎ほのおが吐き出され、文字通りマリーの体は跳ちよう躍やくしていた。

『──っ』

　直後、キャプテン級の砲塔が灼しやく熱ねつ化した砲ほう弾だんを撃うち放つ。

　拳こぶしほどもある砲弾が、マリーの背中を掠かすめるようにして飛び出す。

　辛かろうじてマリーは回かい避ひしたが、撃ち出された砲弾は獣けものの爪つめ痕あとのような四条の軌き跡せきを残して空を引き裂さいていった。この砲弾ひとつでも直撃すればデストロイヤーの鱗界は粉ふん砕さいされるだろう破は壊かい力りよくがある。

　そんな砲撃を間近で目まの当たりにしながら、それでもマリーは動きを止めなかった。

　キャプテン級が次弾を放つ前に、マリーは再び足の推進器バーニヤを噴かして空を蹴る。

　そして、跳躍は一度では終わらない。

　逆の足を突つき出して推進器バーニヤから炎を吐き出し、さらに三角飛びのように跳躍する。

　キャプテン級は砲撃の第二射を放つが、跳弾のように空を駆かけるマリーを捉とらえることはできない。

　跳躍のたびに鱗界が翠の粒りゆう子しをばら撒まき、マリーの飛ぶ軌跡に光の糸を残す。それは立体に描えがかれた星座のようでもあった。

　見事だと、コノハは素直にそう思った。

　デストロイヤーは最弱かもしれない。

　だが、最速のグラムなのだ。

　それでも、コノハは焦あせっていた。

「ハイデマリー、吐と息いきが来るわ！」

　マリーはついにキャプテン級のファフニールを間合いに捉えていた。

　同時に、キャプテン級もまたその巨きよ大だいな顎あごを開き、粒子線の吐息を放とうとしている。

『無む駄だ、ですわ！』

　マリーは回避行動を取らなかった。

　彼女にもわかっているのだろう。最高速度で強きよう襲しゆうできるこの一ひと太刀たちが、マリーに与あたえられた一度限りで最大の好機なのだと。

　〈タチカゼ〉の背にある推進器バーニヤが炎を噴き、大剣が爆ばく発はつ的てきに加速する。

　それはキャプテン級が必殺の吐息を放つよりわずかに早く、その顎へと駆け抜ぬける。

　すれ違う瞬しゆん間かん、マリーの大剣が止まるように遅おそく見えた。

　だが、止まることはなくゆっくりとキャプテン級の顎を突き抜けていき、その背まで素通りした。

『どうだ！』

　急制動をかけ、加速の勢いを殺しながら背後を振り返ると、キャプテン級の首が胴どうから切り離されていた。

「周りを見て！」

　コノハが焦っていたのは、キャプテン級が吐息を放つからではない。

　少し遅おくれて飛行していたコノハは、マリーよりも広く視野を得ていた。

　だから、それが見えていたのだ。

『え──』

　マリーの呆ほうけたような声が聞こえた。




　足元の雲から、新たなファフニールが頭を見せていた。




　敵を倒たおした瞬間が、もっとも隙すきが生まれやすい。

　マリーは、引きつった笑みを浮かべて硬こう直ちよくしていた。

　──柊の〈ムラクモ〉……駄目、距離が近すぎる。

　葉月の援護を期待しようにも、マリーはファフニールに近すぎた。

　それでも、この優等生は身構えようとしたのだろう。〈タチカゼ〉の大剣を振ふり上げようとしたが、二頭目のファフニールもキャプテン級だった。

　キャプテン級を斬きるのには、鋭するどさが圧あつ倒とう的てきに足りない。

　マリーの大剣はキャプテン級の剣に防がれ、その手から弾はじき飛ばされてしまう。

　道具を使って攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを行えるファフニール──それが、このキャプテン級が恐おそれられる所以ゆえんだった。

『ひ……っ』

　恐きよう怖ふに青ざめるマリーに、キャプテン級の凶きよう悪あくな顎が開かれた。

「──させない」

　そのとき、どうして自分がそうしたのか、コノハにもわからない。

　マリーの手から離れた〈タチカゼ〉は、なんの偶ぐう然ぜんかコノハの方向に飛ばされていた。

　だが、マリーを救うにしても、コノハは遠すぎる。自分の体を盾たてにするつもりで飛び込まなければ間に合わない。弾かれたグラムになど目を向ける余よ裕ゆうはない。

　そのはずなのに、コノハは弾かれた〈タチカゼ〉に手を伸のばし、受け止めていた。

　それから自身のグラムである〈アカツキ〉を突き出し、マリーに襲おそいかかるキャプテン級へと突とつ進しんする。腰よう部ぶと脚部、それに三枚翼よくからも炎が噴き出し全身で加速した。

　しかし明らかに、遅すぎる援護だ。

　そのはずだったのだが──

『ギッ？』

　コノハの銃じゆう機き剣けんが、キャプテン級の顔面を斬りつけていた。

　──間に、合った……？

　見捨てるつもりだったわけではないが、とうてい間に合わないはずだったのだ。

　だが、相手もキャプテン級だ。

　右目のセンサーを縦に引き裂かれながらも、致ち命めい傷しようは回避していた。

　仰のけ反りながらも、手にした剣で斬りかかってくる。

　コノハは下から掬すくい上げるように銃機剣を振り上げ、迎むかえ撃つ。

　〈アカツキ〉とファフニールの剣、ふたつの鱗界が衝しよう突とつして翠の粒子が飛び散った。

　──押し切られる。

　いかにグラムが腕わん力りよくで振るうものではないとはいえ、ファフニールという機械と人が力比べをして勝まさる道理はない。

　デストロイヤーでは、それこそマリーのような奇襲を仕し掛かけない限り勝ち目がないのだ。

　徐じよ々じよに銃機剣が押し返されていくが、その剣を握にぎるコノハの腕うでは右手だけだった。

　左手には、マリーの手から弾かれた〈タチカゼ〉が握られていた。




「〈タチカゼ〉──加速ブースト」




　大剣の推進器バーニヤから青白い炎が吐き出され、コノハの斬ざん撃げきが爆発的に加速する。

　キャプテン級は気付かなかったわけではないのだろう。だが〈アカツキ〉と斬り結びながら反応できるものではなかった。

　左から炎と共に走る大剣は、キャプテン級の胴を薙なぎ払はらう。

　衝突の瞬間、鈍にぶい衝撃。水の中をかくような重たい感かん触しよくとともに、大剣はキャプテン級の胴を左から右へと突き抜けた。

『グラムの、二刀流？』

　マリーが驚きよう愕がくの声を漏もらすと、キャプテン級の胴が上下に別わかたれ、そして爆炎を噴き上げて眼下の雲へと墜おちていった。

　だが、呆あつ気けに取られていたのはコノハも同じだった。

　──以前より、グラムの性能が上がっている……？

　コノハの動きは、明らかに転入初日よりも速くなっていた。

　初めてマリーと戦ったときの自分なら、彼女を救えなかったはずだ。

　──二隻せきのグラムの相乗効果……いえ、私の運動能力が上がっている？

　こんな短期間で、そうと実感できるほど劇的な変化だ。

　──指導官の訓練の、効果だと言うの？

　葉月やマリーとは異なり、訓練が始まってから蒼真はコノハにグラムを握らせようとはしなかった。

　コノハが一週間近くもグラムに触ふれなかったことは初めてだ。とてもまともに動ける気がしなかったというのに、実際には以前よりも動けるようになっている。

『ま、まだ……』

　マリーが震ふるえる声を漏らす。

　二頭目のキャプテン級を仕留めたものの、足元の雲海からは次から次へと機械仕掛けの竜りゆうたちが飛び出して来る。

　──待ち伏ぶせていた？

　たった二頭を撃げき沈ちんする間に、コノハとマリーはすっかりファフニールに包囲されていた。

　カチカチと、なにかがぶつかる音が聞こえて振り返ると、蒼そう白はくになったマリーの奥歯が鳴っていた。

　猛もう獣じゆうに怯おびえぬ勇ゆう敢かんな人間も、無数の虫の群れには嫌けん悪おと恐怖を感じる。

　数とは、暴力なのだ。キャプテン級に対しても物もの怖おじしなかったマリーが、恐怖に震えていた。

　だが、コノハはそれほど窮きゆう地ちだとは感じていなかった。




『〈ムラクモ〉──砲撃フアイア！』




　ふたりを取り囲むファフニールの群れを、真っ白な帯が薙ぎ払った。

　この六日間、何度も襲いかかってきた凶悪な光だ。

　その破は壊かい力りよくは実戦でも落ちることなく、数頭のファフニールをまとめて撃沈していた。

『これは、柊さん？』

　葉月は冷静に狙ねらいを定め直すと、自分とコノハたちの間に立ちはだかるファフニールを排はい除じよするように第二射を放つ。

　取り囲まれたふたりの退路を確保しようとしているのだ。

　コノハはマリーに〈タチカゼ〉を差し出す。

「怖こわいの？」

　言ってから、また言葉を間ま違ちがえたと思った。

　怖がらないで、あるいはまだ飛べるかといったことを言いたかったのに。

　案の定、マリーの顔が屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。

『本当に、人の神経を逆さか撫なでする娘こですわね！』

　そう怒ど鳴なって、ぶんどるように〈タチカゼ〉を受け取る。

　それから、ぼそりとこうつけ足した。

『でも、いまだけは感謝しておきますわ。た、助けにきてくれて、あ、ありが、と……』

「……？　よく聞こえないわ」

『な、なんでもありませんわ！　それより、柊さんの砲ほう撃げきは四発撃うつと十秒間の放熱クールダウンが必要になる。砲撃が止やんだら離り脱だつ。わかっていますわね？』

　その声に被かぶせるように、葉月の第三射がファフニールを薙ぎ払う。

　仮想機とはいえ、この六日間、葉月の砲撃と向き合い続けてきたのだ。マリーも砲撃の癖くせを把は握あくしていた。

　周囲のファフニールの数は、すでに五〇頭を超こえている。

　もちろん、デストロイヤーが三隻、それも一年生の手に負える敵ではない。龍りゆう甲こう艦かんに撤てつ退たいし、艦砲射撃で一いつ掃そうするのだ。それにあちらには鈴音たち上級生も待機している。

　コノハは頷うなずいて、自分の手を見つめた。

　──変化しているのは、私だけではない。

　たとえば、葉月は味方がいる前線に砲撃を放てる性格ではなかった。コノハたちが窮地だとしても、味方を巻き込む危険に怯えて砲撃を躊ちゆう躇ちよしていたはずだ。

　それが、いまは冷静に狙いを定めて退路を切り開いてくれている。

　彼女に狙われる訓練はゾッとしないものだったが、味方を狙う訓練が、彼女に味方を避よけて狙う術すべを獲かく得とくさせたのだ。どう撃てば、コノハやマリーが回かい避ひできるかと。

　さらには、マリーだ。

『第四射だわ。離脱するわよ御国さん！』

　そう叫さけんでマリーはコノハを背中に庇かばうように飛び出す。

　初対面から神経を疑うような悪態をついたのがコノハだ。

　マリーがそのコノハと協力するようなことなど、以前の彼女からは考えられなかったことだ。

　しかも──

『邪じや魔まですわ！』

　葉月が切り開いた道に、さらなるファフニールが雪崩なだれ込んでくる。

　そのうちの一頭に斬りかかるが、首を浅く薙いだだけで仕留めるには至らない。

『御国コノハ！』

「〈アカツキ〉──銃火シユート」

　マリーが動きを封ふうじてくれたファフニールに、コノハは銃じゆう撃げきを放つ。

　胸を撃ち抜ぬかれて、ファフニールはどろりと融ゆう解かいして空に散る。

　マリーの動きは、仲間を庇うことを念頭に置いたものだ。この六日間、コノハを守ってきたように。

　恐らく無意識にやっているのだろうが、出会ったばかりのころのマリーなら味方など放って敵てき陣じんに斬り込んでいたはずだ。それこそ、先ほどのコノハの失言に激げき昂こうしたようにだ。

　──これを見み越こしての訓練だとすると、もう恐ろしいくらい。

　怒いかり任せに暴れる葉月から逃にげ回るだけの訓練だったのだ。

　その逃げ回るだけの六日間は、コノハたちの意識を変えたのだ。

　撃沈したファフニールの数はせいぜい十数頭といったところだが、コノハとマリーはその包囲から脱だつ出しゆつしていた。

『敵遭そう遇ぐうは即そく撤退と言ったはずでしょう、あなたたち』

　葉月と合流すると、火来がそう声をかけてくれた。

　どうやら、いつでも救助に来られるよう、身構えていたらしい。それでもコノハたちがどこまでやれるか見定めていたのだろう。指導官の額にも、汗あせが滲にじんでいた。

『〈ヒリュウ〉でも、こちらの異常には気付いているはずよ。龍甲艦まで撤退しつつ、天川たち正規メンバーと合流。艦砲射撃で迎げい撃げきののち、反撃に移るわよ』

「はい」

　そうして、撤退を始めようとしたときだった。




『離はなれなさい、あなたたち！』




　悲鳴のような声を上げて、火来がコノハを突つき飛ばした。

　そして、ゴウッと深しん紅くの閃せん光こうが広がった。

『火来先生！』

　ファフニールからの攻こう撃げきだと気付いたときには、火来の姿が炎ほのおに吞のまれていた。

　炎の中から墜ちてくる火来を、葉月がとっさに抱だき止める。

　──いったい、なにが……？

　振ふり返って、コノハは露ろ骨こつに顔色を変えることになった。

「ハイデマリー。柊と指導官を連れて、艦まで逃げて」

『は？　なにを言って─』

　頰ほおにまで汗を伝わせるコノハに、マリーも振り返ってしまった。

　ともすれば、それは龍甲艦のようだった。

　大きさが、ではない。

　形が、だ。

　甲かん板ぱんのような装そう甲こうを持ち、二〇〇ミリはあろうかという主砲を備えた、戦せん闘とう艦かんだ。

　龍甲艦と違うのは、それがせいぜい輸送機程度の大きさで、艦首には赤い瞳ひとみと竜のような顎あごを持っている点だった。

「戦闘艦型の、ファフニール……？」

　背中の甲板は左右に大きく広がり、翼つばさのような形を作っている。手足に相当する部分は見当たらないが、船せん尾びからは長い尾おが伸のびていた。




「カーネル級」




　ファフニールの群れの中心に現れたのは、最悪の個体だった。

　──あれからは、逃げ切れない。

　誰だれかが、囮おとりに残る必要があると感じた。

　──もう、あのときみたいな後こう悔かいはしたくない。

　初うい陣じんのふたりとは違って、コノハならば時間稼かせぎくらいはできるはずだ。

「私が時間を稼ぐ。行って！」

　叫んで、コノハが銃じゆう機き剣けんの弾だん丸がんを放つ。

　ファフニールの装甲を融解させるその弾丸が、カーネル級を直撃する──はずだった。

　カーネル級の正面に、六角形の光の壁かべがいくつも現れる。

　第四物質プラズマの弾丸は、その光の盾たてに阻はばまれ霧む散さんしていた。

　通信機から、マリーの震える声が届く。

『なにあれ……。鱗りん界かい、なの？』

　それも、銃機剣の直撃を受けて傷ひとつつけられない密度だ。あるいは龍甲艦のそれよりも強力かもしれない。

　そして、カーネル級が攻撃を受けて黙だまっている理由もない。

　カーネル級が頭を下げるようにして艦首を下に向ける。

　甲板のようなその背には、頭部から背中に向けて背骨のようなこぶの列があり、そこには二連装、三連装の艦砲が連なっていた。

「来るわ！」

　そう叫んで、コノハは脚きやく部ぶ推進器バーニヤを全開に噴ふかして横に跳とぶ。

　直後、コノハがいた場所を熱線が貫つらぬいた。

　サージェント級の吐と息いきと見み紛まがうほどの質量で、鱗界と防護服に守られていてなお、肌はだを焼くような熱量だった。

　空に真まっ直すぐ伸びるそれは、ファフニールが行進するための絨じゆう毯たんにさえ見える。

　そんな砲撃の合間を縫ぬうように突き進み、コノハは瞬またたく間にカーネル級との間合いを詰つめると銃機剣を突き出す。

　その刃ははカーネル級の鱗界と衝しよう突とつするが、銃機剣の切っ先が鱗界を引き裂さくように中央から割れた。

　鱗界に穴が穿うがたれる。その穴から、コノハは銃火の連撃を見み舞まった。

　浅あさ紫むらさきの電光と共に目も眩くらむような炎が広がり、カーネル級の艦首が爆ばく煙えんに覆おおわれた。

「この距きよ離りでも、通らない」

　風に流され煙けむりが晴れると、そこにはなんの損傷もないカーネル級が飛行していた。

　度重なる銃の連撃で、グラムの三枚翼よくも排はい熱ねつが追いつかなくなってきている。

　それでも、コノハの声は追いつめられたものではなかった。

　いまの一撃で、コノハはカーネル級の鱗界の範はん囲いの内側まで踏ふみ込むことができた。この距離からでは、背中の甲板に搭とう載さいされた連装砲も届かない。

　しかし、代わりに正面にはカーネル級の顎が待ち構えている。

　ファフニールの顎からは、彼らの最大火力の兵器である吐息が放たれるのだ。カーネル級の顎にもなると、人間などグラムごと吞み込めるほど巨きよ大だいだ。

　なのにコノハはその顎に向かって退ひくどころかさらに推進力バーニヤを燃焼させて踏み込む。

　カーネル級の口内に銃機剣を突き入れ、その刀身が再び中央から割れる。

　──小鳥遊指導官は、こうやって生身でもファフニールを撃げき墜ついした。

　蒼真は落らつ下か傘さんで降下しながら、ただの銃でファフニールを墜おとしたのだ。

　口内への零ゼロ距離射撃。これがコノハの狙いだった。

「〈アカツキ〉──銃火シユート！」

　コノハが叫んだ瞬しゆん間かんだった。




　バグンッと、カーネル級が〈アカツキ〉の刀身を嚙かみ砕くだいた。




「あ……」

　コノハの口から、啞あ然ぜんとした声が漏もれる。

　デストロイヤーとはいえ、ファフニールを屠ほふる剣が、目の前で破は壊かいされたのだ。

　刀身を半ばまで砕かれ、形成された砲弾はエネルギーの行き場を失って暴発する。

　翠みどりの燐りん光こうが飛び散り、〈アカツキ〉の鱗界が砕けた。

　──私は、まだ、小鳥遊指導官に……。

　縋すがるように空に手を伸ばして、そこでコノハの意識はぷっつりと途と絶だえた。




　　　　◇




「コノハ！」

　叫んで、マリーは飛び出した。

　銃機剣を失い、鱗界まで消し飛んだのだ。コノハは墜つい落らくしていった。

「なにが、時間を稼ぐよ」

　本当に、頭にくる娘むすめだ。普ふ段だんはあれだけ悪態をつくくせに、どうしてこんなときに真っ先に囮を買って出るのか。

　マリーは雲のすれすれまで急降下して加速すると、なんとかコノハの腕うでを摑つかむことができた。水みず飛沫しぶきのように真っ白の雲を吹ふき飛ばしながら、マリーはもう一方の腕も回してコノハを放すまいと抱き止める。

　だが、コノハに追いつくというのは、彼女を襲おそったファフニールに接近するということでもあった。

　顔を上げると、カーネル級の艦砲が真っ直ぐマリーに向けられていた。

「ひっ──」

　コノハの体を抱きしめ、マリーは祈いのるように目を瞑つぶった。

　ドウッと、大気を焼く光が広がる。




　──駄だ目めだ！　墜おちるな──




　そんなマリーを守るように、蒼あおい光が落ちてきた。

　誰かの声が聞こえたと思った瞬間、砲ほう弾だんが消失して眼下の巻けん積せき雲うんに巨大な穴が穿たれる。

「え……？」

　マリーには、目の前でなにが起こったのか理解できなかった。

　少女たちを守るように、蒼い機械の塊かたまりが浮うかんでいた。

　人に近い形をしてはいるが、人にしては大きすぎる機械の手足を持ち、その背には鋼鉄の翼を背負っている。

　特に目を惹ひくのは、右手に握にぎられた剣……いや、槍やりだ。

　短い刃を連ねたような奇き妙みような形で、刃だけで自身の身の丈たけ以上もあり、持ち手もそれと同じくらいの長さがあった。

　全身にグラムをまとったようなその機体は、間違ってもデストロイヤーではない。クルーザー級とて、これほどの装甲は持ち得ない。

　それはむしろ、グラムというより、ファフニールに近かった。

　それが、カーネル級の砲撃をあろうことか素手で振り払はらったのだ。

　だが、マリーはその姿を知っている。

　戦龍バトルシツプ──皇国最強のグラムだ。しかも、それは──

「あのときの、蒼いグラムリッター……？」

　皇国に来て、皇国の文字と言葉を学んだいまのマリーならばわかる。

　その肩かたに刻まれた文字。




「──〈封フ槍ソウ〉──」




　その二文字が、刻まれていた。

　〈封フ槍ソウ〉の名に、腕の中でピクリとコノハが身じろぎをしたような気がした。

　マリーの声が届いたのだろうか。蒼いグラムリッターはチラリとだけ振り返って、軽く腕を上げた。

　ファフニールが傍ぼう観かんに徹てつしていたのは、そこまでだった。あるいは、彼らも恐きよう怖ふというものを感じたのかもしれない。恐怖して、動くことができなかったのだ。

　恐怖にたえられなくなったように、カーネル級が全身の砲ほう塔とうを一いつ斉せい発射する。

　その火線はマリーとコノハを含ふくんでおり、その後ろで火来と共に退たい避ひする葉月をも捉とらえていた。

　回避するわけにはいかない大質量の熱線に、〈封フ槍ソウ〉は慌あわてることなく左手を突つき出だす。
















　翠の光が、海のように広がった。

　熱線は、その翠の光に触ふれると揉もみ潰つぶされるように消えていく。

「なにこれ。鱗界……なの？」

　ファフニールの爪つめが掠かすめただけで砕かれるのが、デストロイヤーの鱗界だ。

　それが、この規模で、しかもカーネル級の砲撃すら搔かき消すほどの出力で展開できるグラムなど聞いたことがない。

　──これが、戦龍バトルシツプ……。

　〈封フ槍ソウ〉が右手の槍を振ふりかぶる。

　投げるにせよ、貫くにしろ、カーネル級にはとうてい届きようもない距離だが、蒼いグラムリッターは迷わず宙を一いつ閃せんする。

　瞬間、槍が伸びた。

　重ねられた刃が解ほどけ、それが翠の光に繫つながれて鞭むちのように伸しん長ちようしたのだ。

　それは、空を引き裂くような一撃だった。数十頭ものファフニールが、その一撃に吞のまれて炎ほのおを吹き出し、雲の海へと落ちて行く。

　それでも、カーネル級だけは別格だった。

　〈封フ槍ソウ〉の一撃を回頭して躱かわし、逆に体当たりをするように特とつ攻こうしてくる。

　ちょっとした屋や敷しきほどもある鉄の塊であるカーネル級の巨きよ体たいが衝突すれば、その質量だけでいかなる目標物も破壊できるだろう。

　そんな特攻に、蒼いグラムリッターは焦あせることなく手首を返して槍を旋せん回かいさせる。刃を連ねる光が消失し、小さな破片が空にばら撒まかれた。

　そして、その刃の全てが意志を持ったようにカーネル級へと飛びかかる。

　全方位からの一斉攻撃は、カーネル級の鱗界を貫いてその巨体を斬きり裂いていく。

「あれでも、沈しずまない？」

　それでも、カーネル級は健在だった。

　全身の装そう甲こうは罅ひびだらけで、背中の艦かん砲ぽうは誘ゆう爆ばくして炎を噴き上げているというのに、その巨体が沈む様子はない。

　マリーはようやく気付いた。

　カーネル級は、その巨体を以もつて〈封フ槍ソウ〉を道連れにしようとしているのだ。

　そしてマリーたちを背中に守るがゆえに、青いグラムはそこから動くことはできない。

　〈封フ槍ソウ〉は分解した刃を再び槍の形に戻もどしながら、逆の手を前に突き出す。

　パシュンと音と立て、その指先が弾丸のように射出された。

　翠の光の糸を引く飛礫つぶては、不規則な軌き跡せきを描えがいてカーネル級の体に突き刺ささる。

　岩山のような巨体を止めるにはあまりに非力な飛礫だが、それは乱らん舞ぶする槍片によって刻まれた亀き裂れつを穿っていた。その着弾地点から翠の光が血管のように広がり、カーネル級の全身へと広がっていく。

　──そうか。さっきの槍片はカーネル級の装甲をこじ開けるためのものだったんだわ。

　カーネル級の体を這はう翠の光は、ファフニールの神経回路をなぞっていた。〈封フ槍ソウ〉の飛礫は、着弾と同時にカーネル級の全身を侵しん食しよくし、その制せい御ぎよをもぎ取っていく。

　いつしか、カーネル級は自らの翼つばさや船腹から逆ぎやく噴ふん射しやをかける炎を吐はき出して、自身の特攻を止めていた。




　まるで空に縫ぬいつけられたように、カーネル級の巨体がピタリと静止した。




『グルアアァァァアァァッァアァ！』

　まるで生き物のように、カーネル級は空を震ふるわす咆ほう吼こうを上げる。

　全身の制御を奪うばわれたカーネル級は、蒼いグラムリッターを正面に捉えていながら吐と息いきを放つこともできなかった。

　そこに、〈封フ槍ソウ〉が槍を構える。

　今度は、薙なぎ払うようなものではなく、真まっ直すぐ切っ先をつき出した突きの構えだ。

　ドンッと円えん環かんのように翠の衝しよう撃げき波はを広げ、〈封フ槍ソウ〉の槍が放たれる。

　それは、光の奔ほん流りゆうだった。

　〈アカツキ〉の直撃にビクともしなかったカーネル級は、その光の奔流に頭部から尾おまで一直線に撃うち抜ぬかれていた。

　光が収まるころには、空にファフニールの機き影えいは残っていなかった。

　百に届こうかというファフニールの群れが、ものの数分で空から消えた。

　陶とう然ぜんとして、そんな光景を見つめていると、マリーの頰ほおに生暖かい滴しずくがかかった。

「……？　雨、かしら？」

　戦龍バトルシツプは最強のグラムだ。

　他のグラムとは比ひ較かくにならぬほど広こう範はん囲いの鱗りん界かいを展開し、カーネル級すら屠る火力を誇ほこり、空を翔かければどれほど高精度の砲塔でも捉えることができない。

　そんな怪かい物ぶつのような力を、なんの代だい償しようもなく行使できるはずは、なかった。

　顔を拭ぬぐうと、手がべっとりと赤く濡ぬれた。

「え……？」

　マリーが自分の顔にかかったものの正体を理解する前に、グラリと〈封フ槍ソウ〉が揺ゆれた。

　ただの一撃も受けることなくファフニールを殲せん滅めつしたはずの戦龍バトルシツプが、ゆっくりと墜落を始めたのだ。




「小鳥遊さん！」




　いつの間に目を覚ましていたのだろう。

　そう叫さけんで、コノハがマリーの腕から飛び出した。

　〈封フ槍ソウ〉は翠みどりの粒りゆう子しを吐き出して崩くずれていく。グラムが強制解除されているのだ。

　そこから現れたのはやはり蒼真で、しかし胸元からつま先に至るまで血でべっとりと濡れていた。

　墜おちていく蒼真を、コノハは両りよう腕うでで必死に抱き止める。

　マリーは、いまごろ気付いた。

　ここまで駆かけつけてくれていながら、蒼真がひと言も声を発しなかったことに。




　彼が声をかけなかったのは、通信障害のせいではなく、口を開くことができなかったからなのだ。








第五章　金色の空の彼方かなたで






『──ひっ、助けて！　助けてください小鳥遊たかなし隊長！』




　自分を隊長と呼び、信しん頼らいしてくれた部下の悲鳴が響ひびく。蒼そう真まが〈封フ槍ソウ〉の刃はを向けたときには、声の主はファフニールに頭部を嚙かみ砕くだかれていた。

　胸から上を失ったグラムリッターは、人形のように墜ちていく。

　そんな地じ獄ごくのような光景が、空に広がっていた。

　──ああ、これは夢だ。いつもの、悪夢だ。

　空の風でも拭えぬ、血と硝しよう煙えんのにおいの中、蒼真はぼんやりとそう認識した。

　これはひと月前の記き憶おくだ。

　グラムリッターとして栄光の中にいた蒼真は、ある任務を与あたえられていた。

　調整中の戦龍バトルシツプ級グラム〈禁コン郷ゴウ〉の護送というものだ。

　戦龍バトルシツプとはいえ、グラム一隻せきの輸送にはずいぶん物々しい警備だったのを覚えている。

　護衛対象は龍りゆう甲こう艦かん〈ショウホウ〉と、そこに積まれた〈禁コン郷ゴウ〉。戦龍バトルシツプ〈封フ槍ソウ〉を筆頭に、ヘビイクルーザー三隻、ライトクルーザー五隻、デストロイヤー十八隻、小鳥遊遊撃部隊二十七名と龍甲艦乗組員三〇〇〇人の大部隊だった。

　みんな最年少の蒼真を隊長と認めてくれて、そのくせ気安く頭を撫なで回してくるグラムリッターがいたり、かと思えばそんなグラムリッターの入浴を覗のぞきに行くぞと誘さそう馬ば鹿かなグラムリッターがいたりもした。

　幼くしてグラムリッターに身を投じた蒼真にとって、彼らは第三の家族だった。

　そんな愛いとしい部下たちが、ファフニールに喰くわれ、焼かれ、引き裂さかれて死んでいく。




『なんだ──ザザッ──こいつらは！』『逃にげ──ザッ──はもう駄だ目めだ』『逃げ──ザザッ──どこへ──ザザザザッ──〈ショウホウ〉はもう墜ちたのよっ？』『いやだ──ザザザッ──にたくない！』『隊長！　どこにいるんですか隊長──ザザザザザザッ──』




　ノイズだらけの通信に、悲鳴と怨えん嗟さの声が響く。

　出会い頭がしらに司令部である艦橋が墜とされ、通信妨ぼう害がいによって部隊は大混乱に陥おちいった。それでも訓練されたグラムリッターたちは独自の判断で編成を立て直し、健けん闘とうしたのだ。

　だが、そこに現れた敵は次元の違ちがう破は壊かい者しやだった。

　──作戦は失敗だ──戦域から離り脱だつしろ──

　どれだけ叫んでも、蒼真の声はノイズに搔き消されて部下たちには届かない。

　そして、蒼真の手も、部下たちを救うことができない。

　目の前に、見たこともない巨きよ大だいなファフニールがいるのだ。

　カーネル級に似た姿をしていながら、その姿は小型の龍甲艦ほどもある。龍甲艦に取り憑ついたファフニールとでも表現した方が近いかもしれない。

　アドミラル級──伝説上の存在と言われていた最大最悪最強のファフニールだ。

　この恐おそろしいファフニールは、〈封フ槍ソウ〉の鱗界すらたやすく貫つらぬき、護ご衛えい艦かん〈ショウホウ〉を撃げき沈ちんした。蒼真が離はなれれば、このファフニールは瞬またたく間に部下たちを蹂じゆう躙りんしてしまう。

　頭のどこかで夢だとわかっていながら、蒼真は必死で戦う。

　ひとりでもいい。部下が逃げるための時間を稼かせぐために。

　大切な部下たちを吞み込む、この化け物を道連れにするために。

　魔ま力りよくが枯こ渇かつし、血を吐き、自分の命が枯かれていくのを感じながら、それでも蒼真は槍やりをアドミラル級の頭部に突つき立てる。

　だが、そんな蒼真をアドミラル級の背に並ぶ巨大な主しゆ砲ほうが狙ねらっていた。




　墓場の夢は、いつもそこで終わる。

　そして目が覚めて、生き残ったのが自分独りだという現実に絶望するのだ。

　ただ、その日の夢はいつもよりずいぶん長く感じた。

　まるで、もう目覚めが訪れないかのように……。




　　　　◇




「どこへ行くつもり──御み国くにコノハ？」

　そこは艦橋部第二甲かん板ぱんへと続く非常階段だった。

　この下の階層に存在する医い療りよう区くに、蒼真が運び込まれたのだ。

　そこを降りようとしたコノハは、冷ややかな声に呼び止められていた。

　邪じや魔まが入ったことに、忌いま々いましそうなため息が漏もれる。




　辛からくもカーネル級ファフニールを撃退し、〈ヒリュウ〉に戻ると学園は大おお騒さわぎになった。

　コノハ以外のふたりの生徒に目立った負傷はなかったものの〈アカツキ〉が中破。監かん督とく指導官の火か来くは重傷。そのグラム〈イスズ〉も大破。救きゆう援えんに駆けつけた蒼真も瀕ひん死しだ。

　蒼真が取り逃がしたファフニールも少なくはない。

　負傷者の手当て、軍部への救援要よう請せい、龍甲艦の進路変へん更こう、緊きん急きゆう警報が鳴り響き、それらの事情を住民への説明と、指導官に限らず大人たちはあちこちに駆け回る。

　生徒たちは、防衛にあたる上級生の正規グラムリッターを残して自宅待機が命じられたが、コノハたち三人は哨しよう戒かい報告と戦せん況きよう説明のため艦橋に呼び出されて聴ちよう取しゆを受けていた。

　そんな中で、コノハは傷の手当てを理由に聴取から抜け出したのだった。




「ハイデマリー……、それに、柊ひいらぎ」

　振ふり返ると、マリーと葉は月づきが立っていた。

「あなたの様子がおかしかったから、なにかあると思ったのですわ。そうしたらこそこそ抜けだそうとしているではありませんの」

　マリーの隣となりで、葉月も頷うなずく。

「御国さん、おにいちゃんのこと〝小鳥遊さん〟って呼んでたよね。その前も、おにいちゃんの徴ちよう兵へいのことを知ってたし……もしかして、前からおにいちゃんのこと知ってたんじゃないの？　おにいちゃんが、なんであんなことになったのかも」

「それは……」

　図星を指されて、コノハは呻うめいた。

　──どうしよう。こんなことをしている場合ではないのに……。

　説明している時間はない。

　だが、ここで黙だまって引き下がるマリーたちではないだろう。

　それに〈アカツキ〉を失ったいま、力ちから尽ずくという手段も取ることができない。

「──っ」

　言葉に詰つまっていると、コツコツと誰だれかの足音が近づいてきた。

　第二甲板への階段は、通路の奥まった陰かげに設置されている。そのおかげで表の通路を人が歩いてもこちらに目が届くことはないが、話し声が届かないわけではない。

　──ここで、人に見つかるわけにはいかない。

　コノハは後ろ手に、階下へと続く扉とびらのノブを握にぎる。

「この先に、小鳥遊指導官が運び込まれた」

　蒼真の名前に、マリーと葉月も目を見開く。

「来て。話している時間がない」

　相変わらず、自分でも嫌いやになるくらい言葉が足りないと思う。

　それでも話し声を聞きつけたのか、表の通路へと続く曲がり角から、人の影かげが伸のびてくるのだ。これ以上、ここに留とどまるわけにはいかない。

　マリーは戸と惑まどうような表情を浮うかべるが、すぐに問い返してくる。

「指導官に関係ある話なのね？」

「そう」

　コノハが肯こう定ていすると、マリーと葉月も頷いた。

『おい、そこでなにをやっている？』

　そこに、船員らしき男の声が響く。

　コノハは扉に体重を預けるようにして押し開ける。

　マリーと葉月は迷わず目の前に延びた階段へと飛び込み、コノハも扉を閉めながらその隙すき間まに体を滑すべり込ませる。

　グラムリッターとして訓練された少女たちは、扉を閉じる音さえ残さなかった。仮にその姿を見た者がいたとしても、通路のライトが作った影にしか見えなかっただろう。

『あれ……？　誰もいない？』

　声の主は釈しやく然ぜんとしないような声を漏らすが、彼らも忙いそがしい。コノハたちが身を潜ひそめる扉を開いてまで探そうとはしなかった。

　船員の気配が去っていき、コノハはホッと吐と息いきを漏らす。

（ちょっとコノハ。指導官がいるって、どういうことなんですの？　説明なさいな）

　声をひそめて、マリーが不満の声を漏らす。

（説明の時間はないと言ったわ。……？　コノハ？）

　マリーはなぜかコノハのことをフルネームで呼ぶ。

　下の名前で呼ばれたのは初めてだった。

　マリーは口を滑らせたように顔を強こわ張ばらせるが、誤ご魔ま化かすようにふんと鼻を鳴らした。

（わ、わたくしたちは、チームメイトでしょう？　別におかしなことではありませんわ）

（……？　そういうものなの？）

　コノハが首を傾かしげると、葉月がおかしそうに笑った。

（そういうものだと思うよ。マリーさんってばコノハさん──あ、わたしもそう呼ぶからね──コノハさんが撃げき墜ついされかけたとき、すごく心配したんだから）

（葉月！　なにを言いやがりますの！）

　顔を真っ赤にして、マリーはバツが悪そうに顔を背そむけた。

（その、目の前で人が死にそうになったら、心配するものではありませんの。コノハだって、そう思ったからわたくしを助けたのでしょう？）

　それに、とマリーは続ける。

（わたくしが独断専行なんてしなければ、火来指導官や小鳥遊指導官が負傷するほど追いつめられはしなかったはずですもの）

　どうやら、マリーはマリーで責任を感じていたらしい。

　コノハは首を横に振る。マリーのせいではないと思うから。

（ファフニールの待ち伏ぶせを予想できなかった時点で、私たちは失策していた。だから、思い上がらないで）

　そして、また言葉を間違えた。

　暗がりでもわかるほど、マリーの顔が怒いかりで真っ赤になる。

（こんっの、人が下した手てに出てやれば！）

（落ち着いてマリーさん。コノハさんは〝そんなに思い詰めないで〟とかそういうこと言いたかったんですよ）

　まるでコノハの心を読んだかのような葉月の言葉に、マリーはキッと睨にらみ返す。




（んなことは、わかっていますわ！）




「え……？」

　コノハは耳を疑った。

　呆あつ気けに取られるコノハに、マリーは怪け訝げんそうな顔をする。

（あなた、言葉選びが絶望的に下手というか、おかしいというか、そういうことなのでしょう？）

　今度こそ、コノハは目を見開いて絶句した。

（知っていたの？）

（というか、気付かないとでも思うの？　ことあるごとに隅すみっこで踞うずくまったり身み悶もだえしたりしているくせに）

　まさか見られていたとは思わず、コノハは羞しゆう恥ち心しんで死にたくなった。

　そこで葉月までもがおかしそうに笑う。

（でも、そのたびにマリーさんも言いすぎたって悶もん絶ぜつしてたんだよ？　そう思うんならケンカなんてしなければいいのに……）

（頭にくるものはくるんですもの、仕方がないでしょうっ？）

（……それで毎回仲ちゆう裁さいしないといけない、わたしの身にもなってね？）

（ごめんなさい。ケンカはよくないわね。わたくしが全面的に悪かったわ）

　瞳ひとみに光を映さない葉月の笑顔に、マリーはカタカタと震ふるえた。

　──私には、なにも見えていなかった。

　葉月も、マリーでさえも、コノハをチームメイトとして受け入れようと、認めようとしてくれていたのだ。

　なのに、コノハは彼女たちを仲間だと、信しん頼らいしようなどと考えなかった。

　同じ指導官から教えを受けていながら、恥はずべき事実だと思った。

　だから、コノハは少しだけ自分のことを話そうと決心できた。

「ついて来て。……マリー、葉月」

　ただ名前で呼び合うだけだというのに、顔から火を噴ふきそうなほど恥ずかしくて、照れくさかった。

　コノハの言葉に、マリーはむずがゆそうに顔を背け、葉月が嬉うれしそうに破顔した。

　それを誤魔化すように、コノハは第二甲板へと続く階段を降りていく。

　出入り口は踊おどり場のように壁かべで囲まれていたが、階段部分は船外にむき出しで、コノハは吹ふきつける風に髪かみを押さえた。

　風が強い。このあたりならば声を落とさなくても人に聞かれる心配はないだろう。

　コノハの背中に、葉月が声を上げる。

「コノハさん、おにいちゃんのところへ行って、なにをするつもりなの？」

　首を傾げる葉月に、コノハは焦あせりの滲にじんだ声で告げた。




「このままでは、小鳥遊指導官は死ぬ。でも、私ならそれを繫つなぎ止められる」




　葉月とマリーの表情が凍こおりつく。

「冗じよう談だん……や、言い間ま違ちがいにしては、悪質ですわよ？」

「事実よ。彼は延命治ち療りようのためにこの艦かんに来たの。なのに……」

　コノハは静かに語り始めた。

　ひと月前、アドミラル級という超ちよう弩ど級きゆうのファフニールと戦い、蒼真が相あい討うちになった事件のことを。その戦いで蒼真が多くの仲間を失い、独り生き残ったことを。

　グラムリッターがグラムリッターでいられる寿じゆ命みようは短い。

　人がグラムを扱あつかう対価が、使用者の命だから。

　魔ま力りよくとは、かつて魔道士と呼ばれていた種族が用いた力なのだ。本来、特別な才能を持った者の力を、龍りゆうという装置を通してただの人間が扱う。当然の代だい償しようだった。

　通常は、本当に寿命が縮む前にグラムリッターを退役する。

　だがアドミラル級との戦せん闘とうで戦龍バトルシツプを限界まで酷こく使しした蒼真は、人としての寿命まで使い切ってしまった。投薬と検査を重ねることでなんとか命を繫いでいる状態なのだ。

「……〈封フ槍ソウ〉を使ってしまった小鳥遊指導官はいま、死の淵ふちにいるわ。でも彼の治療をできたはずの医師がいま、重傷で動くことができなくなってしまった」

「重傷……？　それって、まさか……」

　葉月の疑問に、コノハは頷うなずく。

「ええ。火来指導官よ。彼女はグラムリッター時代、衛生兵として特別才能があったの」

　だが、その火来は倒たおれてしまった。

　いま、この艦に蒼真を治療できる人間は、コノハしかいない。

　マリーが眉まゆをひそめる。

「その話が事実だとして、なんでそれをコノハなら助けられるんですの？」

「私が、魔道士だから」

「……？　魔道士というなら、わたくしや葉月だってグラムリッター候補生ですわよ」

「そういう意味ではないの」

　コノハに答えられるのは、それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　その理由は、どうしてもコノハが話せない事実に直結しているのだから。

　葉月が小さく手を上げ、口を開く。

「わたしも、ひとつ訊きいていい？」

「なにかしら」

「コノハさんは、なんでそんなことを知ってるの？」

　その問いかけに、ビクリと体が震えてしまった。

　葉月の問いに答えるには、勇気が必要だった。

　それでも、自分を〝チームメイト〟と呼んでくれた彼女たちに答えなければならない、いや、応えたいと思った。

　静かに息を整え、コノハは口を開いた。




「全部、見ていたから──私も、あの戦場に、いたから」




　葉月が目を見開いた。

　声も出ないという彼女に代わって、マリーが問いかけてくる。

「それってつまり、あなたは候補生ではなく、正規のグラムリッターだということ？」

　コノハは首を横に振ふる。

「あのときも、いまも、私は候補生だった。グラムも握にぎれず、ただ見ているだけの、役立たずだった」

　そう、コノハは卑ひ怯きよう者ものだ。

　こうしてチームメイトに事実を話しているつもりで、真実は話していない。

　いっそ全てをさらけ出して泣きわめいてしまえば、どれほど楽かとも思う。

　だが、そうする勇気もコノハにはないのだ。

　マリーはそれをどう受け取ったのか「そう」とだけ返した。

　そこで、長い階段も終わりを告げ、第二甲かん板ぱんへとたどり着く。

　第二甲板という名がついていても、ここは龍りゆう甲こう艦かんの地下にあたる。すでに陽ひも落ちており、照明がなければ光も届かない。この階段は非常用のもので、必要最低限の灯あかりしかついていなかった。

　手て探さぐりで艦橋内への扉とびらを探り当て、コノハは後ろのふたりに振り返る。

「この先が、医い療りよう区くよ」

　コノハの言葉に、マリーと葉月が頷いた。

　耳を澄すませて中の様子をうかがうと、幸い、歩き回る人の気配はなさそうだった。

　そっと扉を押し開けると、まばゆい白の光に目が眩くらむ。

　人通りがなくとも、ここにはたくさんの患かん者じやが運び込まれているのだ。医師や看護師たちと鉢はち合あわせないように進む必要があった。

　そんな場所を、コノハは迷いのない足取りで先に進む。

　──鈴すず音ねに、感謝をしないと。

　蒼真の病室を始め、医療区の通路やそこへ通じる非常階段への情報を与あたえてくれたのは、あの幼い容姿の生徒会長だった。蒼真を助けてほしいと。

　腰こしを低く落とし、足音を残さないように進んでいくと、すぐに蒼真の病室を見つけることができた。

　彼は戦闘による負傷で運び込まれたわけではない。火来以外の医師では投薬程度しかできることはないのだ。手術室ではなく、専用に用意されていた病室に運び込まれている。

　扉を開けようとして、コノハは手を止めた。

（中に、誰だれかいる）

　生徒たちには自室待機が命じられているのだ。こんなところをうろついているのが見つかれば追い出されてしまう。

　どうしたものかと迷うコノハの前に、葉月が立った。

「わたしに任せて」

　そして、躊ちゆう躇ちよなく扉を叩たたく。

「なんだ君たちは？」

　病室から顔を出したのは、白衣を着た中年の男性だった。どうやら医師のようだ。

「おにいちゃんの容態は、どうなんですか？　わたし、柊葉月といいます。小鳥遊指導官とは兄妹きようだいなんです！　どうか、おにいちゃんに会わせてください！」

「え、ええっ？」

　瞳に涙なみだまで浮うかべて捲まくし立てる葉月に、医師も戸と惑まどった顔をする。

　そんなふうに訴うつたえながら、葉月は肘ひじでマリーをつつく。

「あうっ、その、わたくしも、小鳥遊指導官の生徒で、あの、指導官はわたくしたちを庇かばったばかりにこんなことに……」

　マリーも涙ぐんでいるが、こちらは演技というより突とつ然ぜんこんな状じよう況きように追い込まれたがゆえの、本心からの涙だろう。コノハでさえ気の毒に感じた。

　医師は困ったように頭を搔かくが、やがて観念したようにため息を漏もらした。

「わかった。入ってもいいから、とにかくここで騒さわぐのはやめてくれ」

「いいんですか？」

「処置はもう終わってるし、身内ならまあいいだろう。代わりと言ってはなんだが、中の患者の容態を見ていてくれ。異常が起こったらコールで呼んでくれればいい」

「はい！」

　葉月がいかにも気き丈じように振る舞まうような微び笑しようを浮かべると、医師も病室を去っていった。

　その背中が見えなくなって、葉月はコノハに振り返った。

「ほら、普ふ通つうに頼たのんだら大だい丈じよう夫ぶだったでしょ？」

　これには、コノハも絶句していた。マリーが顔を引きつらせて呟つぶやく。

「わたくし、葉月だけは敵に回してはいけないと確信しましたわ」

「……ええ。同感だわ」

　病室に入ると、蒼真はベッドに横たわっていた。

　点てん滴てきや容態を観測するための管が繫げられているものの、酸素マスクがつけられていたりなど、ものものしい機械はなかった。

　ただ、その顔色は蠟ろうのように白く、呼吸も苦しげだった。

　コノハはベッドの側そばに駆かけ寄ると、膝ひざをついて蒼真の手を握る。

　──冷たい。

　脈みやく拍はくも落ちている。一刻も早く治療が必要だと感じて、コノハは大きく息を吸った。

　その瞬しゆん間かん、コノハの体から淡あわい翠みどりの粒りゆう子しがあふれた。ふわりと長い髪が揺ゆらめき、その色も濡ぬれ羽ば色いろから翠に輝かがやき始める。

　そうしてあふれた翠の粒子は、寄り集まって幾いく重えもの糸を模かたどっていく。

「なにこれ……。龍の、光……？　グラムもないのに？」

　呆あつ気けに取られる葉月の隣となりで、マリーが目を細める。

「違う。龍ではないわ。これは、たぶん……」

　コノハは答えない。蒼真の命を繫ぎ止めるのに必死で、そんな余よ裕ゆうはなかった。




「コノハは魔道士──龍の登場以前に存在した〝本物〟の魔道士なんだわ」




　コノハの体からあふれるのは、魔力の光だ。

　光でできた翠の糸が、ボロボロになった蒼真の神経を補うように伸のびていく。

　──戻もどってきて、小鳥遊さん！

　翠の光に包まれて、蒼真の呼吸も次し第だいに穏おだやかなものになっていった。




　　　　◇




「朝……？」

　蒼真が目を開けると、真っ白な見慣れない天てん井じようが飛び込んでくる。

　〈ヒリュウ〉に来て十日。まだ自室の天井にも慣れたとは言いがたいが、これは本当に知らない天井だった。

　ややあって、そこが病院だろうと気付く。

　──そうか……。あのとき、〈封槍〉を使ったから。

　自分はきっと倒れたのだ。むしろよく命があったものだ。

　身じろぎをしようとして、ベッドの上、自分に誰かがもたれかかっていることに気付く。

「葉月か……？」

　義ぎ妹まいもあの場所にいたはずだ。力尽つきた蒼真に寄り添そってくれていたのだろう。

　それを起こすのは忍しのびなくて、蒼真もできるだけ動かないように顔を向ける。あいにくと背中しか見えなかったが、掛かけ布ぬの越ごしにも少女らしい華きや奢しやな体の感かん触しよくが伝わった。

「悪いな、葉月。心配をかけた」

　そう思って、まだ眠ねむっている少女の頭をそっと撫なでてやる。

　と、その触さわり心地ごこちがいつもと違った。

　全体的に癖くせの多い葉月の髪かみに比べて、それは絹糸のように細く真まっ直すぐな髪だった。長さも肩かた口ぐちで揃そろえた義妹よりもずいぶん長い。

　──おかしいな。シャンプーでも変えたのか？

　さっさと起き上がればよかったのだが、蒼真は正体を探るように、それでいて乱暴にならないように、優しく頭を撫で続ける。

「んっ……ふぁっ……」

　少女の体がピクリと震ふるえ、どこか艶なまめかしい吐と息いきを漏らす。だが、やはり葉月の声とは違うような気がする。

　蒼真は自覚していなかった。探るように頭を撫で続けるその手つきは、もはや愛あい撫ぶするようでさえあったのだ。

「にゃ……？　おにいちゃん？」

「あ、すまん。起こしたか？」

　葉月の声に蒼真はそう言って、おやと思う。

　葉月はベッドの反対側の椅い子すに腰をかけていたのだ。その隣にはマリーの姿もあり、互たがいに寄りかかって眠っていたらしい。

　──あれ？　じゃあ、これは誰だ？

　蒼真が愛めでるように撫でていた少女は、いったい誰なのか？

「御国？」

　蒼真が身を起こすと、ベッドにもたれかかっていたのはコノハだった。

　しかも、頭を触られるうちに起こされてしまったのだろう。その瑠る璃り色いろの双そう眸ぼうはカッと開かれ、顔は耳まで真っ赤になっていた。

　目に涙まで浮かべ、プルプルと震える少女は、とてもではないが口も開けないといった様子だ。

「おにいちゃん。コノハさんに、なにしてるの……？」

　冷たい葉月の声に、蒼真は身が凍こおるような気がした。

「……とりあえず、コノハを離はなしてくださらないかしら？」

　さらにはマリーまで目を覚ましたらしく、軽けい侮ぶのこもった声が耳じ朶だを打つ。

　──なにがどうなってるんだ？

　寝ね起おきに三人の少女に囲まれているという状況に、蒼真はひたすら困こん惑わくすることしかできなかった。




「──そうか。三人で看病に来てくれてたのか」

　ひとしきり狼狽うろたえた蒼真に、葉月とマリーはそんなふうに説明をした。

　自宅待機をこっそり抜ぬけ出して、三人で駆けつけたのだと。

「御国も悪かったな。てっきり葉月かと思って」

　未いまだに顔が赤い少女にそう謝あやまると、コノハは俯うつむいて視線を逸そらしたまま呟く。
















「……いえ。別に、不快では、なかった、から」

　なぜか、そこで葉月からじとっと睨にらまれた。

　乾かわいた笑みを返して、蒼真はふと気付く。

　──生きてる……。症しよう状じようが悪化した様子もない。どうなっている？

　〈封フ槍ソウ〉を手に取ったとき、蒼真は死を覚かく悟ごしていた。

　もう、戻ることはできないだろうとさえ思っていた。

　それが、いまこうして葉月たちと自然に話すことができている。

「とにかく、三人が無事でよかった。……火来さんは、どんな様子だ？」

　飛び出したときは無我夢中で、火来の様子まで確かめる余裕はなかった。

　それでもコノハが被ひ弾だんして、火来も重傷を負っていたらしいことは見えていた。

「火来先生も大丈夫だよ。怪け我がはひどかったけど、命に別状はないって。もしかしたらそろそろ目を覚ましてるかも？」

　葉月がそう答えるが、蒼真はなおのこと疑問を抱いだいた。

　──なら、なんで俺は生きてるんだ？

　火来がまだ意識が戻ったかも怪あやしいということは、蒼真の治ち療りようなどできなかったということだ。なにか、新薬のようなものでも開発されたのだろうか？

　──まあ、それを葉月たちに訊きいてもわかるはずはないか。

　そう判断して、蒼真はそれ以上は問いかけなかった。

　そこで、コホンとマリーが咳せき払ばらいをする。

「それより、小鳥遊指導官こそどうなんですの？　その、あんなに血を吐はいて、どうなる、かとっ……」

　普段の傲ごう慢まんな姿からは考えられないほど、マリーは青ざめて肩かたを震わせる。

「そうだよ。おにいちゃんはもう、魔ま道どう士しじゃないんだよ。なんであんな無茶をしたの」

　その隣で、葉月も泣きそうな顔で言う。コノハも表情はよくわからないが、心配させたのだろうとわかった。

「すまなかった。カーネル級の反応を見たら、いても立ってもいられなくなって」

　教え子の初うい陣じんだというのに通信が途と切ぎれ、無数のファフニールに取り囲まれたのだ。

　考えている余裕などなかった。気がついたときには、触ふれるも恐おそろしかった〈封フ槍ソウ〉をまとい、出しゆつ撃げきしていた。

「でも、俺は大丈夫だ。よくわからないが、前より体が軽いくらいだよ。なにか新しい薬でも開発されたのかな？」

「ああ、それでしたらコノゥッ？」

　その言葉でマリーがなにか言おうとしたが、その脇わき腹ばらに葉月の肘ひじが突つき刺ささる。

「薬って、どういうこと？　そもそもおにいちゃん、なんで倒れたの？」

　まるで事情を知らないという顔をする葉月に、蒼真は呻うめく。

　──そうだよな。そこから、説明しないといけないんだよな。

　蒼真の隣で、コノハがホッと胸を撫で下ろしたが、彼はそれに気付かなかった。

　ベッドの脇を見ると、〈封フ槍ソウ〉のキーがまだ置かれていた。

　拒きよ絶ぜつしようとも、恐れようとも、そしていま一度必要としても、〈封フ槍ソウ〉は蒼真の隣にあり続けるのだ。

　次なるグラムリッターが現れる、その日まで。

　蒼真は、葉月とマリー、コノハを順に見つめて、口を開いた。

「みんなに、聞いてほしい話がある。守秘義務のある話だ。聞いても嫌いやな思いをするだけかもしれない。だが、君たちには聞く権利があると思う。……聞くか？」

　敗北の記き憶おく。忌いむべき過去。かつての仲間が蒼真を軽けい蔑べつする理由だ。

　葉月たちは、迷うことなく頷うなずいてくれた。

「もうひと月と、十日くらい前になるか。俺はある任務を失敗して、魔道士を退役することになったんだ」

　いまでも、眠ると必ずその夢を見る。

　龍りゆう甲こう艦かん〈ショウホウ〉を撃げき沈ちんされ、自分に付き従ってくれた部下二十六名と三〇〇〇人を死なせた。生き残った蒼真もまた、グラムリッターとして再起不能の体となった。

　それはすでにコノハが話した内容ではあったが、蒼真はかいつまんで説明した。

「だから、俺はここで指導官をやりながら治療を受けてたんだ」

　そこまで語って、蒼真は諭さとすように笑いかける。

　だが、葉月たちに話していないことが、実はひとつだけあった。

　──グラムに触れなくても、俺はあと三十年も生きられない。

　不自由はあるが、グラムを使わなければまだ人並みの生活は可能だ。戦龍バトルシツプ級グラムリッターとしての功績から、龍甲艦で最高の治療も受けられている。

　それでも、恐らくあと三十年は生きられないだろうと宣告されていた。

　──でも三十年、生きていられる。

　あの日、蒼真がアドミラル級に敗れたことによって命を落とした三〇〇〇人は、そんな余生すら残されなかった。自分がなぜ死ぬのかさえ考える時間もなかったのだ。

　だから、蒼真はこの三十年を意味のあることに使いたいと思う。

　ただ後こう悔かいをして、地面に踞うずくまることに浪ろう費ひしたくないのだ。

　話が終わると、葉月たちは黙だまり込んでしまう。

　そこに、蒼真はもうひと言付け加えるために口を開く。

「だが、これを話したからには、もうひとつの話も聞いてもらわないといけない」

「もうひとつ……？」

　意外そうに、葉月が首を傾かしげる。

　なぜかマリーがコノハに疑問を投げるような目を向けるが、コノハも首を横に振ふるばかりだった。

　なんのやりとりかはわからないが、蒼真は静かにその名前を口にした。




「戦龍バトルシツプを与あたえられながら黒星をつけた罪人──愚劣な敗者バツドルーザー──俺は、そう呼ばれている」




　葉月とマリーが目を見開き、コノハがどこか言わないでほしかったようにため息を漏もらした。

　腕うでに繫つなげられた点てん滴てきから、ゆっくりと滴しずくが落ちる。

「俺は三〇〇〇人の部下を死なせた大罪人だ。君たちも、この件について誰だれかから訊かれればそう答える必要がある」

　蒼真は自分の胸に手を当てる。

「──そんなの、おかしい！」

　葉月が声を荒あららげた。

「おにいちゃんは、戦えなくなるまで戦ったじゃない。なのになんでおにいちゃんが悪いことになるの？」

　葉月の怒いかりはもっともなのだろう。

　だが、蒼真は首を横に振った。

「俺が普ふ通つうのグラムリッターだったら、それでよかったんだろう。でも、俺のグラムは戦龍バトルシツプだったんだよ」

「なにが違ちがうの？」

「戦龍バトルシツプは、皇国最強のグラムだ。誰が敗北しても、戦龍バトルシツプだけは敗れない。敗れたとすれば、使用者がよほどの失態を犯したときだけだ。そうでなければならないんだ」

「そんなのっ──」

　憤いきどおる葉月を、蒼真は手で制した。

「なあ、葉月。この龍甲艦という世界をどう思う？　この前、四人で入った店の料理は美味おいしかったし、店にもいろんな品物が並んでいて、俺は楽しかった。平和だと思った」

「それは……わたしだって」

　葉月も頷くのを確かめて、蒼真はこれを告げる。




「その平和で楽しい艦が、シャボン玉みたいにいつ弾はじけて落ちてもおかしくない場所だとしたら、どうする？」




　これには、葉月だけでなく、マリーも目を見開いた。

「どういう、ことなんですの？」

「かつての大地に、龍甲艦が降りられる場所なんて存在しない。それどころか、動力が止まるだけで龍甲艦は自重に耐たえきれずに圧あつ壊かいする。龍甲艦というのは、そんな危あやうい存在なんだ」

　これはグラムリッターになったとき、守秘義務と共に全員が突きつけられる事実だ。

　本来、龍甲艦のような巨きよ大だいな建造物は大地に支えられていなければ浮ふ遊ゆうどころか自重さえ支えることができない。

　それを可能としているのは、龍甲艦に搭とう載さいされた何千何万という龍なのだ。

「それでも龍甲艦が、人がファフニールの空で生きていられるのは、グラムリッターがいるからだ。ファフニールの牙きばが自分たちに届かないと信じているからだ。その強さの根こん拠きよであるのが、戦龍バトルシツプなんだよ」

　もしもグラムリッターが敗北しても、戦龍バトルシツプだけは敗れない。

　戦龍バトルシツプが戦えば、全て解決できる。

　空の人々は、そう信じている。

　だから、戦龍バトルシツプに敗北はあってはならない。

　常勝無敗でなければならなかったのだ。

「だから戦龍バトルシツプが敗れたとしたら、そのグラムリッターが慢まん心しんしていたから、部下を見殺しにするような卑ひ怯きよう者ものだったから、敗れて当然の男だったからでなければならないんだ」

　蒼真は真まっ直すぐ葉月を見つめる。

「他の戦龍バトルシツプのグラムリッターも、全員それを理解して戦龍バトルシツプを手に取った。敗北したとき、どんな謗そしりも甘んじて受けると、敗れた戦友を罵ば倒とうすると覚悟して戦ってきたんだ」

　だから、その呼び名に苦痛はない。

　苦痛なのは──

「それに、戦龍バトルシツプなんて力を与えられながら、俺が誰も救えなかったのは事実なんだ」

　三〇〇〇もの仲間を──家族と呼んだ部下を、誰ひとり救えなかったことだ。

「──違います！」

　そこで声を荒らげたのは、葉月ではなかった。

「御国……？」

「違うんです。指導官は、ちゃんと助けてくれました。私は、指導官に救われたんです」

　普段の無表情が噓うそのように、コノハは泣きそうな顔でそう言った。

「そう、ですわ。指導官は、わたくしたちを助けにきてくれたではありませんの。指導官が来てくださらなかったら、わたくしたちはカーネル級に墜おとされていましたわ」

　マリーの言葉に、葉月も続く。

「わたしは、おにいちゃんが生きていてくれないと嫌だよ。そんなふうに悪口を言われるのを当然だと思ってるのも嫌だ。……助けに来てくれたのは、嬉うれしかったけど」

「お前ら……」

　コノハたちは蒼真の過去を知った。

　その上で、まだ蒼真にそう言ってくれるのが信じられなかった。誰よりも強く否定したのが、コノハだったのがさらに意外だった。

　しばらく沈ちん黙もくして、コノハはもう一度口を開く。

「小鳥遊指導官。バッドルーザーという言葉の、もうひとつの意味を知っていますか？」

「もうひとつの、意味？」

　コノハは小さく頷いて、こう言った。




「負けず嫌ぎらい──足あ搔がき続ける者という意味なんです」




　蒼真は目を見開いた。

　あの口下手なコノハが口にしたとは思えぬ、真しん摯しな言葉だった。

　──足搔き続けろ──

　これまで向けられてきた軽けい侮ぶと罵倒が、負けるなという激げき励れいに聞こえた。

「指導官が望むのなら、私はあなたをそう呼びます。指導官に、諦あきらめてほしくないから」

　コノハは真っ直ぐ蒼真を見つめた。

「だから、小鳥遊指導官。私を強くしてください。私は、そのためだけにここに来た」

　少女たちは、ここで引き返すことができた。

　なのに、誰も逃にげようとはしなかった。

　同時に、蒼真は少し胸が軽くなったような気がした。

　──そうか。俺はここにいても、いいんだな。

　過去の敗北を、償つぐなわなければならないと思った。

　そのためだけに生きるべきだと思った。

　だが、この少女たちはそんなこととは無関係に、ここにいることを選んでくれた。

　それは、蒼真の生徒でいてくれるということだ。

　蒼真は小さく頷いた。

「なら、強くなれ。俺が、君たちを強くしてみせる」

　果たすべき責務は、叶かなえたい願いになった。

　敗北の過去は変わらない。

　それでも、負けず嫌いバツドルーザーという名に応えるため、足搔いてみようと思った。




　　　　◇




「──でも、あれはやりすぎだと思いますわ、葉月？」

　翌日。コノハたちは三人揃そろって登校していた。

　病院に忍しのび込んだことは、やはり学園側にバレてしまった。こっぴどく叱しかられたものの、厳げん戒かい態勢中ということもあって謹きん慎しんまでは受けずにすんだ。

　ファフニールの出現に、軍は迅じん速そくに応えてくれた。すでに討とう伐ばつ隊たいが出しゆつ撃げきしており、じきに先日の残党も掃そう討とうされるだろう。本日からは準警けい戒かい態勢に移り、学園で待機だった。

　そこで問題を起こした者同士ということで、いっしょに登校する流れになったのだ。

　マリーが批難しているのは、蒼真の病室でのことだ。

　蒼真の容態がなぜ回復したのか、マリーが口を滑すべらしそうになったとき、葉月は肘打ちで彼女を黙らせた。

「だ、だって、それをわたしたちが知ってるのは不自然でしょう？　コノハさんだって、知られたら困るみたいな顔してたし」

　だとしても、あのときの肘は鋭するどかった。コノハは密ひそかにマリーに同情した。

「でも、助かった。ありがとう葉月」

　コノハは、素直にそう言った。

　──魔ま道どう士しのことを知られたら、私が誰なのかも話さなければいけなくなる。

〝彼女〟の前で、蒼真はあんなふうに笑ってはくれないだろう。

　葉月やマリーたちでさえ、離はなれていってしまうかもしれない。

　だから、打ち明けることなどできない。

　そんなコノハの胸中を知る由よしもなく、葉月は破顔する。

「えへへ。コノハさんからそういうこと言ってもらったの、初めてかも」

　そう言われると、コノハも返事に詰つまった。

「マリーも、ありがとう。いっしょに来てくれて。ひとりだったら、もっと困ったことになっていた」

　そう言うと、マリーが啞あ然ぜんとした顔をして、ボトリと手て鞄かばんを取り落とした。

　それから、ふんを鼻を鳴らして顔を背そむける。

「と、当然のことをしたまでですわ！　わたくしだって、指導官には、その、いろいろと、借りや恩が……」

　突とつ然ぜん、マリーは顔を赤らめてまごまごと言い淀よどむ。

　その反応にコノハが首を傾かしげると、マリーはハッとして胸を張る。

「そ、そうではなく！　わたくしもひとりではなにもできませんでしたわ。だから、その借りを返しただけですわ」

　哨しよう戒かい任務中に、ひとりで突つっ込んでしまったことを言っているのだろう。

　コノハはそんなことはないというように首を横に振ふった。




「身の程ほどを知るのは、いいことだわ」




　そして、盛せい大だいに言葉を間ま違ちがえた。

　瞬またたく間に、マリーが怒いかりに震ふるえる。

「こんっの、人が下した手てに出ればすぐこれですわ！」

「誤解だわ。あなたのは下手に出ているとは言わない」

「きぃぃぃいっ！　言わせておけば！」

　またしても取っ組み合いになるが、葉月も仲ちゆう裁さいに入ろうとはしなかった。

「やっぱり、この方がらしいよね。うん」

　そう言って、なにか納得したように頷うなずく。

　摑つかみ合いをしながら、マリーが葉月に目を向ける。

「そういえば、昨日は聞きそびれたのですけど、葉月？」

「なんですか？」

　取っ組み合いをやめると、マリーは明後日あさつての方向に目を向けながら気になって仕方がないように口を開く。

「その、まるで興味なんてないのですけど、小鳥遊指導官があのグラムを使い始めたのは、何年前からなんですの？」

「んー、おにいちゃんがグラムリッターになったのは三年前のいまぐらいだったけど、どんなグラムを使ってたかなんて知らないよ」

「指導官は戦龍バトルシツプのために召しよう集しゆうされた。最初からあの機体を使っていたはずだわ」

　葉月とコノハが答えると、マリーは耳まで赤くして両手の指を絡からめる。

「そう……。では、やはり、あの方が……」

「あの方？」

「な、なななななんでもありませんわよ？」

　意味がわからなくてコノハは首を傾げるが、葉月は目を細めてため息を漏もらした。

「マリーさん……。わかりやすすぎ」

　いつも通りに戻もどったと思った。

　いや、いままでよりも少し歩み寄れたのかもしれない。

　そこに安らぎにも似た温ぬくもりを感じて、コノハは昨日のもうひとつのできごとを思い出した。

　──小鳥遊さんの手は、気持ちよかった。

　温かくて、優しくて、意外と大きくて、心地ここち好よかった。

　あんなふうに頭を撫なでられたのは、初めてだったのだ。

　──いつかまた、撫でてほしい。

　ハッとして、コノハは頭を振る。

　──私は、なにを考えているの。

　そうして学園にたどり着くと、なにやら人ひと集だかりができていた。指導官の姿は見当たらないが、生徒は一年から三年まで様々だ。

「どうしたの、みんな？」

　葉月とマリーが問いかけると、生徒のひとりがこう言った。




「小鳥遊先生が、軍に召しよう還かんされて出撃命令が来たって」




　　　　◇




　数時間前。

　〈ヒリュウ〉の航路の遥はるか前方を、十五名からなるグラムリッターの一団──朱鷺とき岡おか機動部隊が飛行していた。

　ヘビイクルーザー二隻せき。ライトクルーザー三隻。デストロイヤー十隻。航空機や一いつ般ぱん魔道士を含ふくまぬ、グラムリッターのみで構成された強きよう襲しゆう部隊だ。

　防衛と強襲では戦せん闘とうの定義も異なる。相手がたとえカーネル級を含むとしても、ファフニールの一〇〇頭程度は軽く殲せん滅めつできる戦力だった。

　──今日から、本当にファフニールと戦うんだ。

　新設されたばかりのこの部隊には、本日が初うい陣じんという少女──花はな房ぶさ響ひびきの姿もあった。

「そう硬かたくなるな花房。お前は初陣なんだ。撃げき沈ちんされずに戻れれば上出来だ」

　そんな響に、隊長の朱鷺岡がおかしそうな声を漏らす。

「ファフニールの数はせいぜい五〇頭だ。お前は遠くから眺ながめてるだけで十分だろうぜ」

　曖あい昧まいに頷く響に、今度は副長が笑う。こちらは隊長と同年代で、しかし朱鷺岡とは対照的に引き締しまった体たい軀くで、顔のあちこちに傷きず跡あとが刻まれている。

　確かに、今回の戦力には少なすぎる相手だと言えた。

「副長の言う通りだ。我々は、これ以上戦力を失うわけにはいかないんだからな」

　その言葉に、少女は身み震ぶるいをする。

「前の、アドミラル級……で、ありますか？」

　言ってから、失言だったと気付いた。

　そのひと言には朱鷺岡や副長だけでなく、隊の全員が表情を険しくした。

　響のような新人がこの部隊に配属されているのも、先のアドミラル級戦で多数のグラムリッターを失ったからだった。彼女のグラムの前任者も、その戦いで命を墜おとしている。

　それを笑い飛ばすように、副長が明るい声を上げる。

「よう、お前ら。そのアドミラル級ってのはまだ撃げき墜ついを確認されてないって話だ。戦龍バトルシツプと刺さし違えてボロボロのそいつを仕留めりゃ、俺たちも大金星ってもんじゃねえか？」

　不ふ謹きん慎しんではあるが、それでも副長が茶化してくれたおかげでみんな笑うことができた。

　朱鷺岡も仕方なさそうに笑い、それからふと思い出したように口を開く。

「アドミラル級といえば、妙みような噂うわさを聞いたな」

「噂、でありますか？」

　響が問い返すと、朱鷺岡は頷く。

「空席のはずの戦龍バトルシツプ〈封フ槍ソウ〉が、この近くで起動したかもしれない、とな」

　少女は、その名前に胸を押さえた。

　──戦龍バトルシツプ〈封フ槍ソウ〉……小鳥遊蒼真殿どののグラム。

　先の大敗北の元げん凶きようとして激しく糾きゆう弾だんされ、責任を取って退役したという話だが、響は密かに彼に憧あこがれていた。

　響と同年代でありながら、戦龍バトルシツプ級グラムリッターとして最前線で戦い続けた彼はいまでも英えい雄ゆうなのだ。彼に憧れてグラムリッターを志したのは彼女だけではないだろう。

「それ、本当ですか？」

「まさか？　バカバカしい噂だ。真に受けるな」

　食いつく響に、朱鷺岡は苦笑する。

　そこに、隊員の鋭い声が響ひびく。

「隊長、敵てき影えい発見！　数は五〇、うち三頭はカーネル級！」

　敵の出現に、朱鷺岡も笑みを消して指揮を開始した。

「カーネル級三頭は俺と副長が落とす。他は取り巻きどもを沈しずめろ」

　そう告げると、ヘビイクルーザーの二隻はファフニールの群れに向かって突っ込む。

　響も銃じゆう剣けん型のデストロイヤーを構え、迎げい撃げき態勢に入ろうとしたときだった。

　不意に、上から影かげが差した。

　──雲……いや、航空機？

　響たちが飛行する高度八〇〇〇メートルに雲は少ない。

　頭上を見上げて、少女はポカンと口を開いた。

　そこに、一隻の艦かんが浮うかんでいた。

　龍りゆう甲こう艦かんにしては小さいが、航空機にしては大きすぎる。

　ただ、どういうわけかその艦は、眼球のような赤い光がふたつと、刃はのような牙きばをいくつも持っていた。

　それはまるで巨きよ大だいなファフニールのようで、響がその正体を理解する前にその影は鉄てつ鎚ついのように落ちてきた。




「──アドミラル級──」




　誰だれかが悲鳴のような声を上げたときには、少女のグラムの反応は空から消失していた。




　　　　◇




『──以上が、皇国第三分隊朱鷺岡機動部隊からの最後の通信だ』

　数十分後。〈ヒリュウ〉の艦橋最上階にて、蒼真はその映像を見ていた。

　ここは先日、コノハたちの哨戒任務を観測していた場所である。ようやくベッドから起き上がれるようになったところで、突とつ然ぜんここに呼び出されたのだ。

　部屋には蒼真と船員以外に、もうひとり少女の姿があった。

　鈴音だ。

　蒼真をここに呼んだのも彼女だ。普ふ段だん、飄ひよう々ひようとしてとらえどころのない鈴音だが、いまはその顔も青ざめて見えた。

　火来の姿はない。火来は、まだ入院中だ。命に別状はないと言っても、生徒たちの指揮を執とれる状態ではない。

　艦橋に響く音声に画像はなく、画面には討とう伐ばつ隊たいが撮さつ影えいしたアドミラル級の映像が表示されている。すでに朱鷺岡隊は壊かい滅めつ状態にあり、映像にある超ちよう弩ど級きゆうファフニールは包囲を突破してこの〈ヒリュウ〉に接近しているとのことだった。

『小鳥遊蒼真。貴官に問おう。この映像にあるファフニールに、見覚えは？』

「……あります」

　──間違いない。あいつだ。

　艦橋の大画面に表示されたアドミラル級は、傷だらけだった。

　軍のグラムリッターから受けた傷ではない。その全てに、蒼真は見覚えがあるのだ。なにせ、全部自分が刻んだものなのだから。

　──いや、待てよ？　あのときのまま？　修復……されてないのか？

　ひと月以上前の戦闘のまま、アドミラル級の損傷はなにも修復されていなかった。まるで蒼真が気付くための目印であるかのように。

　──どういうことだ？　まさか、ファフニールに修復技術がないわけでもないだろうに。

　仕留め損そこねたファフニールが、傷を修復して再び現れるのはよくあることだ。

　つまり修復のための技術は存在する。いかにアドミラル級が特別な存在だとしても、いや特別だからこそ修復されるべきだ。

　疑問を抱いだいていると、再び音声が響く。

『よろしい。小鳥遊蒼真。貴官に汚お名めいを雪すすぐ機会を与あたえよう。退役魔ま道どう士しの貴官を、いま一度軍務に召集する』

　その命令に、鈴音が声を荒あららげる。

「ちょっと待ってくんない、司令官さん。せんせぇは昨日まで意識不明の重体だったんだよ？　そんな状態で出撃なんて──」

『口を挟はさむな、天あま川かわの小こ娘むすめ』

　鈴音でさえ、竦すくみ上がるような冷たい声だった。

『妹のことを見逃しただけでもありがたく思え。貴様の役目は〈ヒリュウ〉の指揮だ』

　火来がいないいま、〈ヒリュウ〉とそのグラムリッターの指揮権は蒼真と鈴音にある。だから、ここに呼ばれているのだ。

　蒼真は鈴音の肩かたをポンと叩たたく。

「君が気にすることじゃない。──小鳥遊蒼真、慎つつしんで承うけたまわりました」

『ふん。いやにしおらしいではないか。だが私は貴様の生せい還かんなど望んでいない。戦って死ね。それが戦龍バトルシツプのグラムリッターたる我らの使命だ』

　ギリッと、鈴音が歯を食いしばるが、蒼真は肩に乗せたままの手に力を込めてそれを押し止とどめる。

「委細承知しました。……が、閣下のご期待に添そえるかは自信がありません。なにぶん、俺は負けず嫌いバツドルーザーなもので」

　死ぬつもりはない。

　そう、鈴音に伝えるつもりで蒼真は答える。

『相変わらず、生意気なガキだ』

「閣下の下についていれば、そうもなります」

　皮肉を返すと、ため息が聞こえた。

『もういい。行け。貴官の責務を果たしてこい』

　それから、ひどく小さな声で幽かすかにこう聞こえた。

『……文句があるなら、直接言いに戻ってこい』

「はっ、承知しました」

　音声だけの画面に敬礼をすると、通信は切断された。

「……ムカツク。なにあれ」

　苛いら立だった声を上げる鈴音を、蒼真はまあまあとなだめる。

「あの方も、ああいうふうに言わないと仕方がないんだ。本当は、そう悪い人ではない」

「せんせぇ、お人ひと好よしすぎ」

　だが、その命令が正しいことも理解しているのだろう。鈴音もいつまでも文句は言わなかった。

　アドミラル級が現れたいま、対たい抗こう手段は多くはない。〈ヒリュウ〉には十万もの住民がいるのだ。これが墜とされれば、被ひ害がいはひと月前の事件の比ではない。

　救きゆう援えんは間に合わない。ここで動ける戦龍バトルシツプも蒼真の〈封フ槍ソウ〉しかないのだ。

　死にかけた戦龍バトルシツプを使い捨てて〈ヒリュウ〉を守る。

　皇国として美しいほどに正しい判断だ。

　鈴音は俯うつむいて、問いかける。

「せんせぇ、アタシたちはどう動けばいい？」

「〈ヒリュウ〉はこのまま北に進んでくれ。皇国旗き艦かん〈アカギ〉がその先の空域に滞たい空くうしているはずだ。そこに逃にげ込めば〈アカギ〉のグラムリッターに救助を求められる」

　軍からの増ぞう援えんも〈ヒリュウ〉に向かっている。アドミラル級に追いつかれるまでに合流できるかは怪あやしいが、行くしかない。

「学園のグラムリッターは〈ヒリュウ〉の防衛だ。戦えるのは八人しかいないんだろう？　絶対に艦から離はなれるな。艦に取りついてくるファフニールを片かたっ端ぱしから撃墜するんだ。攻こう撃げきは艦の主しゆ砲ほうを頼たよれ」

　学園の生徒たちは、まだグラムリッター候補生だ。ファフニールに取りつかれれば、艦を守るだけでも精せい一いつ杯ぱいになる。

　鈴音が疑問の声を上げる。

「あの、アドミラル級ってやつに来られたら各個撃破もなにもないんじゃない？　主砲で墜とせなかった場合、どうするの？」

「その心配はしなくていい」

　蒼真は断言した。

「あいつは、俺が必ず墜とす」

　鈴音が、唇くちびるを嚙かんで俯いた。

　その反応から、彼女も蒼真がただ重体だったという以上のことを知っているのだろうと感じた。

　──他にも、いろいろ知ってるみたいだけどな。

　蒼真はアドミラル級を映したまま停止している画像を示す。

「そもそもこいつの吐と息いきは龍甲艦の鱗りん界かいも貫つらぬく。近づかれた時点で俺たちの負けだ。……ただ、どういうわけかこいつは俺と交戦してから修復されていないらしい。そこに、まだ付け入る隙すきがあると思う」

　戦龍バトルシツプ一隻せきでこれに勝てないことは、すでに証明されている。

　微み塵じんも勝機がないなら、先ほどの上官も蒼真を使おうとは考えなかっただろう。いかに空席とはいえ、みすみす戦龍バトルシツプを失うほどの愚ぐ策さくはない。

　──だが、一撃で仕留められなかったら、今度こそ死ぬかもしれないな。

　自分の命を、軽く考えているつもりはない。

　三〇〇〇人を死なせて、蒼真はいまに生き延びたのだ。

　彼らの分まで足あ搔がいてみようと、生きてみようと、そう思えるようになったのだ。

　それでも、他に方法はない。

　と、昨日、病室に詰つめかけてきた三人の少女の顔を思い出す。

　──せめて、出撃だけでも伝えたかったな。

　彼女たちがいてくれたから、蒼真は過去の悔かい恨こんではなく、未来を見たくなった。

　これは、彼女たちへの裏切りなのかもしれない。

　蒼真は頭かぶりを振ふる。

　──それも、〈ヒリュウ〉が生き延びてからの話だ。

「鈴音、ひとつ頼たのめるか？　〈封フ槍ソウ〉はあまり長時間は使えないんだ。アドミラル級の側そばまで乗っていける機体がほしい。それもできるだけ速度があるものがいい」

　その言葉を待っていたというように、鈴音が笑みを浮かべた。

「ああ、そう言うだろうと思って、助っ人を呼んであるよ」

「助っ人……？」

　蒼真が首を傾かしげたときだった。




『はーい！　毎度ごひいきにありがとうございます！　人間から機巧龍グラムまでなんでも運びます、今日もにこにこシェリル運送のシェリルでぇす！』




　やかましいローターの音と共に、そんな声が艦橋に響ひびいた。

　艦橋の前に飛んできたのは、小型の輸送機だった。船体にはピンクの塗と料りようで『CHERYL』の文字が描えがかれている。

「シェリル？」

　それは、十一日前、蒼真をこの艦に送ってくれた運送屋だった。




　　　　◇




　艦橋を降りてシェリルの輸送機が待つ飛行場に向かうと、そこに鈴音もついてきた。

「鈴音は、シェリルとも顔見知りなのか？」

「うん。シェリル姉は、アタシが一年のころの先せん輩ぱいなんだ。在学中はさんざんおもちゃにされたから、卒業してからはいろいろ厄やつ介かいごとを押しつけることにしてんのよ」

　ケラケラとおかしそうに笑うそこに、悪意は感じられない。

　きっと、仲のよい後こう輩はいと先輩だったのだろう。そういえば、シェリルも鈴音のことを少し話していたのを思い出した。

　歩きながら、鈴音がふと思いついたように手を叩いた。

「ね、せんせぇ。ひとつ、いいこと思いついたんだけど、聞いてくれる？」

「なんだ？」




「アタシに〈封フ槍ソウ〉をちょうだい。アタシがアドミラル級、やっつけてくるよ」




「……おい」

　これには、蒼真も剣けん吞のんな声を返さざるを得なかった。

「真ま面じ目めに言ってるんだよ？　これでもアタシは学園最強のグラムリッターなんだから。使った瞬しゆん間かん、死んじゃうかもしれないせんせぇよりは、ずっと分があるはずだよ」

　蒼真は困ったように頭を搔かく。

「やっぱり、知ってたんだな」

「……うん」

　鈴音は俯いていて、その表情を見ることはできなかった。

「もうひとつ、衝しよう撃げきの告白をしちゃおうかな？」

　背中で手を組み、蒼真の顔を覗のぞき込むように腰こしを折って鈴音は顔を近づけてくる。

　大きな瞳ひとみと、濡ぬれた桃もも色いろの唇に思わずゴクリと喉のどが鳴った。




「せんせぇを整備官から指導官に引き抜ぬいたのって、実はアタシなんだ」




「……なんだって？」

　蒼真は耳を疑った。

　確かに強引で不可解な異動ではあったが、正式な書類は揃そろっていたはずだ。

「いやあ、悪いとは思ったんだけどさ。うちの学園ももう負けられないわけじゃん？　だからせんせぇの名前を見つけたら、もうなりふり構ってられなくてさ」

「天川の家の力か？」

「ま、似たようなものかな？　ちょっとした伝つ手てがあってね」

　鈴音は気まずそうに視線を逸そらす。

　それから、おかしそうに笑う。

「愛の告白かと思っちゃった？」

　思わず、殴なぐりたくなった。

　同時に、なぜこんなときに蒼真を怒おこらせるようなことを言うのかと疑問を抱いだいた。

　鈴音には整備官に配属予定の蒼真をこっそり指導官に引き抜くようなしたたかさがあるのだ。ここで機き嫌げんを損そこねても得るものはないはずなのだが……。

　そこで、蒼真は鈴音の瞳に自分と同じ色が浮うかんでいることに気付いた。

「で、どうなの？　アタシに譲ゆずる気、あるの？」

「駄だ目めに決まってるだろう」

　蒼真は即そく答とうした。

「戦龍バトルシツプは適性のない人間には使えない。いまから君に適性があるかを調べる時間もない」

「適性、あると思うよ？　これでも分家だし、皇族は基本的にみんな戦龍バトルシツプを操るための人種なんだから」

　これには、蒼真も目を丸くした。

「知らなかったの？　戦龍バトルシツプの現役グラムリッターは、半分以上が皇族筋だよ？」

　国で最高の力を王が所持する。

　考えてみれば、当然の理り屈くつだった。

「だから、アタシがやってみる価値はあるんじゃないかなぁ？」

「できたとしても、初めて使うグラムでアドミラル級を一撃で仕留めるのは難しい。そもそも生徒にそんな危ない橋を渡わたらせるわけにはいかないだろ？　なにより──」

　蒼真は、ポンと鈴音の頭に手を乗せた。




「君がそれだけ悩なやんでくれたってだけで、俺は十分だよ」




　鈴音が目を見開いた。

　それから、もうひと言つけ足す。

「悪かった。前の出撃からずっと、責任感じさせてたんだな」

　コノハたちとは話す機会があったが、鈴音とは会話をする機会がなかった。

　蒼真を指導官にしたのが鈴音だというなら、彼女はきっと自分を責めたことだろう。指導官になどならなければ、少なくとも蒼真がコノハたちを助けに行くような接点はなかったのだから。

　そして、今度はこうして蒼真を死地に送り出さなければならない。

　どんな苦く悩のうの上でここに立っているのか、かつて隊長という立場にいた蒼真には痛いほどよくわかる。

「俺は指導官になったこと、恨うらんでも、後こう悔かいもしていない。やり甲が斐いがあるし、生徒が成長してくれるのは凄すごく嬉うれしいもんだった」

　初めはいがみ合ってばかりで、グラムリッターを諦あきらめる必要性まで説かれる少女たちだった。それが次し第だいに協力するようになり、一昨日おとといは最終的に百頭にまで上ったファフニールに囲まれて、生き延びるまで成長を見せてくれた。

　アドミラル級に敗北してからの灰色の日々が、満たされていくのを感じた。

　蒼真は素直に笑うことができた。

「だから、君が責任を感じる必要はない。バッドルーザーなんて言われた俺に、生き甲斐と居場所をくれたんだから」

　大きな瞳に涙なみだが滲にじむが、鈴音はそれを拭ぬぐおうとはしなかった。

　それが彼女の意地なのだろう。

「……アタシ、謝らないからね？」

「それでいい。俺がちゃんと戻もどってくればいいだけの話だ」

　鈴音は自分の頭に乗せられた蒼真の手を握にぎり、俯うつむく。

「……せんせぇ。まだ、アタシたち、強くしてもらってないんだからね」

「わかってる」

　話している間に、蒼真はもう艦かん首しゆの飛行場に到とう着ちやくしていた。

「じゃあ、行って来る」

　そう言って手を振ると、鈴音がボソリとひと言呟つぶやいた。

「馬ば鹿か……。帰ってこなかったら、承知しないんだからね」




　　　　◇




「シェリル。本当にすぐに離り脱だつしてくれよ？」

　輸送機は、すでに離陸していた。

　あと三十分と経たたないうちにアドミラル級との接せつ触しよく予想地点に到着する。

　ただ、少しでも〈封フ槍ソウ〉を使う時間を短縮するために乗り物を要求はしたものの、まさか人に送ってもらうことになるとは思っていなかった。

　もちろん、蒼真はシェリルには残るように言った。

　だが自分の輸送機を他人が乗り捨てると言われて納得しようはずもない。そして説得するような時間も残されてはいなかった。

『大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。あたし、昔から悪運だけは強いからさ！』

「らしいな」

　機内放送での返事に火来の話を思い出して苦笑すると、シェリルも笑い声を漏もらした。

『こうしてるとこの前のことを思い出すね。まさか同じ荷物を二度も空に捨てることになるとは思わなかったよ』

「荷物の投とう棄きはよくないな」

　軽口を返して、自分が妙みようにくつろいでいることに気付く。

　これからアドミラル級に挑いどむというのに、ふるさとに帰ってきたような感覚なのだ。

　鉄と油、そして空のにおい。そこから確かな昂こう揚ようを感じる。

　──もう一度、グラムで戦えるからか？

　指導官という居場所は、苦労もあったが居い心地ごこちがよかった。

　生徒たちは慕したってくれたし、彼女たちに戦い方を教えて、それで成長していく姿を見ることで得られる喜びは、他では得られないものだ。

　それでも、結局のところ蒼真はグラムリッターなのだ。もう戦えないと宣告されて、それを受け入れたつもりになっていても、心のどこかでこの戦場を求めている。

　蒼真が全てを失った罪の元げん凶きようが迫せまっているというのに、蒼真はもう一度それに巡めぐり会えたことを喜んでしまっていた。

　──今度こそ、死地を与あたえてもらえるのか？

　そう考えてしまって、蒼真は自分を恥はじた。

　死ぬべきときに死ねなかった。

　それは後悔しているが、いま蒼真は自分が楽になるためにそう考えてしまった。

　コノハたちに、足あ搔がいてみせると答えたばかりなのに。

　そんな蒼真の表情は見えないはずだが、機内にシェリルの声が響ひびく。

『そうだね。あたしが送り出すのは荷物じゃなくて、あたしの機を守ってくれたヒーローだもんね』

「……俺は、ヒーローなんかじゃないよ」

『ヒーローなんだよ』

　暗い声で否定すると、シェリルは存外に強い口調で返してきた。

『ねえ、小鳥遊くん。君は過去に失敗をしたかもしれないけれど、この前はあたしとこの機を守ってくれた。誰だれがなんと言おうと、君はあたしのヒーローだ』

　それから、どこか悲しそうに続ける。

『君が失敗したその場所にだって、君に助けられて、君のことをヒーローだと感じた人がいたんじゃないかな？』

　シェリルの言葉は優しい。

　優しいから、蒼真は首を横に振ふった。

「……いないんだ。俺以外、誰も生き残らなかったから」

　誰かひとりでも救えたなら、蒼真が戦った意味はあったかもしれない。

　だがなにも救えなかった蒼真は、こうして〈ヒリュウ〉を守るために出撃していても、心のどこかでそこに死地を求めている。

　生きて帰る必要があるのは、鈴音たちに責任を感じさせないためだ。

　足搔くという誓ちかいは、自分のためのものではないのだ。

　どれだけ優しい言葉をかけられようとも──




　蒼真自身は、決して自分を許してはいないのだから。




『──それでも、だ！』

　蒼真の悔かい恨こんを砕くだくような、強い声だった。

『あたしは何度でも言うよ。あたしのヒーローは小鳥遊蒼真だ。君がいなくなると、とても悲しい。なんであたしじゃなくて、君なのかって泣きそうになるよ』

　飾かざらない言葉だからこそ、それは蒼真も無視できなかった。

『……他にも、そう思ってる人ってたくさんいるんじゃないかな？』

　コノハたちは、真実を知っても蒼真を受け入れてくれた。

　〈ヒリュウ〉に来たとき、生徒たちはみんな憧しよう憬けいの目を向けてくれた。

　シェリルが言う〝ヒーロー〟を見る眼まな差ざしだ。

　それが蒼真には重たくて、怖こわかった。

　憧憬は、たやすく失望と軽けい侮ぶに変わってしまうから。

　だから、いつの間にか蒼真はそんな彼女たちの好意を拒きよ絶ぜつしていたのかもしれない。自分はそんな大した人間ではないと、憧憬の目など向けられたくないと。

　──指導官なんかになっても、結局周りから教えられるばっかりなんだな。

　シェリルの言葉を肯こう定ていする代わりに、蒼真はこう答えた。

「ヒーローってやつも、いつかは負けるもんだ」

　どれだけ理想を掲かかげても、それが現実というものだ。

　無敗なんてものは存在しないのだ。

　でも、と蒼真は言う。




「ヒーローってやつは敗者にはならないんバツドルーザーだ。だから、勝つまで挑み続ける」




　後悔は、いまも拭うことはできない。

　それでも、泥どろのような自己嫌けん悪おはもう感じなかった。

　シェリルの満足そうな声が響く。

『オーケー。行っておいで、ヒーロー』

　輸送機は、アドミラル級を視認できる距きよ離りにまで到着していた。




　　　　◇




「来い──〈封フ槍ソウ〉！」

　輸送機から飛び降りると同時に、蒼真の体は翠みどりの粒りゆう子しに包まれる。

　蒼あおい装そう甲こうを持った、ファフニールに近い外見をしたグラム〈封槍〉だ。

　──一撃で、沈しずめる！

　背面推進器バーニヤを全力で稼か働どうし、翼つばさを広げた〈封フ槍ソウ〉は一条の矢のように加速する。

　前方から迫るアドミラル級の口内に吐と息いきの光が集まるが、かつて蒼真が戦ったときに比べればあまりに遅おそい。

　──ボロボロになのは、お互たがいさまってことか？

　ひと月以上経って、なんの修復もなされていない姿に、やはり不安にも似た違い和わ感かんが込み上げる。

　それでも、これをここで沈めなければならないことに変わりはないのだ。

　アドミラル級の吐息が放たれる。

　荷電粒子の渦うずは瞬しゆん時じに大気を焼き尽つくし、電離した水素がいくつもの小さな爆ばく発はつを引き起こす。電光を宿らせたそれは、果実を実らせた大樹にも似ていた。

　グラムの鱗りん界かいどころか、龍りゆう甲こう艦かんすら貫かん通つうする最大最強の一撃だ。

　その吐息の中に、蒼真は迷わず飛び込んでいく。

「貫つらぬけぇぇぇえっ！」

　鱗界を槍やりに添そわせるように円えん錐すい状じように展開する。

　槍の切っ先が吐息に点を穿うがち、それを円錐型の鱗界が広げていく。

　それはもはや槍と呼ぶより鉄てつ鎚ついだった。

　最速最大出力で放たれるこの〈封フ槍ソウ〉の一撃は、全ぜん戦龍バトルシツプの中でも最強と言われる。

　吐息を引き裂さきながら突つき進む戦龍バトルシツプの槍は、アドミラル級の口内に突とつ入にゆう、そのまま機械でできた体内を貫いていく。

　船せん尾びまで貫通し、再び空に抜ぬけて、蒼真はようやく止まった。

　全身の装甲が蒸気を噴ふき出し排はい熱ねつする。槍こそ無事ではあるものの、吐息の中に飛び込んだのだ。〈封フ槍ソウ〉の青い装甲はあちこちに亀き裂れつが走っていた。

　喉のどの奥から、血が込み上げてくる。

　──まだだ！　まだ、轟ごう沈ちんを確認してない。

　血を飲み下し、蒼真はアドミラル級に振り返る。

　〈封フ槍ソウ〉に貫かれたアドミラル級は、全身を誘ゆう爆ばくさせながら崩ほう壊かいを始めていた。

　さすがに、これで沈まないということはないだろう。どう見ても轟沈なのだが、それでも蒼真の中のなにかが、まだ終わっていないと告げていた。

　──おかしい。簡単すぎる。

　これでは、アドミラル級は撃げき墜ついされるために出てきたようではないか。

　二十六隻せきものグラムを砕き、龍甲艦すら沈めたファフニールとは思えぬ最さい期ごだ。

　そして、蒼真のその予感は正しかった。

　崩くずれゆくアドミラル級の残ざん骸がいから、ひとつの光が浮うかび上がる。

　グラムの転送時に現れる粒子に似た、翠の光だ。

　それは〈封フ槍ソウ〉よりもひと回り小さく、クルーザーをまとったグラムリッターほどの大きさに見えた。

　光が収まるにつれて、その全ぜん貌ぼうがハッキリと見えてくる。

　蒼真は息を吞のんだ。

　それには、人間のように長い手足があった。その先せん端たんに凶きよう悪あくな爪つめはなく、細い五本の指がある。頭部はツルリとした球体型だが、髪かみのように見える長い管が何本も流れていて、それを支える華きや奢しやな首があった。

　人に酷こく似じしたそれの胸元には、乳ち房ぶさのようなふたつの膨ふくらみがあり、あたかも人間の女性のような姿をしていた。

　そんな翠の人ひと影かげを守るように手足の分身のような装甲が浮かんでいた。




「人型の、ファフニール……？」




　──こいつが、アドミラル級の本体なのか？

　そう考えて、違ちがうと感じた。

　破は壊かいされて、そのまま修復もされなかったアドミラル級の機体。

　これが修復できなかったのではなく、その必要がなかったのだとしたらどうだろうか？

　ただの怪かい物ぶつであるサージェント級。

　そこに武装を施ほどこしたキャプテン級。

　武装から兵器へと発展したカーネル級。

　ファフニールの頂点に君臨するのがアドミラル級だというなら、カーネル級より発展、進化した存在でなければおかしい。

　つまり、この姿は──

「──グラムリッター──だというのか？」

　人型のファフニール──その姿の意味は、グラムをまとうということなのではないか。

　翠のグラムリッター……いや、アドミラルリッターは、その手をかざす。

　その動きに付き従うように、浮ふ遊ゆうする手甲も腕うでを突き出し、その手の中に機械の刃やいばを形成していく。

「槍……？」

　それは〈封フ槍ソウ〉のそれに酷似した槍だった。

　その姿を見て、蒼真はなぜここにアドミラル級が現れたのかわかった気がした。

「お前は、俺を追いかけてきたのか？」

　相あい討うちとはいえ、アドミラル級に致ち命めい的てきな破壊を与あたえたのは蒼真だ。

　このグラムリッターの姿をしたアドミラル級のグラムも、〈封フ槍ソウ〉に酷似している。

　アドミラル級に進化のきっかけを与えてしまったのが蒼真だというなら、それが蒼真を追いかけてきたのも頷うなずけた。

　戻もどって来いという言葉は、何度もかけてもらった。

　指導官としての生活にも、生き甲が斐いを感じ始めていた。

　帰らなければならないと、いまも思っている。

　それでも、蒼真はここでこのグラムリッターを倒たおさなければならない。

　いま〈ヒリュウ〉に逃にげ帰ると、このアドミラルリッターもついてきてしまう。

　家族だった部下たちの仇かたきが、自分との戦いを望んでいる。

　死ぬべきだった戦場に、もう一度巡めぐり会えてしまった。

　引き下がれない理由を、あまりにたくさん見つけてしまった。

「すまない鈴音、シェリル」

　蒼真が戻らなければ、鈴音やシェリル、もしかするとコノハたちも後こう悔かいするだろう。

　それはきっと、いまも蒼真を苛さいなむ後悔と同種のものだ。そんなものを、背負わせるわけにはいかない。

「それでも、ここまで追いかけてきてくれたこいつと、決着をつけたいんだ」

　蒼真はここで戦いたいと望んでしまった。

　戦う意味のある戦場を、見つけてしまったのだ。

　機械の怪物にこんなことを思うのはおかしなことかもしれない。

　それでも、このグラムをまとうファフニールこそが、自分の宿敵なのだと感じた。

「行くぞ〈封フ槍ソウ〉──今度こそ、空をこいつの墓場にしてみせる」

　もしかしたら、そのときこそ蒼真は後悔と悪夢を拭ぬぐえるのかもしれない。

　だから、蒼真はもう一度槍を掲げて挑いどんでいった。




　　　　◇




「小鳥遊指導官が出撃したって、どういうことですか！」

　その話を聞いて、コノハたちは教員室へ詰つめかけていた。

　朝だというのに、指導官の姿は少ない。当然のことではあるが、火来や蒼真の姿もない。

　──あんな体で〈封フ槍ソウ〉を使ったら、今度こそ本当に死んでしまう。

　コノハが施ほどこしたのは、ほんの応急処置なのだ。

　彼のズタズタになった体はなにも癒いやされていない。ただ、破壊された神経組織をコノハが魔ま力りよくで補ったというだけなのだ。

「クビになったとはいえ、彼は元エースだったんでしょう？　非常時に駆かり出されるのは当然じゃない」

　マリーが喰くってかかっているのは、一班の指導官である須東だ。どうやら彼女は……いや、指導官たちは蒼真にいい感情は抱いだいていないらしい。

「──っ、指導官の体は、もう！」

「マリー」

　蒼真の体のことは、人に触ふれ回っていい話ではない。

　コノハがマリーを止めると、須東はふんと鼻を鳴らした。

「とにかく、あなたたちは教室で待機よ。火来さんが倒れたせいで私は忙いそがしいんだ。一年のグラムを上級生に使わせなきゃいかんし……あれ？　どこに行ったかな」

　それで話は終わりだというように、中年の指導官はコノハたちを追い出してしまう。

　──指導官たちでは話にならない。行かなければ。

　駆け出そうとして、コノハは気付いてしまう。

　──グラムもないのに、どうやって？

　〈アカツキ〉は破壊された。まだ修復も終わっていない。

　コノハは、ひとりではなにもできないのだ。

　そんなコノハに、葉月が声をかけてくる。

「コノハさん、ごめんなさい」

「……どうして葉月が謝るの？」

　葉月は、申し訳なさそうに手にしていたものを見せる。

　そこには、ふたつのペンダントが載のせられていた。




「グラムのキーがね、〈タチカゼ〉と〈ムラクモ〉しか見つけられなかったの」




　これには、コノハとマリーも啞あ然ぜんとして口を開いた。

　おっとりした顔をして、なんてことをするのだろう。教員室で妙みようにおとなしいと思ったら、須東からグラムのキーを奪うばっていたらしい。

　だが、そこにコノハが扱あつかえる〈ヒビキ〉のキーはない。

　──たぶん、鈴音が持ち出したのね。

　鈴音の〈イスズ〉も大破している。

　それでも、彼女は学園旗官として戦場に出る必要がある。だから持っていったのだろう。

　途と方ほうに暮れたような顔をするコノハに、葉月とマリーが手を差し出す。

「ほら、行くんでしょう？」

「わたくし、これでも優等生で通っているのに二度も命令無視をする羽目になるなんて」

　コノハの行動は、彼女たちにとってなんの得にもならない。

　一昨日おとといのそれとは異なり、今度こそ死ぬことになるかもしれない。

　だというのに、ふたりはなんの躊躇ためらいもなくそう言ってくれた。

　コノハは、ようやくふたりの手を握にぎり返した。

「お願い、私を小鳥遊指導官のところまで連れていって」

　そして三人の少女は駆け出した。

　──ごめんなさい。私は、自分の罪も告白できない、卑ひ怯きよう者ものなのに。




　　　　◇




「──このまま、沈しずめぇぇえっ！」

　何度打ち合っただろう。

　〈封フ槍ソウ〉と翠みどりのアドミラルリッターの戦いは、まだ続いていた。

　陽ひは傾かたむき、真っ白な雲の海を金色に染めている。

　そんな金色の空に、きらきらと輝かがやく破片がいくつも降り注ぐ。

　〈封フ槍ソウ〉の左腕、カーネル級の電脳さえ支配し、制せい御ぎよをもぎ取るその装そう甲こうは粉ふん砕さいされ、生身の腕がむき出しになっている。

　胸部装甲はアドミラルリッターの槍やりを受けて大きな穴が空いており、ぼたぼたと止まらぬ血をたれ流している。

　頭部も半はん壊かいし、蒼真の頭が半分以上露ろ出しゆつしてしまっていた。

　しかし、アドミラルリッターの方も無傷とはいかない。

　その身を守る浮遊装甲のうち、両足はすでに失われ、両腕も罅ひびだらけだった。本体の人型にも浅くはない切り傷が刻まれている。

「げほっ、げほげほ……」

　咳せき込むと、べっとりと手に血がへばりついた。

　いよいよもって、蒼真の体も限界が近いらしい。いや、限界などとうに来していたのだろう。すでに視界はぼやけ、痛覚すら曖あい昧まいになっていた。

「〈ヒリュウ〉は、逃げ切れた……か？」

　戦い始めて、すでに数時間が経過している。軍も救きゆう援えんを差し向けているのだ。そろそろ〈ヒリュウ〉と合流しているだろう。

　だが、ここには間に合わない。

　蒼真はいま一度槍を構え、アドミラルリッターに突とつ撃げきする。

　アドミラルリッターは、それを避よけようともせず正面から槍で打ち合ってくる。

「今度こそ……」

　槍と槍が衝しよう突とつし、半壊した背面推進器バーニヤから炎ほのおを噴ふき出す。

　ふたつの槍の力は拮きつ抗こうし、行き場をなくした推進力は周囲の雲を薙なぎ払はらいながら両者の体を旋せん回かいさせていく。

「今度こそ、俺に戦った意味をよこせ、ファフニィィィィル！」

　渦うずを巻くように回転して、〈封フ槍ソウ〉とアドミラルリッターは互たがいに弾はじき飛ばされた。

「まだ、だ！」

　推進器バーニヤを噴かして空に踏ふみ止まると、金色の雲海には綺き麗れいな円が刻まれていた。

　そして、その真下に輝く本物の海が現れる。まるで黄金の杯のようだった。

　──綺麗だな。

　死が間近に迫せまった戦場で、蒼真はとうとつにそう感じた。

　顔を上げると、驚おどろいたことにアドミラルリッターもその景色に見み惚とれるように動きを止めていた。

　──こいつらは、どこから来たんだろう。

　ファフニールには〝巣〟と呼ばれる拠きよ点てんがある。

　だが、それがどこから出現したのかは、誰だれも知らないのだ。

　巣の大半が地上に生み落とされたことで、人類は空に逃げ出した。

　地上から見上げる空は、どんな景色なのだろうか。

　空は墓場だ。

　蒼真は、空から見下ろす大地しか知らない。それを見てなにかを感じたこともなかった。そこはひたすらファフニールを倒たおすための場所でしかなかったから。

　なのに、いまは不思議とこの空がとても美しいものだと感じる。

　この恐おそるべき宿敵と戦えたのが、こんな美しい空でよかったと、そう想おもっていた。

　それどころか、家族でもあった部下たちを奪った、この翠のアドミラルリッターさえもが綺麗だと想えてしまった。

「ああ、そうか……」

　多すぎる部下たちの死──蒼真はそれで自分を憎にくんでも、ファフニールを恨うらんではいなかったのだ。

　なぜなら、ファフニールとは空に於おける天災のようなもので、部下たちの死はその天災から守れなかった蒼真の責任なのだ。嵐あらしのような自然現象で身内が死んだからと言って、嵐を憎む人間はいない。

　だからこそ、空の災さい厄やくであり、宿敵であるこのアドミラルリッターの姿を素直に美しいと認められた。

　空で、こんな気持ちを抱いたのは、二度目だった。

　一度目は──

　──ああ、あいつだったな……。

　指導官として、蒼真は彼女になにかを伝えることができたのだろうか。

　蒼真は頭を振ふる。

「敵を前にして、別の相手を思うのは不ぶ粋すいだな」

　いま、この敵に対して感じるのは、ファフニールに対する怒いかりや恐きよう怖ふではない。

　拭ぬぐえぬはずの後こう悔かいさえ、いまは感じられなかった。

　ただ、ここまで共に戦ってくれたアドミラルリッターと決着をつけたい。

　それはもはや、敬意に近いかもしれない。

　命を懸かけるに相応ふさわしい相手に巡めぐり会えたのだと。

　だから、蒼真は敬意を込めて槍を構える。

　それに応えるように、アドミラルリッターも槍を掲かかげた。

「ずいぶんと時間がかかったが、そろそろあの日の決着をつけよう」

　いまの蒼真が求めるのは、純粋にただそのひとつだった。

　息を止める。

　〈封フ槍ソウ〉とアドミラルリッターが加速する。

　前面に展開した鱗りん界かいと鱗界が衝突し、砕くだけ、対つい消しよう滅めつを起こす。その破片は両りよう翼よくに対流を描えがいて二本の円えん環かんを紡つむぎ上げた。

　互いの鱗界が意味をなくし、二本の槍だけが必殺にして唯ゆい一いつの牙きばとなる。

　真まっ直すぐ突つき出した槍と槍は、ぶつかり合って弾かれた。

　蒼真はすぐさま手首を返して胴どうを払うような横よこ薙なぎに繫つなげる。

　アドミラルリッターも真下から突き上げるように槍を旋回させ、再び二本の槍はぶつかり合う。

　体ごと吹ふき飛ばされ、蒼真は脚きやく部ぶ装甲の推進器バーニヤを全開に噴かして踏ん張る。

「まだだ！　まだ、俺は沈んでない！」

　力場の負荷に耐たえきれず、両足の装甲が誘ゆう爆ばくして炎を噴いた。

　両足装甲を犠ぎ牲せいに、踏み止まった蒼真は、いま一度背中の推進器バーニヤを頼たよりに前に踏み込む。

　そのときには、アドミラルリッターも体勢を立て直して槍を放っていた。

　槍と槍がすれ違ちがい、交差する。

　こすれ合いながらも、互いの槍は互いに向かって突き進んだ。

　蒼真の槍がアドミラルリッターの胴を貫つらぬく。

　だがアドミラルリッターの槍も、蒼真の肩かたを捉とらえていた。肩から右みぎ腕うでにかけての装甲が砕け散り、半分残っていた頭部の装甲が完全に崩ほう壊かいする。

　頭ず蓋がいを揺ゆさぶる衝しよう撃げきに、蒼真はたまらず息を吐はいた。

「ごぶっ？」

　吐と息いきと共に吐き出されたのは、どろりと固まりかけた血の塊かたまりだった。

　途と端たんに、目の前が砂嵐のような黒い点に侵しん食しよくされ、暗くなっていく。

　手から槍が離はなれ、体から力が抜ぬけていった。

　今度こそ、もうなんの力も残っていない。

　──でも、こいつも〈ヒリュウ〉を追えなくなった。

　コノハや鈴音たちが生き延びられるのなら、蒼真がここで戦った意味はあった。

　墜おちていく蒼真に、せめてもの餞はなむけのようにアドミラルリッターが槍を振り上げる。

「まあ、いいか。お前に、負ける、の、なら……」

　満ち足りた気持ちで、蒼真が目を閉じようとしたときだった。




『ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいやあっ！』




　裂れつ帛ぱくの声と共に、ひと振りの剣けんが飛び込んできた。

　剣の形をしたそれは、グラムだ。

　少女の身の丈たけほども大きく、片かた刃ばの背には推進器バーニヤが埋うめ込まれた機械の大剣。

　その大剣の名前を、蒼真は知っている。

　その剣を振るう少女の名を、蒼真は知っているのだ。

「〈タチカゼ〉、マリー？」

　斬きり込んできたのは、マリーだった。

　しかし、あまりに非力な一撃だ。〈タチカゼ〉の刀身に、ピシンと亀き裂れつが入る。

　だが、マリーはアドミラルリッターの槍と斬り結ぶと、そのまま相手を蹴けって宙に逃のがれていた。

『撃うって、葉月！』

　マリーが離れたことで生まれた空白を、針のように細い光が貫く。

　破壊するにはとうてい足りないが、アドミラルリッターの体に小さな穴を穿うがっていた。

『いまだよ、コノハさん！』

　葉月の声だった。

　そして、落下するだけの蒼真を、ふわりと柔やわらかい感かん触しよくが包み込んだ。

「小鳥遊さん！」

　濡ぬれ羽ば色いろの髪かみを翼つばさのように広げ、目に涙なみだまで浮うかべてその名前を口にしたのは、あの日、空で綺麗だと感じたもうひとりの少女だった。

　変化に乏とぼしいはずの少女の顔が、絶望に歪ゆがんだ。

「小鳥遊さん、こんな……」

　コノハから見ても、蒼真はもう助からないのが明白なのだろう。

「ごめん、な……」

　蒼真の口をついて出たのは、そんな言葉だった。

　彼女たちがどうしてここに来てしまったのかはわからない。

　だが、アドミラルリッターはまだ健在だ。

　蒼真はもう彼女たちを守ってやれない。コノハたちも、この空域から生きて帰ることはできないのだ。

　それをどう受け取ったのか、泣きそうな顔でコノハは蒼真の手を握にぎる。

「違うんです！　あなたは、ちゃんと守ってくれたんです。救ってくれたんです。あの戦場で生き残ったのは、小鳥遊さんだけじゃないんです！」

　コノハが言っているのは、ひと月前の敗北のことだろうか？

　──なんで、それを御国が？　なんでいま、それを……いや、生き残りが、いた？

　誰も救えなかった。

　誰ひとり救えなかったはずのあの場所で、蒼真は誰かを守れたというのか？

　満足して諦あきらめたはずの心に、未練にも似た熱が込み上げる。

　決して許せないはずの自分自身に、幽かすかな救いがもたらされた気がした。

「私は、あの場所であなたに救われたんです。だから──」

　その言葉を最後まで言い終える前に、コノハは覆おおいかぶさるように蒼真に顔を近づけた。




　コノハは、自分の唇くちびるを蒼真の唇に重ねていた。




　蒼真に呼吸を与あたえるように、コノハの息吹いぶきが肺の中に流れ込む。

　すると、不思議と体から痛みと倦けん怠たい感かんが薄うすらいだ気がした。

「は……ぅ……」

　唇を離すと、コノハの体から力が抜けていった。

　コノハはグラムを持っていなかった。外骨格だけで飛行してきたのだろう。そのままズルリと空に墜ちようとしていて、蒼真は慌あわててその腰こしに腕うでを回して抱かかえ上げた。

　──なにを、したんだ……？

　だが、そうしている間も、すぐ真上ではいくつもの火線がひらめいていた。

　葉月が極小に集束させたレーザー砲ほうを連続して放っているのだ。その出力に排はい熱ねつが追いつかず、〈ムラクモ〉の砲身が白熱化を始めている。

　蒼真は、アドミラルリッターを見上げた。

「悪いな。俺は結局、負けず嫌いバツドルーザーらしい」

　蒼真は片腕でコノハを抱えて姿勢を立て直す。

　アドミラルリッターの腹には、まだ〈封フ槍ソウ〉の槍やりが突き刺ささっていた。

「御国、しっかり摑つかまっていろよ」

　コノハは答えず、小さく頷うなずいた。

「行くぞ！」

　すでに外骨格の大半は失われている。背中に残る推進器バーニヤを全開に噴ふかし、蒼真とコノハは、真っ直ぐにアドミラルリッターへと突き進んだ。

『きゃっ──』

　そこで、ついに葉月の〈ムラクモ〉が限界を迎むかえた。

　砲身から炎ほのおが噴き出し、葉月が手放すと爆ばく発はつを引き起こして砕け散ってしまう。

　弾だん幕まくが消えたことで、アドミラルリッターが槍を構えるが──

『させませんわ！』

　もう一度、マリーが斬り込んでくる。

　戦龍バトルシツプに及およばぬとはいえ、デストロイヤー級最高の硬こう度どを誇ほこる刃やいばが炎に押され加速する。

　〈タチカゼ〉の大剣は、二度目の剣けん戟げきに耐えきれず半ばから砕け散るが、アドミラルリッターも槍を弾はじかれていた。

　そこに、蒼真の手がようやく〈封フ槍ソウ〉の槍に届く。

　槍を握ったのは、蒼真だけではなかった。

　コノハも槍を握り、蒼真に向かって頷く。

「貫け〈封フ槍ソウ〉！」




　槍が翠みどりの光を放ち、アドミラルリッターは胴から真っ二つに引き裂さかれていた。




「あ……」

　崩壊し、大地へと墜ちていく人型のファフニールは、最後になにかを摑むように手を伸のばす。

　蒼真はそれを握り返そうと手を伸ばすが、とうてい届きようもない距きよ離りだった。

　炎を噴き上げ、人型のファフニールの残ざん骸がいは墜つい落らくを待たず空に消えていった。

　──さようなら。

　心の中で、蒼真は愛いとしき宿敵にその言葉を贈おくった。

　それが、蒼真に後こう悔かいと敗北を刻んだファフニールとの決着だった。

















エピローグ






　数日後。

　蒼そう真まは、それまでと同じ病室で横になっていた。

　驚おどろいたことに、シェリルはあの空でずっと蒼真を待ってくれていた。そして蒼真とコノハたちの四人を収容すると、すぐさま〈ヒリュウ〉へと飛んでくれたのだ。

　そのまま緊きん急きゆう治ち療りよう室しつに運び込まれた蒼真は、一命を取り留めた。どういうわけか蒼真の容態は悪化するどころか、わずかに回復していたという。

　蒼真は、ファフニールとの決着の瞬しゆん間かんを思い返す。

　あのとき、御み国くにから口付けをされて、体が軽くなった。

　その前に出しゆつ撃げきしたときも、目を覚ますとコノハが蒼真の側そばにいた。

　改めて思い出すと、顔が熱くなる。

　──御国は、なにをしたのだろうか。

　そして、普ふ段だんの鉄面皮が噓うそのように必死で訴うつたえかけた言葉──

　──私は、あの場所であなたに救われたんです──

　小鳥遊たかなし遊撃部隊の部下はもちろんのこと、撃げき沈ちんされた〈ショウホウ〉の船員の中にも、御国コノハの名前はなかった。

　ならばその言葉はどういう意味だったのか。

　──でも、あの言葉が俺にもう一度槍を握らせてくれた。

　アドミラルリッターと戦って、全てを出し切ってしまった蒼真には、立ち上がる気力は残っていなかった。

　そんな蒼真の背中を押してくれたのは、間ま違ちがいなくコノハの言葉だった。

　なにも救えなかったあの死地に、意味があったのだと言ってくれた言葉だった。

　思いを馳はせていると、病室の扉とびらが静かにノックされた。

「どうぞ」

　そう返事をすると、入ってきたのはコノハだった。

　口付けのことを思い出し、蒼真は思わず視線を逸そらしそうになった。

「み、御国か。他のふたりはどうした？」

　彼女たちは、あれから授業が終わると毎日のように見み舞まいに来てくれている。

　いつもはマリーと葉は月づきもいっしょなのだが、今日はコノハひとりだった。

「グラムの修理が完かん了りようしたので、ふたりともその調整です」

　先日の出撃でマリーの〈タチカゼ〉は砕くだけ、葉月の〈ムラクモ〉もオーバーヒートで大破しており、修理に出されていたのだ。その整備を行うのは、壊こわしたふたりである。

　コノハの〈アカツキ〉はその前から修復に出されていたおかげで、一足早く完治していた。

「指導官、これを」

　コノハは手に袋ふくろを抱えていた。

　開けてみると、果くだ物ものが入っていた。見舞いの品らしい。

「気を遣つかわなくていいと言ったろう？」

　コノハは特になにも言わず、蒼真の隣となりに腰をかけると袋の中からリンゴを取り出す。

「剝むきましょうか？」

「なら、頼たのもうか」

　しかし、戦せん闘とうの華か麗れいさとは裏腹に、コノハの手つきはたどたどしくて危なっかしいものだった。もしかすると、ナイフなど握ったことはないのかもしれない。

「……やっぱり、俺が剝くよ」

　見ていられなくて、蒼真はコノハの手からナイフとリンゴを取りあげた。

「なあ、御国……」

「はい」

　話しかけたものの、そのあとの言葉は続かなかった。

　──御国は、どこから来たんだろう。

　彼女が蒼真にしたことの意味は、どこにあるのだろう。

　グラムリッターとしてかなりの力を持っていながら、なぜこの学園に来たのか。

　あの日墜おちた艦かん〈ショウホウ〉に、コノハも乗っていたのだろうか。

　疑問は次から次へと込み上げるが、それをどう問いかければいいかがわからなかった。

「いや、なんでもない」

「……そう」

　どこかホッとしたように、あるいは落らく胆たんしたように、コノハはそう呟つぶやいた。

「小鳥遊……指導官」

「なんだ？」

　指導官とつくのに、少し間があった。

　首を傾かしげながら問い返すと、コノハもまた口を噤つぐんでしまった。

　なにかを訊ききたいのか、それとも打ち明けたいのか、表情からは相変わらずわからないが、それでも悩なやんでいるらしいのは雰ふん囲い気きから伝わった。

「やはり、なんでもありません」

　コノハも、そう言った。

　そうしている間に、リンゴの皮は剝き終わっていた。

　少し大きいが、よっつに切り分けてそのうちひとつをコノハに差し出す。

「よっつあるから、残りはマリーと葉月に置いとくか」

　そう言って笑うと、コノハは小さく頷いた。

　リンゴを口に運ぼうとして、コノハはその手を止めた。

「小鳥遊指導官」

「なんだ？」

「……あの」

　また沈ちん黙もく。なにを口にしようとしているのか、コノハの顔は次し第だいに赤くなっていき、ただならぬ葛かつ藤とうがうかがえた。

　それでも、今度はコノハも意を決して続きを口に出した。




「私も、名前で、呼んでもらえませんか？」




「へ？」

　蒼真が目を丸くすると、コノハはさっと俯うつむいた。

「……なんでも、ありません」

　羞しゆう恥ち心しんで死にたいとでも言うような顔だった。

　確かに、蒼真は葉月のこともマリーのことも、下の名前で呼んでいる。

　改めて口に出すとなると、少し思い切りが必要だった。

　こっそり呼吸を整えて、蒼真は口を開いた。

「コノハ」

「……はい」

　恥はずかしそうな、とてもささやかなものだったが、それは笑顔と呼べるものだった。

　──やっぱり、笑った顔の方が綺き麗れいだ。

　その表情を見られて、蒼真は満足そうに言った。

「二度目になるが、ありがとうな。あのとき、助けに来てくれて」

　コノハは驚いたように顔を上げて、それからなぜか申し訳なさそうに俯いてしまう。

　しゃくりと、リンゴをかじる音だけが病室に響ひびいた。




　　　　◇




　ときは、数日前に遡さかのぼる。

　アドミラル級が襲しゆう来らいし、小鳥遊蒼真が辛からくもこれに勝利した直後のことだ。

　〈ヒリュウ〉に帰き還かんしたコノハは、生徒会室にいた。

　この学園にやってきてから、幾いく度どとなく足を運んでいる場所だ。ブリキの棚たなも長テーブルの上に載のった端たん末まつも見慣れた景色になりつつある。

　ここで、人を待っているのだ。

　待つ間、コノハは自分の顔に触ふれる。

　いま、自分はどんな顔をしているのだろうか。誰だれも死なずにすんだ安あん堵どで笑っているのだろうか。それとも蒼真を苦しめた後悔に強こわ張ばっているのだろうか。

　本質的に、自分は臆おく病びよう者ものだと思う。

　見知らぬ人間に出会うと、まず顔色をうかがってしまう。自分がどういった態度を取るべきなのか、どんな口調で話せば怒おこらせないか、そんなことを考えてしまうのだ。

　その結果が、このありさまだった。

　そして、このありさまこそが、周囲の大半がそうであれと望んだものだった。

　だから、いつの間にかコノハの表情は人形のように動かなくなってしまった。

　──まあ、そんなに落ち込むな──

　だというのに、あの少年はコノハの心を読んだようにそんな言葉をかけてくれた。

　あたたかくて、嬉うれしくて、幸せな気持ちになれた。

　同時に、激しく自己嫌けん悪おと罪悪感を抱いだいた。

　自分は、彼から厚こう意いや優しさを与あたえられるような人間ではないのだ。

　バッドルーザーと呼ばれる彼が声を大にして罵ば倒とうしても許される唯ゆい一いつの相手、それが御国コノハという人間なのだから。




　そんな思いに頭を悩ませていると、生徒会室の扉がガラリと開いた。

「やあやあ、遅おそくなってごめんね。待たせちゃったかな？」

　コノハが求めてやまない、明るく人当たりのよい笑顔でそう言ったのは、生徒会長の天あま川かわ鈴すず音ねだ。

　ほんの数刻前までファフニールと交戦していたとは思えぬ、気さくな態度だった。

「いまのあなたが暇ひまだとは思っていないわ」

　コノハがそう答えると、鈴音は席のひとつにどっかりと腰こしを下ろす。

「小鳥遊せんせぇは生きて戻もどったよ。……コノハ、アンタはせんせぇになにをしたの？」

「……少し、寿じゆ命みようを返しただけよ」

　戦龍バトルシツプは使用者の命を削けずる。

　コノハは、その寿命を少しだけ肩かた代がわりすることができた。

　彼女は龍の登場以前から続く、魔ま道どう士しの末まつ裔えいなのだから。

「それってさ、せんせぇの代わりに、今度はあんたの寿命がなくなるってことじゃないの？」

　暗い顔をする鈴音に、コノハは首を横に振ふる。

「小鳥遊蒼真の寿命が尽つきたのは私のせいよ。彼は死なせない」

　コノハは胸に手を当てる。




「そもそも、彼から全てを奪うばったのは、皇国第三皇女の私なんだから」




　皇国の皇族とは、人ではない。

　最強のグラムリッターであり、すべての民が傅かしずく絶対者であり、神に等しい存在なのだ。

　一か月と少し前のあの日、過か剰じようなまでの防衛戦力が配備されたのは、そこに〈禁コン郷ゴウ〉だけでなく皇女がいたからだった。

　三〇〇〇人が搭とう乗じようした龍りゆう甲こう艦かん〈ショウホウ〉が墜つい落らくし、〈封フ槍ソウ〉がアドミラル級と相あい討うちになった空で、コノハはひとり〈禁コン郷ゴウ〉とともにその光景を見ていたのだ。

　なのに、そのときコノハが抱いたのは恐きよう怖ふでも申し訳なさでもなく、憧しよう憬けいだった。

　グラムリッターたちが為なす術すべもなく墜とされていく中、あの恐おそろしいアドミラル級を前に一歩も退ひかず、ついには劣れつ勢せいを覆くつがえして相討ちに持ち込んだ蒼あおいグラム。

　その強さに、胸を打たれた。

　アドミラル級と戦う彼は、とても綺麗だった。

　戦龍バトルシツプをまとえば、ああも美しく空を舞まうことができるのかと、心を奪われた。

　そして、そんな自分が嫌いやになった。

　そこで墜ちていった三〇〇〇人の船員と二十六のグラムリッターたちは、コノハのために命を懸かけたのだ。

　なのに、コノハは怒いかりや嘆なげきではなく、憧あこがれを抱いてしまったのだ。

　彼らの命によって生かされたコノハは、これから死ぬ瞬しゆん間かんまでグラムを振るい続ける。

　小鳥遊蒼真が倒たおすはずだったファフニールは、全てコノハが墜とす。

　──でも、その前にたったひと言でいい。

　たったひと言、伝えたい言葉がある。

　だからコノハは牢ろう獄ごくのような本家を飛び出し、この学園にやってきた。

　全ては、蒼真に会うためだ。




　──ありがとうって、言わせてほしい。




　蒼真が守ってくれたから、コノハはいまここにいられる。

　そのことに対して申し訳なくて、でも蒼真に救われたのだということを伝えたくて、ただそれだけのためにここまで来たのだ。

　唯一の友人である、分家の天川鈴音を頼たよって。

　その言葉は、蒼真の顔を見ると胸がいっぱいになって口に出せなくなってしまう。

　コノハは、指の先で頰ほおをツイッと吊つり上げる。

　ありがとうを伝えるときに、せめて笑えるように。








あとがき






　初めまして、あるいはお久しぶりでございます。ファンタジア文庫では二年ぶりになるでしょうか『戦艦学園のグラムリッター』をお届けに参りました手て島しま史ふみ詞のりでございます。




　人類は大地を追われ、空飛ぶ戦艦の中で生きる世界。守るべき者たちを守れず、全てを失った少年がたどり着いたのは……麗うるわしい少女たちが通う女子校だった。少女たちがかつての自分のようにならないよう鍛きたえながらも、過去の因いん縁ねんは少年を追ってきて！

　とまあ、スカイアクション風の教官ものでございます。

　空を舞ぶ台たいにしたお話ではありますが、他社で出しました空飛ぶ郵便屋とはかなり雰ふん囲い気きの異なる空になったかと思います。こちらの少年にとって空は墓場のような場所で負の記き憶おくの象しよう徴ちようなのですが、それでも最後には綺き麗れいな世界だと気づいてくれるような。

　ちなみに今月発売ドラゴンマガジン十一月号にも短編と特集が掲けい載さいされております。コノハたちがプールで訓練をすることになってという、日常編になります。ご興味のある方はこちらも楽しんでいただければ。

　もうひとつ。今月は一迅社文庫より『銀ぎん炎えんの七ツ姫ひめと七なな禍かの王子』も発売しております。こちらは七日で死ぬ呪のろいをかけられた少年が呪いを解くため、犯人の少女を命いのち懸がけで口説き落とす王宮謀ぼう略りやく（？）ファンタジーでございます。




　それでは今回もお世話になりました各方面へ謝辞。

　前作からここまで根気よく面めん倒どう見みてくださいました担当Ｋさま。ヒロインたちだけでなくグラムも格好良く描えがいてくださいましたイラストレーター・カスカベアキラさま（みんな可愛いけど特にコノハは文句なしに可愛かったです！）。校正、広報、カバーデザイン等に携たずさわってくださいましたみなさま。夏休みはお世話になりましたＩさま。長いこと大おお阪さか帰ってないけど本買ってくれてるＹくんＮさん。夏休みはあんまり遊んでやれなくてごめん子供たち。そして本書を手に取ってくださいましたあなたさま！

　ありがとうございました。





二〇一五年　八月　とある蒸し暑い夜に　手島史詞

アトリエ月の窓新館　http://teshima.exblog.jp/












戦せん艦かん学がく園えんのグラムリッター




問もん題だい児じな魔ま道どう士しと愚ぐ劣れつな指し導どう官かん
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